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・ェ トプロホス (暫定基準の見直 し)

・ トリブホス (暫定基準の見直し)
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・ヶ トプロフェン (暫定基準の見直 し)             ,
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基準の設定 )

(3)文書配布による報告品目等
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(農薬 )

・シエノピラフエン (適用拡大 )

・メ トキシフエノジド (適用拡大 )

・シフルメ トフエン (適用拡大)

・アゾキシス トロビン (適用拡大 )

・ビジェン トリン (適用拡大 )

・クロルフエナピル (適用拡大)

(動物用医薬品)

・豚増殖性腸炎乾燥生ワクチン (薬事法に基づく承認申請に伴う残留基準の設定)

・豚インフルエンザ 菫豚丹毒混合 (油性アジユバント加)不活化ワクチン

(薬事法に基づく承認申請に伴う残留基準の設定)

・鶏伝染性ファブリキウス嚢病 (抗血清加)生ワクチン

(薬事法に基づく再審査申請に伴う残留基準の設定)

・マイコプラズマ・ハイオニュ=モ ニエ感染症    
‐

(カ ルボキシビニルポリマーアジュバント加)不活化ワクチン

(薬事法に基づく再審査申請に伴う残留基準の設定)

・豚アクチノバシラス・プルロニユーモニエ (1・ 2・ 5型 )感染症・豚丹毒混合

(油性アジユバント加)不活化ワクチン

(薬事法に基づく再審査申請に伴う残留基準の設定)

Ⅱ 報告事項
①高濃度にジアシルグリセロールを含む食品の食品健康影響評価にかかる補足資料

の

提出について

②平成 17年度～20年度 食品中の残留農薬の一日摂取量調査結果について

③平成 21年度食品からのダイオキシン類一日摂取量調査等の調査結果に
ついて

④食品衛生分科会における審議対象品目の処理状況について

4.閉  会



(平成 22年 10月 8自 開催 )

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

γ  目 次  ～
I議 題
(1)審議品目

①食品中のアフラトキシンに係る規制について・・・・・・・・・・・・・ 1

②添加物として新規指定並びに使用基準及び成分規格の設定

・ピベリジン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
・ピロリジン・・・・・・ 1・ ・・・・ ●●●・・・・・・・・・・・・ 17
・ 2, 6-ジメチルピリジン・・・・・・・・・・・・・・・ ●●●●●20
・ 5-エチルー2-メ チルピリジン・・・・・ ●●:● ●.....・ ・ 23
・フルジオキソニル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

③ポジティプリスト制度関係

(農薬)

・プロピリスルフロン (国内登録)・ ・・・・・・・・ ●●●●●・・・・ 31
・スピネトラム (国内登録+イ ンポートトレランス)・ ・・・・・・・・・34

(動物用医薬品)

。アセ トアミノフェン (薬事法に基づく承認申請に伴う残留基準の設定)

●●●●●●●●●●●●●37
(2)報告品目

ポジテイプリス ト制度関係

(農薬)

・パクロブトラゾール (魚介類+暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・ 40
・プロポキシカルバゾン (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・ 43
・フルフェンピルエチル (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・ 46
・フルジオキソニル (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・・・ 49
・ジクロスラム (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 55
・チアツピル (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・・・・ :・ 58
・クロルエ トキシホス (暫定基準の見直し)ヽ ・・・・・・・・・・・・・ 61
・エ トプロホス (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 64
・ トリブホス (暫定基準の見直し)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69

(動物用医薬品)

・ヶ トプロフェン (暫定基準の見直 し)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 72

・ホスホマイシン (暫定基準の見直 し+薬事法に基づく再審査申請に伴う残留

基準の設定)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75

(3)文書配布による報告品目等

ポジティブリス ト制度関係

(農薬 )

・シエノピラフエン (適用拡大)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・ 78

・メ トキシフェノジド (適用拡大)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 81

・シフルメトフェン (適用拡大)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・ 86

・アゾキシス トロビン (適用拡大)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89

・ビフェントリシ (適用拡大)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・ 98

・クロルフェナピル (適用拡大)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・
・・ 104

(動物用医薬品)

・豚増殖性腸炎乾燥生ワクチン

(薬事法に基づく承認申請に伴う残留基準の設定),・ ・・・・・・・・ 109

・豚インフルエンザ・豚丹毒混合 (油性アジュバン ト加)不 活化ワクチン

(薬事法に基づく承認申請に伴う残留基準の設定)・ ・・・
・・・・・・ 110

・鶏伝染性ファプリキウス嚢病 (抗血清加)生 ワクチン

(薬事法に基づく再審査申請に伴う残留基準の設定)・ ・・・
・・・・・ 11¬

・マイコプラズマ・ハイオニユーモニエ感染症

(カ ルボキシビニルポリマーアジユバント加)不活化ワクチン

(薬事法に基づく再審査申請に伴う残留基準の設定)・ ・・・・・・・
・ 112

・豚アクチノバシラス・プルロニユーモニエ (1・ 2・ 1型 )感染症・豚丹毒混合

(油性アジ三バント加)不活イヒワクチン

(薬事法に基づく再審査申請に伴う残留基準の設定)・ ・・・・・
・・・ 113

Ⅱ 報告事項  (別冊 )
・高濃度にジアシルグリセロールを含む食品の食品健康影響評価にかかる補足資料

の提出について・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・ 1

・平成17年度～20年度 食品中の残留農薬の一日摂取量調査結果について

●●●●●●●●●・ ●・ ●・・ ●8

・平成21年度食品からのダイオキシン類一日摂取量調査等の調査結果について

―  ―   ―        ・・・・・・・ ●●●・・ ●●●36

・食品衛生分科会における審議対象品目の処理状況について
。,・ ・・・・・ 40



(月1 添)

平盛 21年 ,月 31日 付けF生労働省発食安策0331023号蕉、ちて諮問さ

れた食晶衛生■ (1召 |ラ 2午法律第2j3号 )第 11条第 1項あ規定|こ基づ

ぐ拿品中あアフラトキシンに株な晟分規格の製定||らぃて1彗蔀基で審議を

行った結果を月1添めどおう最りまとあたので:これを報告する。  .′

、 R   :  :  率事 。食品衛生審議会食品衛生分科会 
・

食品規格部会長 : 大前 和幸

:

慕幸 1食品衛生審議会食昴衛生分料会食品規格部会報告にういそ

= 食品中のアフラトキシンに係る規制について

のラフブトキシンに係る成分規格設定にっいて諮問がなされた。

2.アフラトキシンの概要     :

111与:厄片響ilキl[II][響 :[:][[」』li
lま、以下のとおりまとめられでぃる。

平成 2、 2年 6月 1日

暮幸・食品毎生審議会   '′
食品衛生分科会長  岸 玲 子 殿

-1-

°
昭和 46年 3月 16日 付け環食第 128号
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/′′ハ■シンβ′l鋼■)一 だつクヽでは 力ヽ″″b及 び力だ"
とも|こ広範な認劾 挨笏 され dり 、そのなとんどにおいて傷″み結果が
βられてクヽる。

発がん艦だつレ|でノま、などんどの動物種油りに肝議力`標的器序であク、

〃務働ウ購誌多ぐ認められた。 (中略)

スにお″ろ

―

″とんど′Iおいて〃彊堤ごと″劾癒どとの組間が
｀
指摘されている。これらあ調査はィン7-ハキンンの暴麗 ヵゞ多を:″うっ、
″/の濯懲率カミ高い地域で実施されaン、″■織 はノンク″子でぁるこ
:と
力,示唆されれ る`。  1      1     1       1
カリ′〃外のアィク・ハキシンだつク`て″、アノ′ハキシ

ンG′ で「ま遺伝毒性

及び発がん性力ゞ認″られた。/7ノ ハキシンB′表びθノ響するデータIま限
られていれ
コ″ では、淳然界で生じるィアィ

キ́シシ混夕勿走 ハ|こ対して発がん

脇′場る額
=グ
,レーィゴノと分類ιている。  ,

3 我が国における食品からのアフラトキシンの裏露状況   |
(1)汚染実聾                   ,
平成 16～ 18年度の厚生労働科学研究による調査によれば、我が国に流通

する食品中の総アフラトキシンの汚染実態は次頁の表のとおりであった。

アクラトキシンが検出されたのは、落花生、チョコレ
ニト、ピスタチォt

はとむぎ、そド粉、香辛料、コ■ア、ビーナィツバタ‐` アTモンド及び
コーングソィンドあり(いずれも輸入品)、 ごま油:米、ポシ/デーン、豆
菓子、■ァンフレーク、生トウモロデシt不イ‐トコ

~イ、そば麺、せん
~べ
い、
‐
ビーノジ、乾燥イチジク及む落花生粉については検出されたものはな

1かつた。  1               .
① 検出した食品のうち、落花生及びはとむぎのそれぞれT試料で総アフ

ラトキシィが280pを/'g、 9.71pを/lg林出されたが、この主試料以外
は、慨■ の濃事|ま低レ

ベルで|?たl    l      ,
I② ピスタチオ、そば粉及びコ∵ングリッツでは、Bグループ (ア フラト
キンシBI又はB:ρみが検出されるもの)汚染のみと考ぇられたが、
落花生、チョコレート、1ま とむぎ、香辛料、ココア、ピーナッツバタ

‐及びアーモンドでは、BGグルニプ (Bグループに加えてアフラト
キシンGl又はG2が検出されるもの)汚染が見られたし    | 

´

③ 落花生は、検出されたのは 1検体のみであつたが、Bグループよりも

Gグループの汚染濃度のほうが高かった。    ´

-2-

定量限界 0.l pg/kg(ピ ールのみ 0 005 pg/kg)

缶詰、冷凍食品等の加工品

-3・

<平成10～ 18年度 国内流通食品のアフラトキシンの汚染実態調査結果>

品  名

試料数
汚染

件数

検出検体の平均汚染濃度 (範囲)(pg/kg)・

H16
年度

H17
年度 Ｈ‐８犠

合 計 アフラトキシンBl アフラトキシンB2 アフラトキシンGl アフラトキシン62 総アフラトキシン

落花生 1

チョコンートGワイト
カコハ榊 /

0 27
(0 1～0 88)

0 13
(01～ 018)

0 13
(01～ 033)

0 33
(0:1～021)

/ / 5 5 1

はとむぎ / / 6
2 45
(0 29～ 9 0)

0 38
(0 1～ 0 58)

0 16
(0 1～ 0 30)

2 77
(031～ 9?1)

そば粉 10 6 2
0 53
(0 24～ 0 8

0 17
(0173)

0 61
(0 238～ 0 987

香辛料 / / 5
0 36
(01～ 1 0)

02
(0 2)

044
(01～ 10)

/ / 11 8
0 33
(0 17～ 0 60)

0 13
(0 1～ 0 15)

0 11
(0 1～ 0 11)

0 40
(017～ 086)

t' -trl^' ,' 0 86
(01～ 259

0 25
(0 1～ 0 52)

0 37
(0 1～ 0 81)

02
(012-046)

1 18
(01～ 392)

アーモント
・ (蝶

材料含D / /
0 37
(0 1～0 89)

0 14
(01～017)

０

ト

0 43
(01-106)

,―ンク・リッツ 10 2 0 21

ごま油 10 0

米
0

ホッアコーン

豆菓子 / 0

つウフ匠ク 0

生卜,モロコシ / / 0

スィートコーン'2 0

そlf麺 0

せんべ| / / 0

ヒ・―リツ / / 0

乾燥イチシ
・
ク / / 5 6 0

落花生粉 / / 0

-3- -4-



(2)暴露量推計
[ 
■記あ汚染実聾F15査結果に基づき、ラフラ:ト キシンが含有されると思ゎ
れる11年9食昴 (落花生、ピーナッツパタ■、チョコレァト、ココア、L・ ′
スタチオ、自こしょう、レシド入ッパ_、 ァ_モィド、はとむぎ、.そば粉
及びそば麺)を対象として、                     |

アフラトキシンBl:10■は/kg

アフラトキシンBi:4 pg/kg及 び総アフラトキシン:8,g/kし
アフラトキシンBl:10り g/kg及び総アフラトキシン:15「 g/kg
ブジラトキジシЁll idり g/kg及む総アプラ キヽレン :,b bL′ 1を

の 4通りの規制値を設定するシナリオを想定してモンテカルゴ・シミュレ
ニションによる暴露量の推計を行うた結果、アフラトキシンLlめ一日推定
暴露量の分布は以下のとおりであった。  `

く平成 16～ 18年度汚染実態調査に基づくアララトキ|シンBlの一日推定暴露量の分布>

,                     =       ・ (単位 :ng/kg/day)

・優電會:篠 :平蹴月雛瑞■悽出平眠橿万?:肌忠師″間の一農分希:積定

この推計結果にらぃて、食品安杢委員会の食品健康影響評価でた、′シチ
. 
イオ′鶴″ でノオηθシ・

・~●ンタィノレ値ヵゞ2“ 嗜g/、■体重/々であク、
堤

“

妨ψ胡疲6らをろシナノィbでも"θ
パーセンタイル藤 二"ng/kg本重/早れわ ん I ng/kg、コ 甲を超える割合ダいル のシオノオ

において6α ′%窟″となうんノとされている。

ａ
　
ｂ

　

ｃ
　
一コ
ｕ

4.食品健康影響評価

食品安全委員会の食品健康影響評価は、然下のとおりまとめられ下
いる,

鶏″〃イクだついてノま、スの′義調査の若栗から、体重″♂́ たクゴ″多
/

′Dハ量で生涯
=こ

わたクИ″ゴだ麿β爆″¨ 普εうノイクと

: して、郎sAg腸性者で″αθス′θ万人ノ作 権 旨の範″′9,～a」スカθ

xヽ/り、迅s gヽr艦ォでノまa″人/■θ万人/牢偽額勢の範囲α催～α
“スβθ万人刀 となつた 〔中齢             

｀

2クル年～20%牛た実広さをた汚染実態調査結果から/フフハキイク管

有されると′g易ろゴゴ脇Fを対象|こ確率論的手謄をノワいて暴露量の鍵 を
//7つた結果αま、ガリゴだ″ιでゴθ″己/k=を検出限界として規制をしてい|
〃 ″おぃてな がνでイズ″ゴθ″3/k=′ひ総アフイハキシンでら′」ズ

は 2θμ g/kgの碁 魏錯 設定 したとしてら、翻 ヽ一′権定暴露量■ま″とんど

変ゎらなかつ´。ょつく 落花生及の磁奏 ″
一言ン片

ヘーゼルオンン、

どレタテ幾 /c‐ういく な/えな キシンの″″基準を設定ナろ|とによる

舞倉,755'勇F可斃メカ%夕彰鰯⑮≦源π街テ

1 粥断されう身″易鞣■をi;夢:攀:::
D結果、ヨどグループの数 率力ゞ近年高くなる預向ヵ明 られぞク`ろ√とを考

巖%と、落花生及し嗽か実キこちクヽ4発力ゞんノィク及び斯 電機 を″ま
た造切′こ総/フ /― ハキィンの騨額を設定する必要力場ろ:なム /フ7~4

キシン″′然鴻染であ夕1'σ比率がすだクないとテなされることから、縦

/ノ /~ハ キシンとИ朋 の両者 /L‐ついて規制″ 彩 ことが望 ま|レ ち

また、金″ も のだアノ/~ハ キシィの摂取′合理的 'こ雫
可能な範囲で″

来翻 ″ ないレベルだナるためた、各花生及び木の実夕均
この主要な倉′だつ

ぃでも、汚染実態及び国際的な基準設定の動機銭雄曖 、β/ノ /~ハキィ
ンの規格基準の必要7笙だろぃて検討を行うことが望ましレ`と考える。

シナリオ シナリオ a シナリオ b シナリオ c シナリオd

下限値以下の仮定 仮定A 仮定B 仮定A 仮定B 仮定A 仮定 B 仮定A 仮定B

1い
°́
センタイル 0 0 0 0 0 0

50′ ―ヾセンタイル 0 0 0 0 0 0

80バ ーtンタイル 0 0 0 0 0 0

90ハ
・―センタイル 0 001 0001 0.o01

95ハ
・―センタィル 0 003 0 004

0.003 0 004

97.5ハ・―tンタイル 0 009 0 009 0 010 01010

99.o′ ―ヾtンタイル 0 049

995ハ・―センタイル 0.305 0 283 0 285

999だ 費ンタイル 2.063 2 063 1 880 1 956

二5-
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‐ 5 諸外国等における規制状況等
諸外国等における最大基準値等は以下のとおりである。なお、手L及び予L製    .
品等のアフラトキシンMlに係る最大基準値等は省略した。

(1)コ ーデックス委員会 (CODEX STAN 193‐ 1995,REV 3‐ 2007)

食 品
総アフラトキシンの

最大基準値 (口g/kg)

落花生 (カロエ用原料)

アーモンド:ヘーゼルナッツ、ビスタチオ 1/Jロエ用原料")

アニモンド、今―ゼルナッツ、ビスタチオ (直接消費用。)

2)食品の原材料として使用され、若しくは加工されズは人の消費用に提供される前にアフラトキシジの
レベルを低減可能な更なるカロェ/処理を行うことが意図されてぃる木の実。アフラトキシンのレベル

,   を低減可能な加工とは、殻剥き、湯通し後の色選別、比重及び色 (傷 )に よる選別をいうち1ビスタチ
オ中のアフラトキシンは焙焼により低減するといういくつかの証拠があるが(他のナッツにらぃての
情報はない。                           ‐

3)ァ フラトキシンのレベルを低減可能な更なる加工/処理を行うことが意図されてしヽない本の実
`

‐6-
-7‐

(2)米国 (Compliance P01icy Gides)

食  品
総アフラトキシンの

規制値 (口薔/kg)´

すべての食品

プラジルナッン

落花生及び加工品

ビスタチオ

(4) EU (COMvfl S SION REGULATION(EC) No 1 65/20 I 0)

食 品
最大基準値 (り g/kg)

アフラトキシンBl κ,アフラトキシン

1.落花生及びその他のオイルシードで、人が直接食べる

又は食品の原材料として用いられる前に選別やその他

の物理的処理が行われるもの (精製植物油の製造用に粉

砕されるものを除く)

2.アーモンド、ピスタチオ及びアプリコット種子で(人

が直接食べるヌは食品の原材料として用いられる前に

選別やその他の物理的処理が行われるもの

3:人―ゼルナッツ及びブラジルナッツで、人が直接食ベ

る又は食品の原材料として用いられる前に選別やその

他の物理的処理が行われるもの

150

4.‐ 2及び3以外の本の実で、人が直接食べる又は食品の原

材料として用いられる前に選別やその他の物理的処理

が行われるもの

」.落花生、その他のオイルシ‐ド及びそれらの加工品
で、人が直接食べるもの又は食品の原材料として用いら

れるもの(精製することが予定されている粗製植物油及

び精製植物油を除く)

4.0

6.アニモンド、ビスタチオ及びアプリコット種子で、人

が直接査べるもの又は食品の原材料として用いられる

もの

■ ヘーゼルナッツ及びプラジルナッツで、人が直接食べ

るもの又は食品の原材料として用いられるもの
50

8.6及び7以外の本の実で、人が直接食●るもの又は食品

の原材料として用いられるもの

9.乾燥果実で、人が直接食べる文は食品の原材料として

用いられる前に、選月」やその他の物理的処理が行われる

もの  ‐

ld i乾燥果実及びそれらの加工品で、人が直接食べるも

あ又は食品の原材料として用ぃられるもの

11 穀類及びそれらの加工品 (穀類の加工品を含む製品

を含む)(12、 14及び15の食品を除く)

(3)オーストラリア (FoOd Standaids Code 1 4 1)

食 品
総アフラトキシンの
最大基準値 (lg/kg)

落花生

本の実

=7-
-8-



12.ト ウモロコシで、人が直接食べる又は食品の原材料

として用いられる前に、選別やその他の物理的処理が行

われるもの

13 以下のろパイス類
唐辛子類 (乾燥したものであつて、チリ、粉唐辛子、

ヵィェン及びパプリカを含む)     '
コショウ類 (白及び黒コショウを含む)

ナツメグ

ショウガ

タ‐メリック    :
上記スパイスを一種類以上含む混合スパイス

50

14=穀類を原材料とする食品及び浮し幼児用ベビーフード

15.浮L幼児向け特殊医療目的の栄養食品

我が国におけるアフラトキシンに係る規制のあり方

り
|.:]tr足葉した虐生墓働科準群究にお二 暴1峯 計によ

gと
,す1

ての食品lFついてア7ラ トキシンBlを指標とし10 pg/kgを 規制値として管

響している現行の規制は、アフラトキシンBl及び総アフラトキシンをより

低ぃレベルで管理することとした場合と比較しても、総アフラトキシンの

暴露量に顕著な差異は認められず、発がんソメクの違いもほとんどないも
のと考えられた。これは義が由に綺通する食年において、規tll値を超えて
アフラ:トキシィBlを含有する:ものの割合が少ないためと考えられ:すなわ
ち、現行の規制が有効に機能していることを強く支持しているものと考え

iられる。  | ,11  :    ′ ■  、 ,
しかしながら、食品安全委員会め食品健康影響評価によると、「/ノ′ハ
キシンタま遺伝毒性力ゞ関与ナろ´卿贈 れる発がん物質 であク、金影 も の

総アフ/~メ キシンの摂取″合理的に達成可能な範囲で後窃 〃クないレベ
:タレ■こナろべきである。」とされている。また、これまでの調査研究の結果を

みても、我が国で流通する食品にっいて、

① BGグル‐プの複合汚染が見られる食品があること
② 落花生においてBグル■プよりもGグループの汚染濃度のほうが高い
: 場合があること           :

にカロえて、アプラトキシンにらぃては輸本昴のf染が問甲であること等!こ
鑑み、.コーデックス規格と同様に総アフラトキジンで管理することは、ア
フラ トキシンによる健康被青を未然に防

止すぅ上
で妥当であると考ネら,

る。

(2)ア フラトキシン管理のための規制値
二       |   ,    一

コーデツタ不堺格Ⅲ5.に示すとぉり、落花生についてはカロエ用ρ、ま

た、本の実 (ァ =モィド`へ■ゼルナッツ及びドスタチオ)につIヽてはカロ
エ用と直接消費用の二段階の最大基準値を設定しているもまた、EUにおい

ては、落た生t来の実:乾燥果実にらいて、
.力

1工用と直接消費用め二段階

の最大基準値を設定している。
上方で、米国、オーストラリアでは、そのような二段階の規制でぃなく、
二́律の規市J値を設定している。           ｀ :
このような国際動向を踏また、書が国でのァフラトキシィ管理のための

言製:|:FII王驚了し奪露柔:覺電選薇ボF言海履曇11暴警1誓剛皇班
経ないで直接消費用として販売に供されるこどめなし`よう、適切なリスク

:管理が講じられるべきであるとして、その実効性蕉担保する必要があぅと

考えられた。                    i
そこで、EUの実態につい

`確

認したところ、二段階の規制の寒効性を埠

保するため、規制当局
におけゃ監視に関す

るガイグ
ンス文書

。を作成し下

おり、以下の事項を規定して厳格に運用されていることがわo)つた。

・力p工用の食品である場合、その旨の表示の義務付け       :
・ァフラ キヽシン低減処理が可能な加工施設の指定 (EU域内施設のソスト)

・力1工用あ食品を取扱う食品事業者におけるア7ラ 、キシン低減の責務 |

・規制当局における監視 (書類審査、分析検査等)         
‐

二方(我が国における加工の実態については、関係業界からの情報によ

れば、国内にはアフラトキシン低減を目的とした加工施設は現時点では存

在せず、アフラ、キシン億減力1工を行う
ことは現実中に困難であぅとされ

ている。

こうした現沐を踏まえると、アフフトキシイ賞理
のキめの糧制値lt加

工用、直接消費用の男1を問わず、一本化することが望ましいと考えられる。

なお、この場合の規制値はヽ コーデックス規格で直接消費用の木の実に設

定されている「総アフラトキシン10口 g/kg」 とすることが適当である。

1) Guidme Doument for Compcht Autboriticr for thc Co;trol of Complim@ witl EU Legislation on Aflatoxins

http://ec-eurtrua-eu/food/fod/chenticslsafeh/contarninontVeuidance-22-03-20l0 pdf

‐9■
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|                 :              (参  考)

(3)食品衛生法第6条第2号に基づく規制の整備             '              0審 議経緯                '
(1)に記載したとおり、現行の食品衛生法第 6条第2号に基づくアフラ   :          :   平成20年 3月 11日  薬事。拿品衛生審議会食品衛生分科会食品規格音i会にゃいて審議    i
トキシンの規tllは十分に有効と考えられ、引

:き

続き、これにょり管理を行                  平成
'0年

7月 8日  薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会において審議

うことが適当と考えられるが、落花生及び木の実 (ア■モンド、へ=ゼル                  平成20年 9月 3日  厚生労働本臣から全品策全委員会委早長´てIF食テ守?伶ζイラ    |
ナッツ及びピスタチオ)については、国際動向及び汚染実態等に鑑み、|                 |        

‐
  ||シンに檬る食品健康影響評価について依頼」:___ _       _

れまでのアフラトキシンBlを指標とした規制から総アフラトキシンを指琴                  平成21年 3月 19日  食昴安全委員会委員長から厚生労働大臣あて食品健康影響評価の
とした規制に移行することが適当である。                  1                        結果:について通知
また、落花生及び木の実以外の食品についても、31き続き、BGグノィー                  平成 21年 3月 31日  厚生労働大臣より薬彗・食品衛生審議会に食品中のアクラトキシン
プの複合汚染の動向を把握すると́ともに、総ア7ラ トキシンを指標とした  |              ィ          に係る成分規格の設定について諮問
分析法の整備を進めていくべきである。 .                         平成 21年 6月 23日  薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会 |こおいて審議

平成 22年 5月 18日  薬事 :食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会において審議

○ 薬事・食品衛生審議会食品衛■分科含食晏,格部会委員 (oll部会長
)            1 1

.=                                 `             
く平成21年 1月 23日までン           ー                   `  :
二十君静信  国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部第二室長
池上:幸江  大妻女子大学家政学部食物学科教授

・  1                 
石田 裕美  女子栄養大学栄養学部実践栄養学

～
教授                    .

. : 、              香山不三準  自治医,大学地域医療学センター環境医学部門教概         :
.                          1              小西 良子  日立医薬品食品衛生研究所衛生微牛物部長                  

´

1  小沼 博隆  東海大学海洋学部水産学科教授   ,                      :

品川 邦汎  岩手大学農|翔 ;教授                              `

:           :   西川 秋佳 ,日立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究
セングー病理部長

早り|1 和一  金沢大学医薬保健研究域薬学系教授          .           :

:     1             .                 、             ◎廣橋 説雄  国率がんセンタニ総長)          1    
松田りえ子  国立医薬品食品衛生研究所食品部長

・                   _                         官原 誠   国立医薬晏食品衛生研究所食品部第二室量

山内 明子  日本生活協同組合連合会組織推進本部長

|                                     <平 成21年 1月 24日 からン

,  ′                              1  浅見 真理  国立保健医琴科学院水道工学部水質管理室長                  :
:                           :     

五十君静信  国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部第‐室長   ・

 ヽ                            石田 裕美  女子栄養大学栄養学部実践栄養学科教授
｀
                                         井上 達   国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センタ

ニ長           :
:                                ◎大前 和幸  慶應義塾大学医学部教授

香山不二雄  自治医科大学地域医療学センタ
ニ環境医学部門教授

 ヽ             ｀           力ヽ西 良子  国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部長

二10-
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イヽ沼 博隆  東海大学海洋学部水産学科教授
:  阪口 準弘  麻布大学獣医学部獣医学科教授 :       |

.長野 哲雄  東京大学大学院薬学系研究科教授
松田りえ子  申立医薬品拿暴衛生7究所食品部長         , .
宣原 誠   国立医薬品食品衛生研究所食鳥部第二室長
宮村 達男  国立感染症研究所長

・ 山内 明子  日本生活協同組合連合会組織推進本部長

J  く平成22年 4■ 1日 から> :l  r    ill    : 「 : ..  .
浅見 真理  国立保健医療科学院水造工学部水質管理室長       :  ′

軍午君静信  国立医薬品食品衛生研究所食話衛生管理部莞―室長
石田 裕美  女子栄養大学栄養学部実践栄養学科教授

す
上 達
   貸貢[ゃ

法

^「

葉

,「否彎
す絵
答
1構
新薬審査第二部テク

テ タ
エ革

◎大前 和幸  慶應義塾大学医学蔀教授          ‐

香山不二雄  自治医科大学医学部薬理学講座環境毒性摯部門教授_  .1
小西 良子  自立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部長        :
小沼 博隆 .東海大学海洋学部水産学科教授
阪口 雅弘  麻布大学獣医学部獣医学科教授    :
長野 哲雄  東景大学大学院薬学系研容科長 `薬学章F長   1    1
松田りえ子  日立医薬品食品衛生研究所食品部長 |
宮原 誠   元国ユ医薬品食品衛生研究所食品部第二室長
■村 澤男  元早立感染症研究所長                 :
山内 明子  日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部長

- 12-
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審議の対象 食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規格の設定

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行ってきたもの

構造式
ＨＯ

用途 香料

要概
　
¨

ホップ油、コーヒニ、大麦、にしんの塩蔵品等の加工品、麦芽、

チニズ等の食品中に存在する成分である。

諸外国での状澤

欧米では、焼菓子、グレービ=ソ
ース類、ソフト・キャンデー類、

アルコール飲料、清涼飲料、冷凍乳製品類など様々な加工食品に

おいて香りの再現、風味の向上等の目的で添加されている。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果
食品の着春の目的で使用する場合、安全性に懸念がない。

摂取量の推計

欧米にぉける推定摂取旱を踏まえると、書が国にゃける推定摂取

量は一人一日当たり、およそ96ん lo3μ gになると推定される。本

推

=琴

取豊198日 間反復嚢与毒性試験にぉける無毒1=量
(80mg/kg体重/日 )か ら安全セージン (40,OQO)力i得られる。

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならないら

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリックコメント終了。WTO通 報手続中。

答申案 別紙のとおり3



答申 (案 )

1.ピバリジ|ンについては:添加物|して人の健康を損なぅおそれはないこと
から、指定することは、差し支えない。

2.ピペリジンの添力l物として9煉用基準及び成分規格 1子 ?し )セ |ま、以下のと
おり設定することが適当である。

使用基準

着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格       .
ピペリジン

Pipёridine

05HllN I                     :   分子量 85.15

1lperidihe[1lo-89■ 4]

含  量 本昴は, ビペリジン (C5｀ lN)98:0%以上を含む。:

性  状 本品は,無■淡黄色の透明な液体で,特有のにおいがある。
確認試験 本語を赤外吸llRス ●クトル測定法中の液膜法にょり測定し:本品の
ス●クトルを参照スパクトルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

度の吸収を認める。         :              :

純度試験 (1)屈折率 nT=1.450～1.454   :

(2)比重 d::二 dttitO.86'          i     l

定 量 法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフィーの面積百分率法の操
作条件(2)により定量する。

参照赤外吸収スペクトル

ヒ
`ヽ
リジン

」〇
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審議の対象 食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規格の設定

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式

H

O
用途 香料

概要
ディッシュ、チァズ、・コTヒー、とぅもろ|し、麦芽、ホ

'プ

油
等の食品中に存在する成分である。   1     :

諸外国での状況

欧米では、チ■
ニインガム、ソフト・キヤンデー類、焼菓子、朝

食シリテル類、冷凍手t製品類、清涼飲料など様々なカロエ食品にお

ぃて香りの再現、風味の向上等の目的で添加されている。  :

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果
食品の着香の目的で使用する場合、安全性I子懸念がない。

摂取量の推計

欧米における推定摂取量を踏まえると、我が国における推定摂取

量は■人
一日当たり、およそ0.11か ら2μ g9範囲に,る と推定(さ

なる。本推

=摂
取量と90～ 91日間反復投与毒性試験における無毒

性阜(25mg/kt体車/日 )から安全マ=ジ
ン(60Q000γ 10,000,ooo)

が得られるよ             `

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリツクコメント終了。W十 o通報手続中。

答申案 男1紙のとおり。

ピロリジン

答申 (案)        :               ・  |
1:ピ ロリジンについては、添加物として人の健康を損なうおそれはないこと

から、指定することは、差し支えない。     ,     `  :
2::ピ 由リシンの添力i物としての使用基準及び成分規格についてはt以下の|

おり設定することが適当である。

年月畢準_`    _
着香の目的以外に使用してはならない。‐   :  I

成分規格                            ■ 、

ピロリジン(      '

Pyrrolldine                           l

04H9N    ヽ                    分子尋 71.12

Pyrrolidine[123-75-1]                       :

含 
｀
量 木品は,ピ由リジン (04HON)95.0%以キを含む。

性  状 本品iま ,蕪色透明な液体で,特有のにおいがある。           :

確認試験 本品を赤外吸収ス人クトル測定法中の液膜法IFよ り測定し:脊品の :

スペクトリしを参照スペグトルと!ヒ較するとき,同T凛数のところに同様の強

度の吸収を認める。             1            1

純度試験 (1)屈折率 nT=1.440～ 1.446

の 上し詈巨dるまlo.153ん0.863   :        
｀
:

「曇i「維浴焉∫:ル語髯iζ
=鶉
罵:

ロキサンを025ん 1'mの厚さで被覆したものを使用する。

ＨＯ
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参照赤外吸収スペク トル

ビロリジン

2,6-ジ メチルピリジン

4OO0 3m 2000 - rm rm. s0
wavolffierlcn'll

審議の対象 食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規格の設定

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式
呼
ウ
叫

用途 香料

概要
ウイスキ■、コーヒー、ビール、しようゆ等の食品中に存在し、

また、紅茶の焙煎及び隊肉の加熱調理により生成する成分である。

諸外国での状況

欧米では、スナック菓子、焼菓子、肉製品、スープ類、グレービ

ーソース類、ナッツ製品など様々な加工食品において香りの再現、

風味の向上等の目的で添加されている。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果
食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がない。

摂取量の推計

欧米における推定摂取量を踏まぇると、我が国における推定摂駆

量は一人一日当たり、およそ0.007から0 3μ gの範囲になると推

定されるら本推定摂取量と90日間反復投与毒性試験における無毒

性量 (3mg/kg体董′日)から安全マニジン (500,000～ 30,000,000)

が得られる。

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリックコメント及びWTO通 報手続中。

答申案 別紙のとおり。
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:・ [席Xl難若 it製‰ 1人の干康を行なぅぉそれ
‐2.216-ジメ|′レドリジンの添加物として0使用基準及び成分規格につしヽては、‐
1 以下のとおり設定することが適当である。 1

,使用基準

着香の目的以外に使用してはならない9,  I    l.

:成分規格                     .
2,6-ジ メチリレピリジン

2‐ 6-Dimethylpyridihe

l,| ・ TDTC7HON             . '
.  2,6」

Dimeth'Ilyridine[180■48,5] i

含  量 本品は,2,6-ジ メチルピリジン (C,HON)915%以上を含む:
性  羨 未品|ま ,無色送萌な涵休そ:轟有あにおムがある: 

‐

確認試験 本品を赤外吸収ス大クトル厠定法中あ液膜法により厠定し,本晶の

う171ノ11参照
ス
が夕
:トル
|:ヒ
較す||き,同一琴

数のところに同様9貯
度の吸収を認めるg           l      :

純度
議
験:0)澤 折

子 nT 11:495～
1.591

'|(2)比童 di:=0.917～0,231  1  1             ギ
定 量 法 香料試毒法中の香料のガスクロマトグラフィーの面積百分率法の操
作条件(2)により定量する。 ´

参照赤外吸収スペクトル

2.6-ジメチルビリジン

分子量 107.15
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審議の対象 食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規格の設定

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行ってきたもの

構造式

用途 香料

概要
ウイスキー、チーズ等の食品中に存在し、また、,えびの加響調理

にょり生成する成分である。

諸外国での状況

欧米では、焼菓子、肉製品、朝食シリアル類、ナッツ製品、グレ

Tビ=ソ Tス類、スープ類など様 な々加工食品において香りの再

現、風味の向上等の目的で添加されているし

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果
食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がなし`。

摂取量の推計

1欧米における推定摂取量を踏まえると、我が国における推定摂取

量は一人一日当たりtおよそ0.04か ら01″ gの範囲になると推:

定される。本推定摂取量と28日間反復投与毒性試験及び生殖発生

毒件試験 (翠動物呼)に●1する警寺性早 Q゙mg/kg体重/日 )か ら

安全マーシン (20,000,ooo～ 40,000,000)力S得られる。

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリツクコメント及びW丁 0通報手続中。

答申案 別紙のとおり。

5ニエチルー2-メ チルピリジン

答申 (案)                       .
1.5-エチルー2-メ チルピリジンについては、添加物として人の健康を損なうお

それはないことから、指定することは、差し支えない。     i
2:5-エチ′し-2ニメチルピリジ.ンの沐カロ物としての使用基準及び成分規格につい

ては1以下のとおり設定することが適当である。

使用基準|     ._|  :    1             1
着香の目的以外に使用してはならない|:   '

成分規格

5「エチルー2-メ チルピリジン          |

5-Ёthyl-2 1nethylpyridine

CBHllN

5-Ethyl-2-methylpyridine[104-90・ 5]

分子量 12118

含  量 本品は,5-エデソレー2-メ テルドリジン (03鴫 lN)96.5性以上を含む。

性  ‐状 木品は,無色透明な波体で,特有のにおいがある。

確弔試験 本品を赤外呼収スペタトル測定法中の凛辱法1三より測定し,↑品の

ス人クトルを参照スペクトルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

:度の吸収を認ゅる。l               i      l

純度試験 (1)嵐折率 nT=1.495ん 1:502

(2)比重 d::=0917ん 9923  1

定量法 香料試験法■の香料のガスクロマトグラフイーの面積百分率法の場
作条件 (1)IFよ り定量する。     |

=23-
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フルジオキソニル

参照赤外吸収スペクトル

5-エチルー2-メチィンピッジン 審議の対象 食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規格の設定

経緯 事業者より指定等の要請より指定を行つてきたもの

構造式

用途 防かび剤

概要 ,

フェニルピロール系の非浸透移行性殺菌剤であり、糸状菌に対し

広い抗菌スペクトラムを有し、各種の空気感染性及び土壌感染性

の糸状菌起因の植物病害に対して高い効果を有する。

諸外国での状況

現在、70カ 国以上の国において、主にブドウ及び野菜類の灰色か

」F[11『言電]軍詈I[F二雪9言五i7]:[班暑雹量言
種享消毒罰あほか、かんきっ類、該果類 (もも、すもも等)、 と果

類 (り ん

=、

なし等),キゥィ
ニ及びさくるへの堕

"ヽ

び目的め収穫

後使用についての農薬登録が行われている。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

許蓉一日摂熟量 (ADl)0.33 mg/卜
g体重/day       ・

[設定根拠]1年間 慢性毒性試験 (イヌ・混餌)
｀
無毒性量 3■ l mg/kg体 重/day      l 、
: 
安全係数 100

また、と卜における暴露量及び体内動態を勘案して検討を行つた

結果、ヒトがフルジオキソニルを継続的に経口操取することによ

って耐性菌が選択され、保健衛生上の危害を生じるおそれはない

ものと考える。

摂取量の推計

TMD1/ADI比は、以下のとおり。

TMDlノ/ADl比  儡)

国民平均 71

高齢者 (65歳以上)

妊婦

幼小児 (1～ 6歳 )

TMDl:理論最本一日摂取量 (Theoretical Maxihuln Daily lntake)

-25…



使用基準案

フルジ在キソ■ルは、あんず、おうと,ご かんきつ類 (みかんを
除く。

)、
キウイー、ざくろ、すもも、西洋なし、ネクタリン、び

わ、マルメロ、もも及びりんご以外の食品に使用してはならない。
ブ

'レ

ジオキソ
=ノ
Jは、フルジオキソニルとして、キウイ上にあら

、はそのlkgにっき0.020g、 かん育つ類 (みかんを除く」)にあ
つて博そのlkgにつき0.010g、 あんず、おうとう、ざ≦ろ、すも
も、西洋なし、ネクタリン、びわ、マルメロ、もも及なりんごに

あつてはそのlkg(あんず、おらとぅ、すもも1ネクタリン及び
ももにぁっては種子を除〈3)につき00050gを、それぞれ超えて

残存しないように使用しなければならない。 i

成分規格案 別紙のとおり6

意見聴取の状況 パ:プリックコメント蒸びwTO通報手続中。

答申案 別紙のと,り。

答申 (案 )

1.フ ルジオキソニルについては、添加物として人の健康を損なうおそれはないこ

とから、指定する二とは、差し支えなぃ。               _
2.フルジオキソニルの添加物としての使用基準及び成分規格については、以下の

とおり設定することが適当である。

年噂真ラ」リニま11轟二iヵ
=孫
法よ1をよエキウ∴

きくろ、すもも、茜洋なし、ネクタリン、びわ、マルメロ、もも及びりんご以外の食品

に使用してはならない。

フルジオキソニルは、フルジオキソテルとしてtキウィ=にあつてI事そのlkgにつき

0020g、 力ヽんきつ類 (みかんを除く。)にあっては

`の

lkgにつき0.010g、 |んずヽ お

うとう、ざくろ、すもも、西洋なし、ネクタリンゞ びわ、マルメロ、もも手びりんごに

ぁらてはそのlkg(あんず:おうとう、すもも、ネクタリン及びももにあっ下は種子を

除く。)につき00050gを :それぞれ超えて残存しないように使用しなければならない。

成分規格

フルジオキソニル

Fludioxonil

C12HOF2N202 分子量 24819

4-(2,2-difluorobenzo[』 [1,3]dioxol―■yl),1″ pyrrole-3 car,onitrild[131,41-86=1]

含  量 本品は,フルジオキソニル (Q2HOF」N201)9704´ 上を含む。

性  状 本品は,申～やわらかい黄色の粉末で,においがないざ      i
確認試験 本品を赤外吸収不ペクトル測定法中のバ=ス ト法IFよ り測定し,本晏のスペク

トルを参照スペクトルと比較するとき,同 =滓長のところ1子同春の強度の吸収を認める:

純度試験 (1)融点 199γ 201℃              |

(2)鉛  Pbと して 2 0μg/g以下

本品 10gを鼻り,300市 19ケルダTル 7ラ 不コIF入れ,硝酸
10mi及び硫撃 ,miを

加えて赤褐色め煙がほとんど発生しなくなるまで加勢する9冷後;硝撃 2mlを追加し

ＮＣぼ
。／ヽχへ。
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T埠厚な白煙が発生するまで加熱する。冷後,塩酸 (1→ 4)10mlを加えて,15分間煮沸
し,冷後,試料液とする。試料液に,クエシ酸水素ニアシモニウム溶液 (1→ 2)lomIを
加える。チモールアルー試液を指示薬として,ア ンモ三ァ水で弱ア

'レ

カリ性とする。

冷筆::内
容物を200m!の 分液漏斗に移し,ケルダ

「 'レ

フラ不F奮水で洗い,洗議を分
液漏斗に合わせi約 100mlとする。ピ甲リジンジデォカル六ミン酸アンモニウム溶液
(3→ 100)5mlを加えて 5分間放置し,酢酸ブチル 10miを加えそ5分間振とうした後,

放置する。その隼,酢酸ブチル層をとり,検液とする。男りに,鉛標準原液 1■ |を正確

1撲量31喜般['看F握肥鷹[:』鶴仄膚:il離『異
F

7K  券 0.5b%以下(10g,直接満た,      1 1
定 葺 法 本尋及び宇量用フルジオキソ

ニ
ィレ約 0.96gずっを精密に量り,それぞれを

'タィTルにrか し,正確に 100miと しi検液及び標準液とする:検液及び標準液をそれぞ

り腸113量Iお舎ず暫倉lM、ぶ ≧:鋼T標十Ⅲ
フルジオキソニル 綺2H6F2N2%)の 含量

_ 定量用フルジオキソ■ルの採取量(g)

参照赤外吸収スペクトル

フルジオキソニル

wsenunヽ er岬】

試料の採取量 (g)

操作条件      .
検出器 紫外吸光光度計 (測定波長 270nm)

X100 1(%)

カラム充てん型 5口mのな体ク|マ トグラフ″=用オクタデシルシリル化シリカゲフレ
カ
7ム管

:内弩40:mln,長さ25,mのステンレス管   ,i ′  
´

カラム温度 25～ 4o°c付近の一定温度

移動IE ソン酸
ニカリウム 3.8g及び無水リン酸三ナ トリウム 58gに水を加えて溶か

し,lLと :する。子の液 100ml lこ水500ml,7セ トニトリル300■ 1みびタタノール
1 00mlを加える。  '   .
流量 lml/分。               '

試薬・試液 `           1                 '

=量

用フルジオキソニル ラルジォキソニル,定量用を見よ。    |
フルジオキィ■ル,定量用 Q2H6F2N202 本品は,白色の精晶文lま結晶性の粉末であるも
含量 本品を無7K物換算したものは,7ルジオキソニル (C12H6F2N202)'9%以上を含む。
確認試験 本曇を赤外味収スペクトル測定法中のペースト法又は臭化カリウム錠剤法
により測定するとき11289c計

1,2,223 cⅢ l,1,652o「1:1,530 crl及 び1:2j6bFl
の子れぞⅢの付近に吸収〒を認める.
融点 200ん 201℃                        1 ,

・
一
Ａ
ｓ

Ｘ
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審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があったもの。

構造式

用途 農薬/除草剤

作用機構

スル小二′レウレア系除草剤Fぁる。作用機構は分岐鎖アミノ酸 (バ
リン、ロイシン及びイソロイシン)生合成の初期段階に関与するアセ
トラクテ■卜合成酵素 (ALS)の 活性阻害と考えられる。

適用作物/適用雑草等 農薬登録申請 :移植水稲/水田一年生雑草等

我が日の登録状況̀ 鼻薬登録はない。(新たに農薬登録申請がな吉れたものである。)

諸外国の状況
国際拳準は設定されていない。
諸外国においても残留基準値は設定されていない。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容二日摂取量 (ADl)0 01lmg/kg体重/dav
[設定根拠1 1年間慢性毒性試験 (イ ヌ・混餌)

無毒性量 1.1l mg/kg体重力ay

安全係数 100

基準値案
月1紙 1のとおり。
残留の規制対象物質 :プロピリスルフロンとする。

暴露評価

TMD1/ADI比は、以下のとおり。

「MDIノ/ADl lt

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦 1.4

高齢者 (65歳 以上) 1_9

TMDI:理 論最大一日摂取量 (TheOretical Maximum Dally lntake)

意見聴取の状況

平成22年 6月 11日に在京大使館、の説明を実施
平成22年 7月 7日 ～8月 5日パブリックコメントを実施
平成22年 7月 1日～8月 30日 WTO通報を実施

答申案 別紙 2の とおり。

1 a E t) 7)b7 a) (Propyr isulfurori)
農薬名    プロピリスルフロン

___」t物残軍試験」押に「準」の手婁?あぅ0のは、推定残留業,|う||:示
してル
:る
。
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答申 (案 )

スピネトラム (Spinetoran)

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯
農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があり、併せて

インポートトレランス制度に基づく基準設定の要請があつたもの。_

′

構造式

不ピネトラム
「
J           スピネトラ■―L

用途 農薬/殺虫剤

作用機構

ス
=ネ
トラムーJ及びスピネトラムーLの混合物である。鱗翅日、総

翅目皮び双翅目等の害虫に殺虫活性を示す。シナプス後膜に存在する

アセチルコリン受容体とγ一アミノ酪酸.(GABA)受容体のイオンチキ

ンネルに作用しt神経活動に異常をllき起こすことにより殺虫効果を

示すものと考えられる。               
′

適用作物/適用病害卑等

農薬登録申請 :り、んご、なし、もも心トマト、キャベツ等/キンモ

γ3巣ご卜r`ζttЪモン、オレンジ、グレープフルーツ
等/ミ カンキジラミ、アザミウマ類、鱗翅目幼虫等

我が国の登録状況
農薬登録はない。(新たに農薬登録申請及びインポートトレランス

申請がなされたものである。)

諸外国の状況

レタス、 トマト等に国際基準が設定されている。
米国においてアスパラガス、バナナ等に、カナダにおいてプロツコリ

ー、りんご等に、EUにおいてグレープフルニツ、なし等に、オース

トラリアにおいてりんご、すもも等に、ニュTジニランドにおいてり

んご、なし等に基準値が設定されている。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (AbI)0 024 mg/kg体 重/dav

[設定根拠]1年間慢性毒性試験 (イス・混餌)
無毒性量 2.49mを /kξ 体重/day

安全係数 100      1

基準値案
別紙 1のとおり。

残留の規制対象物質 :ズピネトラムとする。

暴露評価

TMD1/AD:比は、以下のとおり。

ake)

TMDl′ /ADl 上ヒ

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)

TMDI:理論最大一日摂取量 heoretical Maximum Dai ly Int

意見聴取の状況

平成22年 8月 10日に在京大使館今の説明を実施

平成22年 9月 3日～10月 2Fパブリックコメントを実施
今後、WiT O通報を実施予定

答申案 別紙 2の とおり。
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(男り剰時2)

農産物名 帥案
¨
轍獅

録

無

登

有

考基準値

作物残留試験成績等晰葬
¨
円鞭
ノ
基

甲 〈002.く 002

申 018,005

ンタス 1( 申 247,430(サ ラダ菊
ぬ ギ 申 010013

トマト
ナ■十

0 申

由

0.13,007(ト マD
008,027(3)(ミニトマト)

レモン        :

オレ́ ン(ネ■プルオレ″ お む)

グジエプフル‐ッ

ライム

´ 柚 め ヽ え′姜ぅ 猫 阜 生

0

0〔

0.(

0〔

IT

IT

IT

IT

030

0.30

0.30

0.30

アメリカ

アメリカ

アメリカ

アメリカ

アメ1,カ

【0032111*-0142(→■ln=5
(米国スピノサD】
k∝。そ■1掘螢動
0'2061■ Dく叶i3)
休国スピノサド)】
【0016()01451■ l作6)
(米国スピノサド)】 :

【米国レモン、オレンジ、

雀 纂 撃 募じ勢
|

りんご

日本なし
西洋なし
マルメロ

0.:

0〔

0〔

IT・ 申

申
IT・ 申

0.20

020
0_20

アメリカ

アメリカ
アメリカ

【く
l』鯨!」l:蹴月
(米国スピノサド参照)】

012,009

【日本なし参照】
【米国りんご参照1

kま 0 申

二ヽ■ 申 014058(3)

IT アメリカ 〔米国りんご参口1

ぎんなん
くり
ベカン
アーモンド
くるみ
あ 納 の 十 ′゙ツ 精

001
0.01

001
001
001

な 申 126(3)o33(荒 本

キの筋肉
スの筋肉
その他の陸棲哺手し類の筋肉
牛の脂肪_  :
啄の月旨肪
その他の陸襖哺乳類の脂肪
費

02
02
02
001

Ю

Ю

Ю

０

０１

０
‥
Ю

答申 (条 )
農薬名 スピネトラム (月 ll糸氏1)

難誦お7:霧
=理
さ話をξ吊翻酪鍋醸為積塩」した。

(注 1)「その他のかんきつ類果実」とは、
かんきつ類果実のうち、みかん、なつみ
かん、なつみかんの外果皮、なつみかん

の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの

をいう。

1黎継 銹 ま嗜羅 肇
なし、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あ
んず、ち も、うめ、おうとう、ベリー類果

れ 粽 渫 )(箪み ア

"(ド
ンゴー、パッションフルーツ、なつめやし
及び″ イヾス以外のもめをいう。

(注 3)「その他のナッツ類」とは,ナンッ類
のうち,ぎんなん,くり,ペカン,アーモン
ド及びくるみ以外のものをいう。

①■)「その他の陸棲哺乳類に属する動

蜜盲吉:,m惚 のう

0にれらの作物残留試験は(
($)これらの作物残留試験は、
*:ィムノアッセイ

食品名
残留基準梶

キャベツ    ー _
/タス 1

ねぎ

マ ト 0

にす     _
レモン 0

オレンジfネープルオレンジを含む)

グレープフルーツ

イ ム

み∩昴めヽ

'′

まつ麺早
=に '

,んご         _ 0

日本なし

雪洋なし 0

<)vlE 0

その他の果実
(望 02

ス′なん

ム藤

ぞあ他のナッツ類(・°
苺

この 脂 肪

その他の陸棲哺平L顔⊇塵壁L___
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審議の対象 動物用医薬品の食品中の残留基準の設定

経緯
薬事法に基づく動物用医薬品の製造販売の承認申請に伴い意見聴取があっ

たもの                       ,

構造式 ｏ人
一
Ｃ喝

一

適用動物/用途 豚/解熱鎮痛薬

作用機構 塩基性非ステ由ィド性抗炎症薬である:

我が国の承認状況 承認されていなし`。(新たに承認申請がなされたもの)

諸外国の状況
国際基準は設定されていなしヽ。

諸外国においても基準値は設定されていない。

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果 :

許容一日摂取量(ADI)0.03 mg/kg体重/日 :    ‐ ｀ 下
[設定根拠]104週間 発がん性試験(ラツト・混餌投与)

最小毒性量 30バ g/kg体重/日 (発がん性は認められなからた)
安全係数 1000

基準値案 別紙 1のとおり。

残留の規制対象物質:アセトアミノフエン

暴露評価

TMD:/ADI比 は、以下のとおり。

TMD1/ADI(%)

国民平均

幼小児(lγ o歳 )

妊婦 0.02

高齢者(65歳 以上)

意見聴取の状況 平成 22年 9月 3日 ～同年 10月 2日 パブリックコメントを実施

答申案 別紙 2のとおり。

アセトアミノフiン (Acetahinophen)
(別紙 1)

アセトアミノフエン

食品名
基準値(案 )

ppm

豚の筋肉

豚の脂肪

豚の肝臓

豚の腎臓 001

豚の食用部分
*1｀ 拿2

*1:食用者「分とは[食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪t肝臓及び腎臓以外の部

分をいう。          . :
*2:食用部分について|ま、小腸の値を参照した。
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側紙 2)

答申(案 )

アセトアミノフェン

食品名
残留基準値

ppm

豚の筋肉

豚の月旨肪i

豚の肝臓

豚の腎臓

豚の食用部分
*

*:食用部分とは、食用に供される部分のうちt筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部

分をいう。   ヽ

パクロプトラツール (Paolobutrazol)

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯
魚介類への基準設定の要請があり、サせてポンテイプリスト制度導

入時に設定した基準ltLの見直しを行うもQP   

一

構造式

OH

11'(3)ri沐
〔†
'「

(2ぇ昴)体 (κ 3o‐体

用途 農薬/植物成長調整剤

作用機構
トリアゾール系植物成長調整剤である。植物体内におけるジベレリ

ンの生合成を阻害して矮化作用を発現する。

適用作物 水稲、もも1おうとう、温州みかん、やまもも

我が国の登録状況 米、もも、みかん等に農薬登録がなされている。

諸外国の状況

国際基準は設定されていない。

EUにおしヽていちご、ラズベリー、プラックベリー等に、

オーストラリアにおいてアボカド、マンゴー等I「、
ニュージニランドにおいて核果類等に基準値が設定されている。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容‐日摂取量 (ADl)0,02 mg/kg体 重/day

[設定根拠]2年間 慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット・混餌)
無毒性量 2 0 mg/kg体重/day

安全係数 100

基準値案
別紙1の とおり。

残留の規制対象物質 :パクロプトラゾールとする。

暴露評価

TMDI′/ADl比 Iま 以下のとおり。
TMDI′ /ADl lL

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)
TMDI・ 理 論最 大 ― 日澤取 詈 (Th eoretical ||laximum Dai lv Intake)理論最

意見聴取の状況 軍議舞 :月ツ晶1尾剛 11誹暮皇施
平成22年 7月 1日～8月 30日 WTO通種を実施__

答申案 別紙 2のとおり。
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農鶏   パタロブトラゾール 答申 (案 ) (男」ホ氏2)

(注 1)「その他のベリー類果実」とは、ベ

リー類果実のうち、いちご、ライベリ
=、

1

プラックベリー、プルーベリー、クランベ

リー及びハッ勿レベリー以外のものをい

つ。

(注2)「その他の果実」とは、果実のうち、
かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋

》樹 鰐ヽ 発潔 紺
実、ぶどう、かき、バナナ、キウィニ、パパ

イヤ、アポカド、パイナップノン、グアバ、マ
ガ ー、パッションカレニツ、なつめやし
及びス′シス以外のものをいう。

(注 3)「その他のスパイスJとは、スパイス
のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にん
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆすの果皮
及びごまの種子以外のものをいう。

(lll紙 1)

農産物名 帥一一

基準値
現行

登録

有無

参考基準値

作物残留試験鵡断群
¨
神鋼
¨

ナいか
メロン類果実
主でわらり

1● Ot2

● 012

Cl

,んご

日本なし
西洋なし '  ' 1:
7ルメロ
r、お

1

ぅも
クヽタリン     `
うんず (アプリコットを含む)
ヽも(プルーンを含む)

'め医ら,ら ′チ_rl〕―た まハ

∝

・
Ｏ

Ю

Ю

Ю

ｎ

α

Ю

・
Ｏ

Ю

・
Ｏ

ｏ

○

　

　

　

　

（

ちヽご
ラズベリー
メラッアヽ り‐
//●

=リ
ー :

アランヽ ッ■
ッヽクルベリー

一一
取
一一
・疎
一‥０．‐
00.

ドどう
,ヽ姜 スけリ

ナ`ナ

=ク
ィー

.ヾパイヤ
'母ド
イ`ナップル
メアノ`
7ンゴー
'｀ッショ″ ル‐ツ
トぅあや 1´

001
001
001
0_01

0.01

0:01

001
001

001
0.01

0.01

001
0.01

001

″―モンド

talLoT/qz 0 (0.04,<0.oa(r*rrLl&)

推 :0036

鰤      3躍靭鰍た留量であることを示している。
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審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジティプリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式

用途 農薬/除草剤

作用機構

スルホニルウレア系除草剤である。通常、ナトリウム塩 (プロポキ
シカルバゾンナトリウム塩)と して用いられる。作用機構は分岐鎖ア
ミノ酸の生合成に関与するアセトラクテ

=卜
合成酵素 (ALS)を 阻害す

るものと考えられている。

適用作物/適用雑草等 小麦/イ ネ科雑草t広葉雑草

我が国の登録状況 農薬登録はない。

諸外国の状況
国際基準 Iま設定されていなしヽ

米国において小麦等に基準値が設定されている。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADI) 0 43 mg/kg体重/day
[設定根拠]2年間 慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット・混餌)

無毒性量 43 mg/kg体 重/dav      I
安全係数 100

基準値案

別紙1のとおり。                  1
啓留の規制対象物質 :農庫物はプロポキシヵルバツン及び代謝物
A、 畜産物はプロポキシカルバゾンとする。

暴露評価

TMDレ′ADI比は、以下のとおり。

TMD1/′ ADI 上ヒ

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳 以上)

最大一日摂取量 (Th eoretioaI ltlaiimum Dai lv lntake)

意見聴取の状況

平成 22年 7月 8日 に在京大使館への説明を実施 ,

平成 22年 8月 2日 ～3月 31日 パブリツクコメントを実施
平成 22年 t月 9日 ～10月 8日WiO通報を実施

答申案 別紙2のとおり。

農薬名     プロポキシカルバゾン (別紙1)

J g rF*it h lv r { 9 ) (Fropoxycarbazone)

農産物名 轍案̈ 鰤節̈
録

無

登

有
作物残留試験成澤

鰤掛
¨
知動一Jヽ麦

牛の筋肉   ｀

そ3雑鴬陸棲哺乳類に属する動物の筋肉
牛の脂肪

署″騨 嘩 哺乳類に属手る動場あ脂肪

牛の肝臓

鰊 棲哺乳頗に属する動物の肝臓

[多[蝙 棲哺晶 こL∴ 動物の腎議
牛の食用部分

肇8念晟塁穫路乳類に属する動物の食用部分
乳

季8組″象きんの筋肉
鶏の脂肪         ´

０５

３

∝

０

３

０３

翔『「抑「『「『「『蟄『『枷一̈『一『『̈一「『一『̈一『一「『・『一「『̈̈
一「『一「『一「『

００５
　
い
咄
・晰
¨
　
¨
¨
　
田
０３
　
０３
ｍ

アメリカ

アメリカ
アメリカ

アメリカ
アメリカ

アメリカ
アメリカ

アメリカ
アメリカ

アメリカ
アメリカ

蕩 みつ

平成17年 11月 29日厚生労働省告示第499号 において新しく設定した基準値
については、網をつけて示しに
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答申(案 ) 0」紙2)

※今回残留基準を設定するプロポキシカ
ルバゾンは、農産物にあってはプロポキ
シカルバゾン及び代謝物《メチル 2‐
[[E4,5-ジ ヒドロー3く2-ヒドロ彬 プロポキ

物にあっては、プロポキシカ′レ ゾヽンの
みをいう。
(注 1)「その他の陸接哺乳類に属する動
物」とは、陸接哺乳類に属する動物のう
ち、牛及び豚以外のものをいう。

(tL2)「食用部分Jとは、食用に供さオ略

段察8留雰胸
脂肪、肝黎及「
腎
?

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジティプリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式

用途 農薬/除草剤

作用機構

ピリダジン系除草斉1である。

クロロフィル生合成経路中の protoporphyrinogOn― IXoxidaseを 阻害

することにより作用するものと考えられている。

適用作物 とうもろこし、大豆、さとうきび

我が国の登録状況 農薬登録はない。

諸外国の状況
国際基準は設定されていない。

米国においてとうもろこし、大豆等に基準値が設定されてし:る 。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADl)0 39 ng/kg体 重/dav

[設定根拠]発がん性試験 (マウス「混餌)

無毒性量 39 9 ng/kg体 重/day

安全係数 100

基準値案
別紙 1のとおり。
残留の規制対象物質 :フルフエンピルエチルとする。

暴露評価

TMD1/ADI比は、以下のとおり。

TMDI:理論最大一日摂取量(Theoretical Maxinu,Daily Intakの

TMD 1/ADI比

(%)

国民平均 0 003

幼小児 (1～ 6歳 ) 0 008

妊婦 0 003

高齢者 (65歳 以上) 0 003

答申案 別紙 2の とおり。

2 )v) - > C )vril!, (F I ufenpyr-ethy I )
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農産物名 鋤案̈ 帥聯̈
録
無
登
有

考基準値

作物残留試験成瀬断群
一
知動̈

`う

もろこし 米国 【く0005】 (米国)

k豆 米 国 【く00051(米 国)

)ゝらきァド 来 □
Iく0005】 (米国)

をだまめ 米 国 米国の大豆を参照

農絲     フルフェンピルエチル

平成17年 11月 29日厚生労働省告示第499号において新レ

`段

定した基準値|;つぃ、 網をっけて示した

れ
-47-

答申 (案 ) (月J糸氏2)

(別紙 1)
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フルジオキソニル (Fludioxon‖ )

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジティプリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式 詢
用途 農薬/殺菌剤

作用機構

フエニルビロール不の非浸透移行性殺菌剤である:糸状菌の原形質

[:[]i晟
尼曳掘ウ難惚「8誓::IF髯書作驚言葉手でユ

`肇

:ζ

適用作物/適用病害虫 ]、 かんきつ寧、核果類、キャベッ等ノいもち病、灰色かび病、苗立
枯病等

我が国の登録状況 米、小豆類,キヤベツ等に農薬登録がされている。

諸外国の状況

本
豆、ァルーベッー守に国際基準が設

=さ

れてぃる。米国においてリ
んご、びわ等に、カナダにおいて大麦、ピ=マン等にt EUにおしヽて

[ltti三 5ユ言5卜在冨ユ[:[ζ FR讐 [重仕塁塁橿1、璽[:南
ている。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果 :

[設定根拠]1年間慢性毒性試験 (イ ヌ・混餌)
無毒性量 331市 g/kg体童/day
安全係数 100        :

基準値案

別紙 1の とおり。                    「
~~

残胃の規制対象物質 :農産物はフルジオキソニルとしt畜産物はフル
ジオキソニル及●代謝物 Kに変換されるベンゾピロール代謝物とす
る。

暴露評価

TMD1/ADI比はt以下のと
T‖ DIノ/ADl LL

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳 以上)

etical Maximum Dai y lntake)

意見聴取の状況
平成22年 8月 10日 に在東大使館べの説明を実施
平成22年 9月 3日 t10月 2日パブリックコメントを実施
今後t WTO通報を実施予定 :

答申案 別紙2のとおり

(男 IJス氏1)
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農猛     フルジオキソニル (別紙 1)
(別紙 1)

農産物名
基準値
案 鋤姉̈

録
無
登
有

作物残留試験成績断群
¨

外 国

基準値

にんにく
にら       :
アス′`ラガス
わけぎ
その術 のおり拇 軒菫

O

“
　

・
２ アメリカ

0201   アメリカ

米国たまねぎ(結球)参照

米国たまねぎ(結球)参照

こんじん
,く _スニップ
セヽリ
ピロリ       :
夕つば

「
の 411のや り料 野立

10.1
'010, アメリカ

アメリカ
米国だいこん類(10参照
【16″387641(米 国)】

米国だいこん額

`華

)な 昭

ン

，

マヽト
一

It
r-n{b 

^tr-d-fflrS

2

1 0101

○

　

　

○

アメリカ

アメリカ

品
"ハ
|:総:継勘】
0404,01468/
02360),0660C)

米国トマト套昭

ζゆうり
ぼヽちゃ
ンろうり
デいか
えロン類果実
たくわうり

「のrFlのらわ科呼=

0〔

04〔

O ∝

Ｑ

　

　

Ю

‘
０

o.,isi 7 jb
0.45i. 7t 

'0.45i Tt t
0.03i T/!,
0.03i 7)tn
0.03; 7)rn

0416,0678/
045111),0701← )‐
【く001つ 13←→(米目D】
【003゛ o86■5)(米属D】
米国きゆうり参照

α

∝

∝̈

一

一Ｑ

０

０‐
一

まうれんそう
ンようが
特成熟れ どう
に成熟いんげん

00:

001 010`

○

　

○

○

（

0011 アメリカ
0021 アメリカ
l141 アメリカ
0:41 アメリカ

米国ばれいしょ参照
043,202/0:71,221

160,0734/0,0,126

「
の4thの 野糞 0

みか ん

なつみかんの果実全体
ンモン

とレンジ|ヤープルオレンジを含む)
グレ■/7ルーツ
ライム

ｍ
「
枷
「
却
「
一

Ｏ

Ｏ アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ

O022,0023/001,く O Ol

l■■口●に■うい
'薇“
レぉ驚定

りんご※1

日本なし
西洋なし※1
マレ1ィメロ※1
rバわ※ 1

アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ

5も※2
ネクタリン※2
らんず(アプリコットを含む。)※ 2
ヽも(プルーンを含む。)※ 2

'めなうとう(チiリーを含む。)※2

05
05
05 O

5.0: Tilt
s.oi . .7Jrn
5.0; 7ty,
5.0i 7iln

5.O: 7:tt),
. 0.032,0.t42

a*tffrEr4F6r9S

農産物名 帥案̈
基準値

現行

録

無
登

有
作物残留試験成績

嚇鮮
¨

基準値

.ヽちご
ラズベリー
′ラックベリー
ノル‐ベリー
ンランヽ リー

乙́鴛γ桜

`;■

麺果実

5

5

5

2

○

5

5

201 アメリカ
50: アメリカ
501   アメリカ
201 アメリカ

|

20:  アメリカ
501  アメリカ

。
協|[霧 l親社り

/

【01■125に 16)味 動 l
1081111147106・ 5X米国】
米国ラズベリ=参照
k005(→■706J鎌 回)】

米国ブル=rり
~参照

○ 1641250

←ウィー※1

「
のrllの 果実※ 3 50: アメリカ

ひまわりの種子
にヽばなの種子

6実
なたね
■の4bのオイルシ=ド

001

アメリカ

アメリカ

【く005(ll(16)妹国)】

?c:A*t.It'ly)&

Xal&,0>z/s.{z
+D+k.D)\'J

377,3841F)/432.37811)
(みかん果皮)

牛の筋 肉

豚の筋 肉
毒
…
精 lr日 十ス勧 場の俯 沐

Ｑ

∝

十の輝肪

餘 胴健権哺乳類に属する動物の脂″

手の肝臓

家の肝
雷座蔵』麺に屁する動物の肝腕

00:

キの腎臓

隊の腎臓
みの術饉施醐 類に属する動物の腎膊

千の貧用郡π

家の食用部分
7の術ぬ羅嗣 覇に属する動物の食用部分

各の筋肉
をの他家きんの筋肉

001

奪の脂肪
をの他家きんの脂肪

番の肝臓

番の腎臓
4の IHI蒙 キス′の腎臓

輌 部分
そのIllカキんの合用部分

00:

の家■んの卵

こら(乾燥させたもの〕

ジ`ル(乾燥させたもの, Ы

驀[慕■t
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食品名
残留基準樋

た麦
ライ麦
とうもるこし ,

そば
あ́術あ絆猫注1)

0 05
005
0 01
0 05

:聾1_
ららかせい
´
^鮎 ^百

緒 注 3)

0.:

0:
0.01

01

はれいしよ
さといも類
その4Lあいま額注4)

にいこχ翁:ζチfζ
`l碁

暮暮;あ異
かぶ類の根
かぶ類の葉
西洋わさび
クレソン
|よくさ0ヽ
キャベツ
芽キャベッ
ケール       . ,
こまつな
きような

秀了多ザタ1
プロッ
=リ
ニ

´
^/1h^長

ビと ,、痰 駆す =5)

ナルシフィー
チヨリ
エンダイプ
しゆんぎく

`編

の」′ξ雌こ。

:]|こ

`   

‐
つけぎ

Ｌ

０

１

∝

～

,\-7.=rJ
'{t,
PaI* 

^* 
h flBSE8)

tY I'
Y-?.>rrf
Zmtr ^ l>+dB#Es)

i首;;
■め如めらおヽ 醸立注1。 )

じI写γ
てフ

未成熟えんどう
未成熟いんげん
,だすハ
そのrlhの 野難・

なつみかんの果実全体

答申 (案 ) Gり紙2)

:[:]蘇髯i董楊
萎::j」第:率:を言嚇[群騒ζI

It'」桑:卓7:F七 :管 1替督貿3をド査え

デ豊キ城タビ豊:良阜ア豊ll多芽景登lg″革

婁i)ii難行]、;F登テ管=:|ヽ
変び

濠鳥キ、」1『警9:tt類 |ふ見しビ[奪
:ユ
セ浪

矛曇::;蠍撃
li:すill[iを7:「

:i::テ :〕貫薔

賣::fi31:iき、こ;なi:せ :J]:「
:i;」[llilムl:貫 L夕i変::〕:書

i:卜
,TCIP'攀努恙ふL奔飛精

茉i;を」言貫堡1:ξl:黎:i鼻ュ::]I
う。

:『ti;illii:鷲 :liill]シ
|

ォレンン 不ヽ~ノ

グレープフルーツ

[1`犯発暮F声毬※2

プラックベリー
プル‐ヽリー
ハッタルベリニ

その他のスパイる

警ら姦棄翼芳9彎『 輩彙蔵F奪秀秀|、んF法な象
かんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、
オレンジ、グレープフルーツ、ライム及びスノ`イ
ス以外のものをいう。

.類果実ゝ∫ζ『 供9ごイラ餐癸テ
L19りすツ天

リー、1プルーベリ
=、
クランベリー及びハックル

ベリー以外のものをいう。
注14)「その他のオイルシードJと は、オイル
シードのうち、ひまわりの種子、こまの種子、ベ

にlまなの種子(綿実、なたね及びス′`イス以外の
ものをいう。             、
注15)「その他のナッツ類Jと は,ナ ッツ類の
うち,ぎルなん,く り:ペカン,アーTン ド及び
くるみ以外のものをいう。

注■6)rその他のスパイス」とlt、 スパイスの
うち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、と

彙じ3じぁ棄【イ奪チ泳糞i盟しご菫κ暑季蚤凍
のものをいう。

注17)rその他のハープ」をは、ハープのう

セし

`κ

墨五し[3)分異政昇芳ヒダIよ 9テ
｀

注 18)「 その他の隆棲哺乳類に属する動物Jと

嫌ぁ管労墟秋ワ:こ
属する動物のう●、す及び豚以

注 19)T食用部分」とは、食用に供される部分
のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分を
,ヽ う。     

「
注20)「その他の家きん」とは、家きん?う :

ち、鶏以外のものをいう。

※1り んご、西洋なし、マルメロ、びわ(キ
ウィーの基準値については、果実全体に適用する

ものとする。

※2も も、ネクタリン、あんず、すもも、おうと
うの基準値については、種子を除いた果実全体に

適用するものとする。

※3その他の果実については、ざくるの果実に限
るものとする:

「
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審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジテイブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式

用途 農薬/除草剤

作用機構
ジクロ不ラム:ま トリアプロピリミジン環を有する除草剤である。植
物体内での分墜鎖アミノ酸の生合成酵素であるァセ トラクテートシ
ンタニゼを阻害する。             _

適用作物/適用雑草 らつかせい、大豆/オナモミ、シロザ等
我が国の登録状況 農薬登録はない。

諸外国の状況
国際基準は設定されていない:

米国においそ大豆、らつかせいに基準植が設走されている:

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADI) 0 05 mg/kg体重/day
[設定根拠]2年間慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット・混餌)

無毒性量 5mg/kg体重/day

安全係数 100

基準値案
別紙1の とおり。
残留の規制対象物質 :ジクロスラムとする。

暴露評価

ADl比は 下のとおリ
TMD1/ADl比

(%)

国民平均

幼小児 (1～6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)

y lntake)

答申案 別紙2のとおり。

ジクロスラム (Diclosulam)
農薬名
.    

ジクロスラム        )

平成17年 11月 29日 厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値
にっいては、網をつけて示した。

(別紙 1)

農産物名 轍案
¨
鰤姉̈

録
無
登
有 晰鱗
¨
知動̈

作物残留試験成績

太豆
らっかせレ

【く0003,く0003】 (米国|

【く0003】 (米国)

-55- -5 6-



答申 (案)

チアゾピル(ThiaZopyr)

-58…

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジティプリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式

用途 農薬/除草剤

作用機構 殺翼こ
`牽

撃言澱[磐 2L驚モ模警!「`71f阻
害することにより

適用作物 オレンジ、グレープフルーツ

我が国の登録状況 息薬登録はない。

諸外国の状況

国際基準は設定されていない。

米国においてグレープフル
ニツ、ォレンジIF基準値が設定されてい

る^

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADl) 0 0072 mg/kg体重/day

[設定根拠]2世代 繁殖試験 (ラ ット・混餌)
無毒性量 0.72 ng/kg体重/day

安全係数 100

基準値案
別紙1のとおり。
残留の規制対象物質 :チアゾピルとする。

暴露評価

摂

TMD1/ADI比は、以下のと
TMDlノ′ADI上し

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳 以上)

「MDl:理論最大一日摂取量 (T「 eoretigal Maximum Dai ly Intake)

答申案 別紙 2のとおり。
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澤産物名
基準値

案 轍昴
¨

登録

有無
作物残留試験成績

基準 狛鰤
　̈

オレンジ(ネープノンオレンジを含む。)

/レープフルーツ

001

001

Ψ
ぬ

一
」̈
ｔ●〓ヽ
一一
一

■
一■
一

刃

　

刃

I<o.ol?2, (0.0182, <0,0169,
<0.016, <0.016(t), (0.0r6(s)l
' 

[(0.0181, <o.ol9, (0.016,
(0.016. (0.016. (0.0r61

答申 (幕)
農統        チアゾピル

平成17年 11月 29日 厚生労働省告示第499号におし`て新しく設
,し
た基準値にういては、細をっけて示しぃ

(別紙 1)
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クロルエトキシホス(Ch10rOthoxyfOS)
(別紙 1)

審議の対象 農薬の食品中つ残留基準の設定

経緯 ボジティブリス ト制

=導

入時に設定した基準値の見直 しを行うもの。

構造式

:ilsc角 6::卜
(9CH2CHbL

用途
`農薬/殺虫剤

作用機構
有機リン系殺虫剤であり、コリンエステラァゼ活性阻害作用によ
り、殺虫作用を示すと考えられている。

適用作物/適用病害虫 とうもろこし/corn rootiorms等

我が国の登録状況 農栗登録はない。

諸外国の状況

国際基準は設定されていない。           「

―米国においてとうもろこし等IF峯準靖が設定されていたが1現在は肖J
除されている。          _、

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

[設定根拠]1年間 慢性毒性試験 (イ ヌ・混餌)
無毒性量 0.063 mg/Кg体重/day
安全係数 100

基準値案 別紙1のとおり、基準値を設定しなし`こととする。

意見聴取の状況
平成22年 8月 10日に在京大使館への説明を実施
平成22年 9月 3日 γ10月 2日パブリックコメントを実施
J聾笙型上型2旦報を実施予定         :

答申案 別紙2のとおり。

農産物名

基準値
案 動新̈

録
無

登
有

作物残留試験成績等

蛎群
¨
知鰤̈

1ヽ豆類

Fの他 の野菜

tolfi,opv^
+o{b,o>}\'/

平成17年1"29日 厚年労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示助L
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答申 :(案 ) (男」湘時2)

クロルエトキシホスについては食品中の残留基準を設定しないことが適当である。
審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式

用途 農薬/殺虫剤

作用機構
有機リン系殺虫剤である。コリンエステラーゼ活性阻害作用によ

り、殺虫作用を示すものと考えられている。

適用作物 ミント

我が国の登録状況 農薬登録はない。

諸外国の状況

ばれいしょ、バナナ等に国際基準が設定されている.米国において

ベパーミント及びスペアミントに、FUにおいてばれいしよ、ピTマ
ン等に基準値が設定されている。           =__

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADI)0 00025 mR/kg体 重/dav

[設定燿拠]1年間憬性毒性試験 (イ ヌ・カプセル経甲)
無毒性量 0,025 mg/kg体 重/day

安全係数 100

基準値案
別紙 1の とおり。

残留の規制対象物質 :エ トプロホスとするも

暴露評価

とおり
TMD1//ADI比

(0/o)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦 253

高齢者 (65歳 以上) 25 2

TMDI:理 論最 大一 日 量 (T' eoretical Maximum Dai ly: Intake)

意見聴取の状況

平成22年 8月 10日 に在京大使館べの説明を実施

繁fミミ磋 腸亀「
′ツリックコィト
を実″

答申案 別紙 2の とおりL

r FJ aif'z. (Ethoprophos)
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農薬名        エトプロホス 農薬名        ■トプロホス      _ (別紙1)
(別紙1)

農産物名 動案̈ 輸猾̈
登録
有無

作物残留試麟断群
¨
知動
¨

Jヽ麦
た麦
π麦
ヒうもろこし
そば
■の術の海精

Ю

・
Ｏ

Ю

Ｑ

・
Ｏ

Ю

え豆
Jヽ豆類
そんどう
そらまめ
Ьつかせい
●の仙の0箱
llav しヽよ
きとヽ 類(やつがしら猜 む。)
かんしよ
やましヽ (長いもをいう。〉
こんにやくしヽ
その社 のいヽ結

005

003 ０５

てんさい
さとうきび 002
だいこん類17デイツシユを含L)の根
にいれも類停ディッシュ綸 む.)の葉
かぶ類の根      :
かぶ類の葉|

西洋わさび
クレソン
はくさい
キャ・ヾ ツ
芽キャベツ  :
ケール
こまつな
きような
チングンシ
カリフラフニ

プロッコリー     、

ピIFう
ナルシフィー
アーティチョーク
チヨリ
エンダイブ
しゆんぎく
レタス0ラダ菜及びちしやを含む。)

證薄距
キを含むD

にら
アスパラガス
わけぎ

にんじし

`｀

~ス■ツプ
パセリ
セロツ
みつば
その統のやり料野菜

.?h
!*<>
2n{+roif-C-stEfi

ｍ
ｍ
璽
鰯

農産物名

基準値
案
基準値
現行

録
無
登
有

作物残留試験成帰踪
準
国
基 狸動
¨

諄職蝸癬 ι。)
あ うり

すいか

メロン類果実

まくわうり
その4bのうり瀬 菜

00`

ほうれんそう
たけのこ
オクラ
しよう力

`未成熟えんどう
未成熟いんげん

7ッシュルーム

)ヽたけ
らの rhのまの

「

精

″の他の野菜

みかん

なつみかんの果実全体
レモン

オレンジ休―ブルオレンジを含む。)

グレ∵′7ルーツ
ライム

りんご
日本なし
西洋なし
マルメロ
ィド】っ

もも

ネクタリン

あんず (アプリニットを含む。)

ヽ も(プルーンを含む。)

211′__._か 奎お ヽ

いちご
ラズベリー
プラックベリー
プルニベリー
クランペリー
ハックルベリー
´
^昴 ^却

,―猫 早 筆

00`

001

002

ど

姜

,{fi'
+:r.1-
/{/'i.llr
7trrtF .

ls4tya)v
/72<.

fyizaYTtV-Y
it-D+L

ｍ
響
理
躍
ｍ

夕のrllの 臭室

ひまわりの種子
ゴまの種子
べにばなの種子
綿実
なたね
の́41のオイルシード 陶
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農薬名        エトプロホス 答申 (案 )
(男 J糸氏2)

(別紙1)

(注 1)「その他の人一ブJと :よ、ハープのうち、クレ

ツン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及

びセロリの葉以外のものをいう。

※米、′Jヽ麦、大麦、ライ麦、とうもるこし、そば、その

書轟蠍謝磁

農産物名 蜘案̈ 轍猾̈
録
無
登
有

作物残留試験成績断蝉
¨

基準値 ‐

ぎんなん
くり |
ペカン
アーモンド
くるみ
その市の十 ′゙ッ猫

茶
コ■ヒー豆

カカオ豆
ホップ

to+b,Dk<'lz
7-61&^t:--/ アメリカ

卜の筋肉
啄の筋肉

獨

鮒

■の腎臓
スの腎臓

■の食用部分
家の食用部分   ∫

平成17年 11月 29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、細をつけて示した。

食品名

残留基準催

デれいしよ
)ヽんしよ
k″弾 び

…

002

トマト
ピーマン

きゆうり(ガ,キンを含む。
メロン類果実    ___

'ヾナナ
の́411のハープ(注

1
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審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 ポジテイプリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。

構造式

用途 農薬/植物成長調整剤

作用機構
有機リン系植物成長調整剤である。植物体内のホノしモンレベルを変
えることに」tつて綿の葉の器官離脱を弓lき起こすと考えられている。

適用作物 綿実

我が国の登録状況 農薬登録はない

諸外国の状況
国際基準は設定されていない。

米国において綿実及び畜産物に基準値が設定されている。

食品安全委員会における食

温健康影響評価結某  .

許容二日摂取量 (ADl) 0.002 mg/kg体重/dav       i
[設定根響]2年間慢性毒性試験/発がん性併合言験 (ラ ット・混餌)
'    無毒性量 0 2 ng/kg体 重/day   :

安全係数 100

基準値案
別紙1のとおり。
残留の規制対象物質::ト リブホスとする:

暴露評価

TMD1/ADI比は、以下のとおり。
TMDI′ /ADl l七

G%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)

意見聴取の状況 報::年 :[∫」1壻語鵬 3諺ξ鵞1を黒
今後、WTO通報を実施予定

答申案 別紙2のとおり。

トリブホス(Tr ibufOS)
轟落名       トリブホス

平成1神巨1月 29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。

(別紙1)

農産物名

基準値
案
基準値
現行

登録

有無

作物残留試験成績等国際

基 準 基準値

席実 4

●.4

蠅
蝠

アメリカ く051「257●=15X米国)

牛の筋肉         ―

で3篭慮饉農哺乳類に属する」物の筋内
牛の脂肪   ́      '

豚の脂肪
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪

牛の肝臓
豚の肝臓  :
その他の隆棲哺警類に属する動物の肝臓

牛の腎臓
豚の腎臓
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓

牛の食用部分
豚の食用部分
その価の陸棲哺乳類に属する動物の食用部

孝t  i
鶏の筋肉
その他の家きんの筋肉

鶏の脂肪           `
その他の家きんの脂肪

鶏の肝臓

嘲
００２
颯
０‐５
』
』
００２
ｍ
ｍ
ｍ
００２
醐
剛
００２
００２

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
幅
咄
醐
嘲
剛
ｏ０２ヽ
ｍ
ｍ
ｍ
哩
ｍ
ｍ

鋤効鋤鋤鋤鋤鋤効鋤鋤鋤鋤鋤鋤鋤鋤
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答申 (案 )

(注 1)「その他の陸棲哺乳類に属する動
物」と|よ 陸棲哺乳類に属する動物のう
ち、牛及び豚以外のものをいうざ

02)「食用部分Jと }ま、食月に供さ才し6
部分のうち、筋内、脂肪、肝臓及び腎臓
以外の部分をいう。

審議の対象 動物用医薬品め食品中の残留基準の設定

経緯 ポジティプリスト制度導入時に設定した残留基準の見直しを行うもの

構造式

適用動物/用途 牛、豚、馬/抗炎症薬

作用機構

アリルプ由ピオン酸系の非ステロイド性抗炎症薬であり、プロスタグランジン

の合成を阻害することで作用を示す
`ラ

セミ化合物でtS(+)体の方が R(― )体

より薬理学的には活性である。  i

我が国の承認状況 イヌ及びネコ用の動物用医薬品として承認されて
いる。

諸外国の状況
国際基準は設定されていない。

豪州及びカナダにおいて基準値が設定されている。

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果

許容一日摂取量(ADl)0001m″峰 体重/日

[設定根拠]単回経口投与試験(ウサギ)

無毒性量 01 mg/kg体 重/日

安全係数 10Q ´

基準値案 別紙 1のとおり。

残留の規制対象物質:ケトプロフェン

暴露評価

TMD1/ADI比 は、以下のとおり。

TMD1/ADl(%)

国民平均

幼小児(1～ 6歳 )

妊婦 183

高齢者(65歳 以上)

TMDI:理 論最大
三 日摂取量 (The9re,cal Ma対 mum Daly htake)

答申案 別紙 2のとおり。

lFJaz-> (Ketoprofen)
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(別紙 1)

ケトプロフェン

食品名
基準値 (案)

ppm

基準値現行

ppm

綱
川
　

　

ｍ

豪

　

ｐｐ

カナダ

ppm

牛の筋肉 0.05 0.051 005 025

牛の脂肪 ; 0.05 005 ‐

牛の肝臓 0.05

.牛の腎臓 005 005

牛の食用部分
*J‐ 2 005 005 005

豚の筋肉

豚の腎臓 0.05

，
子 005 0.05 0.05

平成 17年 11月 29日厚生労働省告示 499号におし)=新しく設定した基準慎について|=、 網を

つけて示した。                             `‐
*1:食用部分とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をいう。
*2:食用部分につぃては1肝臓又は腎臓の値を参照したし

(別紙 2)

答申(案 )

…

食品名
残留基準値

ppm

牛の筋肉 005

牛の脂肪 005

牛の肝臓 0.05

牛の腎臓

牛の食用部分
*

005

*「食用部分とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及
び腎臓以外の部

分をいう:
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審議の対象 動物用医薬品の食品中の残留基準の設定

経緯 ' ポジテイプリスト制度導入時に設定した残留基準の見直しを行うもの

構造式 ―
|ィ今́I謹,
■  :   0,

適用動物/用途 牛/7くスツレラ性肺炎等、すずき目魚類/類結節症の治療

作用機構

S麟″わ777J/CeS″確et Sレ侑め

“

″″鍔
"θ
'及び
S雁物 ″

“

の培養によ

る産生又は合成により製造される抗菌性物質で、広い抗菌性スペクトルと殺

菌的作用を有する。細菌の細胞壁のペプチドグリカン合成を阻害することに

より抗菌作用を示す。 Ⅲ :,

我が国の承認状況 動物用医薬品として承認されている。

諸外国の状況
国際基準は設定されていない。

諸外国においても基準値は設定されていない

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果

許容二日摂取量(ADl)0.019mg/kg体 重/日 (微生物学的ハD!として,

基準値案 別紙 1のとおり。

1残留の規制対象物質:ホスホマイシン

暴露評価

TMDlノADl比は、以下のとおり。

TMD1/AD:(0/● )

国民平均

幼小児(1～ 6歳 )

妊婦

高齢者(65歳以上)

TMDl:理論最大七日摂取量(Thepreudd Ma対 mutt Dゴけぃtak9)

答申案 別紙 2のとおり。

ホスホマイシン(Fosfomycin)
(別紙 1)

ホスホマイシン

食品名
基準値 (案 )

ppm

基準値現行

ppm

薬事法

ppm

牛の筋肉

牛の脂肪

牛の肝臓 ::11ib5

牛の腎臓 10.5

牛の食用部分・
1｀ Ⅲ2

手し 01051 005

魚介類 (すずき目魚類に限

る。)

平成 17年 11月 29日 厚生労働省告示 499号において新しく設定した基準値については、

網をつけて示した。        i
*1:食用部分とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の音F・

分をいう。    |
*2:食用部分については、腎臓の値を参照した。
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答申(案 )

ホスホマイシン

(月1紙 2) >t) ei2 T> (Cyenopyrafen)

=78■

食品名
残留基準値

ppm

牛の筋肉

牛の1旨肪

牛の肝臓

牛の腎臓

牛の食用部分|
口
子 0.05

魚介類 (すずき目魚類に限る。)

*:食用部分とは、食用に供される部分のうち、筋肉、1旨肪、肝臓及び腎臓以外の部

分をいう。               
「

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う要請があつたもの。

構造式

用途 農薬/殺虫剤

作用機構

プ白ベンニトリル骨格を有する殺ダニlllで ある。作用機構として、

代謝生成物がミトコンドウ7電子伝達系複合体Ⅱに結oし、コスク鴫
からコエンザイムQへの電子の流れを阻害することにより作用する

と考えられている。

適用作物/適用病害虫等
適用拡大申請 ;ネクタリン、小粒核果類

ぶどう、メロン等/ハダニ類

我が国の登録状況 なす、かんきつ、ぃちご、茶等に農薬登録がなされてぃる。

諸外国の状況
国際基準は設定されていない。

諸外国においても残留基準値は設定されていない。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADl)005m″/kg体重/day
[設定根拠]以下の①と②による
①2年間 慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット・混餌)

無毒性量 5 1 mg/kg体重/day

安全係数 100

②23日開発生毒性試験 (ウサギ・強制経口)

無毒性量 5 mg/kg体軍/day
・安全係数 100

基準値案 裂警ム黒島奪婁勒費:シェノL・与;ェ」とする。

暴露評価

TMD1/ADl比は、以下のとおり。
TMDI′/ADI上ヒ

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)

「MDl:揮論最 大一 日 eoretical |Vlaximum Dai ly Intake)

意見聴取の状況

平成 22不 6月 11日 に在東大使館への説明を実施

平成22年 7月 7日 ～8月 5日パブリラクコメントを実施

平成22年 7月 1日～3月 30日WTO通報を実施
答申案 別紙 2のとおり。
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農庫物名 轍舞̈ 蜘新̈
録
無
登
有

作物残留試験成績晰群
¨

基準値

FT
ナしN/Jヽ

`口
渚 果実

０
，
Ю

Ю

ｕ
　
・
０

）
○

申

008,022(3)

く001,く 001

夕かん

|つみかんの果実全体
/モン

トレンタ (ネーカレオンンジを含む。)

イン
=プ
アィン,ツ:1    _

ライム
の́41のがス蔵つ精算堂

2

2

2

2

2

〇・申

〇・申

〇・申
〇・申

〇・申

〇・申
0・ 申

く001,く O olll)/

0'0,0,32/052,0、 90(絆 )

(なつみかんを参照)
(なつみかんを参照)
(なつみかんを参照)
(なつみかんを参照)
rかつみがスル募昭ヽ

りんご ,

日本なし
置注かl

○

○

∩

038,076

072(3).015

(日村 しヽ羅 照)

Ьも
クヽタリン
らんず(アタリコットを含む。)
れも(プルージを含む。)

'め

         ・
bう >う

`チ

ェリーを合,,_ヽ

○

申

申

申

申

∩

021,036(3)

(うめを参照)
00(3),く 001

076,16613)

´
〓
，′ヽちだ
繁

〇・申

申

○

O o9,280(3)

488(3),50/
140,154(荒 茶)

ZolbaT/s{7' 1( 〇・申
414.2380)/
6_41(3),166

答申 (案 ) (男 l」ス氏2)

(注 1)「その他のかんきつ類果実Jとは、かんきつ

類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかん

の外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレ

ンジ、グレープフルーツ、ライムみび不ノ`イス以外

のものをいう。

(注2)'その他のスパイス」とは、メノ`イスのうち、

西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうからし、
パプリカ、しようが、レモンの果皮、オレンジの果

皮tゆずの果皮及びごまの種子以外のものをい

う。                  ｀

農薬名     シエノピラフェン

(3にれらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をうけた残留値を基準値策定の根拠とした。
lllこれらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。

(別紙 1)
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審議の対象 農栗の食品中の残留基準の設定

経緯 農薬取締法!1基づく適用拡大申請に伴う要請があったもの。

構造式

111′ (CH■ ′喝

「踏
用途 農薬/殺虫剤

作用機構

ベンブイル|ドラジン系殺虫剤である。作用機構としては、昆虫の
脱皮ホルモン (エクダイソン)様作用を示し、幼虫における異常脱皮
を促すことにより効果を発現すると考えられている。

適用作物/適用病害虫等 適用拡大申請 :プロッコリーイバスモンヨトウ、ヨ
´
トウムシ

我が国の登録状況 登録がなされてい反

諸外国の状況 蒼鷺 営

｀

算 更7`7;百ムt再鴇雪 Ъ 配 聾 』 省壼
ジ,ランド|こおいてキウイ7ルーツ、りんご等に基準値が設定されて
いる。                    .     :

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容r日摂取量 〔△DI) 0,098 mg/kg体 重/day
[設定根拠]1年間1慢性毒性試験 (イヌ・混餌)

無毒性量 9 8 hg/kg体 重/day
.    安全係数 100

基準値案 層J紙 1のとおり。          |
残留の規制対象物質 :メ トキシフェノジドとする。

暴露評価

T‖D1/ADI比 は、以下のとおり

TMD1/ADl比

(%)

国民平均 42.2

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)
TMDI:理論最大,日摂取量 (TheOrё tical Maximum Dai ly Intake)

意見聴取の状況
平成22年 6月 11日に在京大使館べの説明を実だ

~

平成22年 7月く7日～8月 5日 ′ヽプリツクニメラトを実施
平成22年 7月 1日～8月 30日 WTb通報を実施

讐甲 案 別紙 2のとおり。

メトキシフェノジド(Methoxyfenozid`)
諄薬名      メトキシフェノジド______

I米国のからけ 参 照】
:米国のレタス及び
にうれんそうを,照】
【米国0プロッコリーを参照1

【米国のプロッコリーを参照】
{米国のからぬ を参照】
【米国のから曖 棒 照】
【米国のから味 を

'照
】

:米国のから曖 棒 熙】
【062-1.71n81
味国プロッゴリー)】

146(ll.176113)

【。991ズ o→
'昧 国のレタス及び

:ユうれんそうを参照:

:米回のレタス及び
1承うね″もそうを参照】
【米国のレタス及び
|まうねんてうを参照】

'  
巖 1湯 ζ ξ 詠

045-0116・ 9
(頑部外葉なtl
39231n81ω 】
063139(資 用ぎく)サラダ菜及びちしやを含む。)

ねぎ (リーキを含む.)

【0。 1l l1 671L3)】
【く。01つ 15(■・61】
【米国のきゅうり、力■アちゃ、
カンタロープを参照l
i米国のきゅうり、力■

=ち
ゃ、

カンタロープを参照】

t米鰈
'轟

Lや、
カンタ●―プを参照】

京留桜戒窺譜よ1)

く011■ l.く01(0(によJ‐ヽ`も)
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(別紙 1)

(男J紙 2)

針史W彙レ阜i蚤 ;才4議しιttj各最パタ
~

∫えキ、」力鮒農:う経よ省見願芳異:禁I絵議1畷3う
葉、西洋わ皇ζh`曽 r`iF撃ラリン事″↑労)す ;」ごイン

z', -&rt,\-a UhDl ot-v\ i.

ずド,L」;9些?烹197挙吉生りt事 S】尋壁9多タンドτ
く、レタス及びハープ以外のものをいう。

Jttr)、」負2サ雰規賢tt贅
せり科野菜のうち、にル
みつば、スパイス及び

一ヽブ以外のものをい う.

{「 :L」多鮒翻 霧番ちを状'ぅ FrT斉
のうち,,マ

」サ,〕、i』電?絆92:〕「季|、ふF)2夕襲葉嚢23菫 k島 :
D rto$oxDi.

* r afi . 
^,,.1 ^Ur,\-J D:t',4-o lo D t\ \ i.

り、鼻臭′嘉寧卜喜糞P;〕雲番業i麿考驚秀を::発等薔tl

りi:t卓:旱![「うなi[:[]li;≧lttiF塁2]|

3;1:l貫 iじiシこ(季」:長:1:教政第33ぁ1ま ;F′

∫テ::し,li芋『:じ;311,な]'187iをま::ヨ

農産物名 榊短̈ 動姉̈
登録
有無

作物残留試験成績晰
罫
輌
独動
¨

りんご

日本なし
西洋なし
マルメロ

0 O SO.092

もも
ネクタリン
あんず(アプリコットを含む。)

敷|(´ツ■ン拳●・キ

ちヽこ O

ナ`ナ

ぎんなん
くり
ペカン
アーモンド
くるみ

01
01
01
01

01
01
0.1

茶

その他のイ 不
その他のハープ

○

【米国のレタス及び
ほう― うを,熙 1

牛の筋肉
隊の筋肉

靭 籠筋
陸棲哺■類に属

す
る
ゃ脅
の
ャ
肉

隊の1旨肪
そあ他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪

牛の肝靡
琢の肝臓    ・     .
その他の自接哺乳類に属する動物の肝臓

牛の腎臓
隊の腎臓
その他の陸棲哺乳類に属する動物o齋臓

像9袋用穀舞
その他の自接哺乳類に属する動

"食
用部

`

難あ筋肉
その他の家きんの筋肉
鶏の脂肪

難8鮮1腎:ん
の脂
管

その他の家きんの肝臓
鶏の晉臓
その他の家きんの腎臓
鶏の食用部分
その他の家きんの食用部分

::lillll::iii::1:::::懇

お )          .         1  
‐

ｍ
ｍ
叫
咄
噸
咄
ｏ・ｏ２噸
叫
叫
祀
叫
叫
叫
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
哩
哩
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
剛
ｏｏ‐
ｍ
２
．

嘲
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
叫
叫
叫
ｍ
ｍ
醜
ｏｏ２
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｏｏ２
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｏｏ‐
ｏｏ‐

ｍ
ｍ
ｍ
師
咄
咄
⑩
職
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
　
　
ｍ
ｏ・ｏ‐ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｏｏ‐
ｏο‐
２
一

総[1:3権協箱曇最性:雷魔舗宅晟語
し`この印をつけた残留値を基準値策定め根拠とした
iわれていない。

くさい

きような
チングンサイ

ラ

''1'ラ

グ菜及●ちし,を含む。)

卜l=ちやてスカッシュを含む。)
しろうり       :

L7r'rir, ., rtet)'
もも (プルーンを含む。)

乳類に属する動物 (注 12)の筋肉

-83-
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その花あ陸棲哺乳類に属す櫛 場の研n
牛の腎臓
隊の腎臓
その他の睦棲哺乳類に属する動場の腎臓

する動物の食月部分 (注 13)

その他の象きん (注 14)の筋肉        i

19膿 さん朝 旨肪
:

路の肝臓
その他の家きんの肝臓

(F撓醸メ観悪報i環ぁ禽雰5佼 :lる紛
のうち、艦

簿 l;1咤
の他の
子
き
夕 Ц 家きんのうち、鶏´

外のも

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う要請があつたもの。

構造式

用途 農薬/殺ダニ済1

作用機構
ァシルテ石トニトリル系殺ダニ剤である。作用機構は不明である
が、ハダニに対して選択的に作用すると考えられている。

適用作物/適用病害虫等 ッ贅会堰;り
ん
|、
ネク
?リ
ン、1)y]1いちじく`輩

我が国の登録状況 なす、すいか、りんご、もも、茶等に農薬登録がなされている。

諸外国の状況
回際基準は設定されていない。

諸外国においても残留基準値は設定されていない:

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

許容一日摂取量 (ADI〉  0.092 ng/kg体 重/dav

[設定根拠]2世代 繁殖試験 (ラ ット・混餌)
無毒性量 9 21 mg/kg体 重/day

安全係数 100

基準値案
別紙1の とおり。

残留の規制対象物質 :シフルメトフェン及び代謝物 B-1と する。

暴露評価

TMD1/ADl比は、以下のとおり。
TMD1//ADI 上ヒ

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)

「MDI:理論最大一日経取―i(Theσretical Maximum Daily

意見聴取の状況

平成22年 6月 11日 に在京大使館への説明を実施

平成22年 7月 7日 ～8月 5日パブリック甲メントを実施

平成22年 7月 1日～8月 30日 WTO通報を実施
答申案 男1紙_2の とおり

i7 )v I F 7 t ) (CYf lumetofen)
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晨産物名 轍撃̈ 鰤姉̈
録

無
登
有

作物残留試験成績四味

基準 相動̈
071154(3)

事ょ翠γ
―キンを含む。)

メロン獨 果奪
1

甲
○

（

07,12(3)

く017,017

夕かん

なつみかんの果実全体
′モン

とレンジ(ネープルオィンジを含視 )
グレ‐プフルーツ

ライム
´の術 の力 スヽ′熟 獅 早 奎

0[

1(

1(

1(

1(

Ｌ

　

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

∩

く017,く 017
049,233(0(s)

その他のかんきつ参照
その他のかんきつ参照

その他?かんきつ参照
その他のカルきつ参照

9んこ

日本なし
置選菫ナ■1

〕○
∩

107(3),0:62

106(3),053

ネクタリン
らんす0プリコットを含む。)
ヽも(プルニシを含む。)

'め

）
申

申

申

申

（

く017.く 017
10,09

ウメ参照

ちヽご
の他の果実 101,100(いちじく)

以 ○
147(s,,52(九 茶)

?Dlit.Az)<-17 (みかん果皮 )

食品名

残留基準値

をす

きゅうり (ガーキンを含む。

すいか
メロジ類果実  ____二

05
1

なかスノ 01

なつみかんの果冥全体  .

ォララジ (ネニブルオレンジを含む。)

グレープフルーツ

ライム

孝癖 Ihのがんきつ類果実
注1)  _

1

1(

1(

1(

1(

りんご

日本なし

西洋なし

もも

募ん争1≠メリコ;1を含喜。)
すもも(プルーンを含む。)
ヱ?二う存ニリーを暮暮。)

Ob
2

10

1

10

10

嗜 3

石肩411の 黒室■2

な

その他のスパイ不

答申 (案)
(男 1糸屁2)

(別紙 1)

※今回基準値を設定するシフルメトフェンと
は、シフルメトフェン及びα,α ,α―トリフノン

オロートルイノン酸をシフルメトフエンに換算した
ものの和をいう。

注1)「その他のかんきつ類果実」とは、かんき
つ類果実のうち、みかん、なつみかんtなつ

みがんの外果皮、なつみかんの果実全体、
レモン、オレンジtグレープフルーツ、ライム

及びスパイス以外のものをいう。

注2)「その他の果実」とは、果実のうち、かん
きつ類果実(りんご、日本なし、西洋なし、マ

ルメロ、びわ、もも、ネクタリン、わしず、も
も、うめ、おうとう、ベリー類果案、ぶどう、か

き、バナナ、キウィーtパパイヤ、アボカド、パ

イナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のもの
をいう。

おこ1:雰権脇躙 駄鷲肇雰魔呂語臨 モ緻霞魚Fけ
た残留
:導
準値策定の根拠としれ

-87-
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審議の対象 農薬の食品中の残留基準の設定

経緯 農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う要請があったもの。

構造式

CN i    S晴 OG河
=

用途 農薬/殺菌剤

作用機構 タニt:i嘗1首EIEli::[言 :II言:蠣:籐
果

適用作物/適用病害虫等

適用拡大甲請 :えだまめ/べと病
非結球あぶらな科葉菜類/白 さび病
バナチ/黒星病       |

_LAぅ が/根塞腐敗病
我が国の登録状況 米、大豆、キキベッtォクラ、マンゴー等I

諸外国の状況

バナナ、えだまめ等に国際基準は設定されている。 |     ~~

]][[i:i[[iξ[:::]:卜

「
[:i:|〔:11111

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

(」瓦
無毒性量 18 2 mg/kg体 重/day        .
安全係数 100

基準値案
別紙1のとおり。

申 物質 :アツキシスト由ビンとする。

暴露評価

TMD1/ADI比は、以下のとおり。

TMDIン /ADI上ヒ

(%)
国民平均 31,3

幼J、児 (1～ 6歳 ) 58 7

妊婦 23 7

高齢者 (65歳以上) 33_8

コ堅L』菫壁整生二F摂取量(TheOretical Maximum D五 十ly lntake)

意見聴取の状況
平成 22年 6月 11日 に在京大使館への説明を実施
平成 22年 7月 7日～8月 5日 パブリラクコメントを実施

平成 22年 7月 1日 ～8月 ]9屋 WTO通報を実施
答申案 別紙2の とおり。

アゾキシストロビン(A20Xystrobin)
農薬名      アゾキシストロビン

(0.01(*),0.02(r),0.0({),0.10(f l)
lo.o1,o,03,o.02,o.o2,o.o3)

(0.23,0.14,0.0?l

[<0.01,<0.0r,(0.01,0.02,<0.01;<0,01- - I '-

001,001,く 001("),く 0010
【米国の大豆及び乾燥砂 データを

参照】

【米国の大豆及び乾燥豆のデータを
参照】

隊目の大
=腎 :爛酎F夏
のデ
「
夕を

[<o.ot,o.ol,o.ol,o.l2,o.ol,(o.o)
01,0.6,0.011

【米国の大豆及び乾燎豆のデータを

1,く 001,く0011

【米国のばれいultのデータを参照〕

【米国のばれ な`のデータを参照1

〔米国のばれ0・L上のデータを参照〕

といも猿 (やつかしらを含む.)

やまυヽ (長いもをいう。)

05

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

<0.01,<0.01

[0.41,0.26,0.r4.0.39,0.111

0.9,0.14
18.b,31.d12.8,9.9.u.31.

0.02, 0.04

l)FEl@t!\:&Fo&aftl\
2.36, 8.64(t)

〃
　
　
〃

アメリカ

米国のだいこん類の根及びテ
のデータを 熙】

く020.026

器翌踊ll樹
o1011),006

米国のキャペツとプロンコリーのデー

タを参照】

:176.090,0321,199(′年プ藤あり)°ザ'ユ
Qユ
瞥|口
《なな

【002.004,006/米 国のキャベツと
プロッコリーのデータを参照】

・ 89-
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摩曇名      アゾキシストロピン_ (男」糸氏1)t*4 7t+../7lv€> (別紙 1)

農産物名 轍案̈ 輸賄̈
登録

有無
作́ 残留試験成績断群

¨
押鰤市f*)v

:g2tr
3ria.
f>fvrt.l

)t17rr-
/ett2- 

.

Z^ftdt f At|*Fff

31

3J

甲

申

申

申

〃
　
”

・

借ような参Ю

10,92(3)

35.246(6)      :

はめな参照)

【り妙明■湯ぐ婿纂ご
【08年,学 9,2.13.0187】

」IFぅ

ナルシフィー

アーティチョーク    、

チヨリ

エンダイプ

しゆルぎく‐      :

レタ不(サラダ菜及びちしやを含む。)

３０

　

　

３０

○

0

1

1

０
　
　
０

　

４

　
　

　

”

〃

　

”

　

〃

アメリカ

アメリカ

アメリカ

アメツク

lrFEotJ':L;F.o&, 7, +.1 &
6t lJy|of-t&*Kt

bk|Eott':t,gi66, 7yy4 4
t-'|.]vylvof -rtgKl

1r.6,1-?,2.31.

l*.6avt 
^.'l -2 v, 

^, 
tet*l

UlE)nAfio?-rXFffil

<0.05.1,18
[*Eovr'z, !-7vr^. tsrE

Ijltil\A,+iDV-|XCR|

Uk\ovlz,Y-2vE7,4oyg\,'tzir\&iaV-r&+ffi\
1.s2,2.9 1,2. 4\*\,2.5(tt {v' ^,,r4,0,ls.9.lr,-y'r) , 2r.0,5.o0 -7' vr7\

12.9,3,s7,3,43,3,77.2,4].,4.10,3.3s,

- z.tr(vt^\l
16.1,3.5,4.1,10.0,8.2,4.9.13.5.2.7(l)

-7vr^)l

たまねぎ

ねぎ(リーキを含む。)

にメ,こく

lこら

アスパラガス

わけぎ

1 O

O
O
O
O
O

アメリカ "|'ギ鵠11じに“
1551聟4働Ⅲ‐"Ю

く

ll::l::

Oil‖

i:3

!■目1%3墜21口 1
にんじん

パースニップ

パセリ

セロリ

みつば

０，
　
　
”
　
　
　
　
３‐
　
　
３‐
　
　
　
　
　
働

〇
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
〇

　

（

1

Ｑ
　
　
ｏ
　
　
　
　
」

　

Ｌ
　
　
　
　
　
、

"リ

カ

アメリカ

アメリカ

アメリカ

肛●。1機|“:′129,.“】
米国つたlt顔の根、テレ少ィ及
びl●にんのデータを参照】

197,142/米国のレタス、リーフレタ
セヽロリ及びにうれんそうのデータを

参照】

121,38.91,32,23,46,56.22】

!■目お′戦 :要菫2々_睦 1

マト O ち器 l駁凱

くO OI(tlρ  2∝ 1),016(ll,く 0010,04
8(1')0251■ l

1(“ ).く 01(″)● ぼヽちや)、 02.02(´
‐ _l

"。

1'αド・用暉1・
【ナマース

〔017,014,010,019,0ハ ,01の ンタ
ローカ 1

ちや (スカッシユを含む。) ・

Ч紺『
艦躍翌}り鶏 '

0013.0058(3)

o".130(き やん0どう)
米国の未成熟豆類のデータを参

【米国の未成熟豆類のデータ

株国のレ榔こ黙 ヶ
ツの

lo o9,o63,058,042.047,02'】

72/米国のレモンとグレープフノι―
ツのデータを参照】

13.020,018,018,024,024.03,】

【米国のヽ
窃
ルー
r?

【米国のレモンとグレーア″レロッの

O g81111.014(1)

060(3).036.068〈

`).035

ず(アプリコントを含む。)

○

○

○

0

…91,

(/7レーンを含む。)
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アゾキシ 農薬名      アゾモシストロビン (別紙1)

0111(lll,12∝り,o o30),118111

. 【Oo,ltl.2331

【28701

【0151.0257,0232,01811

株日のカー
儲Iの
デー
管↑

. 1.33,0.72
lo.lo,o.1B,o.Io,o.2t,o.25,o,ls(*

sl),/0.01,0.01,0.02.0.05,0.02,0,13
(&16) I

[0.16,0.49)

(tlzt2lTDTtnFol-r'*.
$ml

0.03(t),0.08(fl)

0.5,0.4 [0.243,0.0686,0.44i

【米国のキャノ‐ラのデータをき熙】

叩咄雌響酬絆

16.20,r7.4,23.3 Q\ l7 4 p)l

(l.re,s.so,tz.z,to.z,zr.o,z.si,z.isl

こ属する動物の食用部分

００．
００‐
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｏｏ．
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｍ
ｍ
ｍ
ｏｏ‐
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｏｏ‐
ｍ
ｏｏ‐
ｏｏ‐
ｍ
ｍ

鶴 [:〔籐 案 詭 懸 機 孵
穀 百お紀 l尭残留値を基準値策定の根拠血

牛の筋肉

その他の睦棲哺乳類に属する動物の筋肉
牛の脂肪

する動物の脂肪

する動物の肝臓

する動物の腎臓
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答申 (案)                            ́    αり紙2)

ス

食品名
残留基準催

■ 1)「

費、大:

回』］

=4)「

1

うち、:
、かぶ
ツ、芽
イ、カ
いう。

16)「 :

ねぎ、
イ`三

眩 米 をいう^)
4｀茨
大麦
ライ麦   :
とうもろこし
´
^/111^勢

結に
'

03
0.5

03
0.05

05
入 ユ  ■

小豆類
えんどう
そらまめ   |
らつかせい
み
^濡 ^百

精 (2L2)

015
0.5

0.5

05
0.2

0_5

はれυ`しよ
さといも類 (やつがしら冷 む。)
かんしよ
やまぃも(長いもをいう。)
そのflJのい幸、類は3)

1

1

1

1

1

だいこん類 (ラテイッシュを含む。)の根
だぃこん類 (ラディ

'シ

ュ冷 む。)の葉
かぶ類の根
かぶ類の葉
西洋わさび
クレソン    1   .:
はくさい
キャベツ          _
芽キャベツ
ケール
こまつな ^     ・
きような           、

チングンサイ
カリフラフ‐
ブ■ッコリ‐
孝め希あふ遺餞かヽ蜂立(■ )

１
剛
１
‐５
卜
卸
３．０５
５
４０
１５
４０
４０
５，５
４０こ|より          ヽ

サルシフィー
アーティチョーク
チコン
エンダイブ   :
しゆんぎく
レタス(サラダ菜及びちしやを含む。)
その他の妥く科野菜は

'

１
１
５
∞
３０，０３０．０珈
５０こまnざ       ｀

hぎ (リーキを含む。)
こスノにく
こら
アスパラガス
bけぎ
存のlIのふり科聯蒙(瀬 )

＝
１０
ｍ
５
２

１０
５０

その他の穀類」とは、穀類のうち、小麦粉、小
麦、ライ麦、とうもるこし及びそば以外のものをい

こ黎 躙 3二今『卜ぞげ私の i

いう。

その他のいも類」とは、ばれいじょ、さといも類
、やまいも、こんにゃくいも以外のものをいう。

t,他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜

7象爆駿鸞 裁朔 9ヽ設 、
*+r^Y: t-rr,. :t t, * tatt, u>|i>
ht ) 2, 2 -. J e,, 1U - &6 t \:7 l:)r+ O i o)

toiutl U ++s* J tlt . rl L)t|F'*a )t. r=
. raa l:,(,1:<. l:6, 7 7/\7)j7. /.Jtt€&
av*ala&L\a.

食品名

残留基準値

にんじん
パースニップ
パセツ
セロリ
みつば
み
^/tllハ

斗 り

'野
草 に
つ

1

30.0

30.0

5

50

マヽト
」―マン

嶽鳥ふ草科轟こふ

3

3

3

(注 8)「

マト、ピ

以外

きゆうり(ガーキンを含む。)
かばちや (スカッシ■を含む。)
しろうり
すいか
メロン類果実
まくわうり
そのrlllの うり料酢葉(詢 .

ほうれんそう
オクラ
しよう力ゝ
未成築えんどう
未成熟いんげん
タガ斐め

脚
３
田
３
３

その他の野菜
ll・ 1° (江10)

い、さと
菜、せ |

う、た|
いんげ
外のも

(注 11)

実のう
なつみ

うち、|
及び′

みかん

なつみかんの果実全体
レモン

オレンジ(ネーブルオレンジを含む。)
グレーカ ルーツ

琉
^ぅ
:ス′1ぅ基早掌こlo

・

０

２

２

２

２

２

２

りんご

日本なし

西洋なし
てヽ】っ

2

2

2

01

もも
ネクタリン '

あんず(アプリコットを含む。)

ヽ も(プルァンを含む。)
うめ
法らルら
`チ

ェリーを含ま,^)

005
3

2

2

2

3

了ヽちご
ラズベリー
プランクベリー

ブルーベリー

クランベリー

,流繋ユ獅鼻隼こ1"

10

50
50
5

05
5

5_0

ぶどう
ハヽ去

10

1

(月 J悧魔2)

その他せり科野菜Jとは、せり科野菜のうち、に
パース■ツプ、パセリ、セロリtみつば及びハー

以外のものをいう。

その他なす科野菜Jとは、なす科野菜のうち、ト
ーマン及びなす以外のものをいう。

その他うり科野菜Jとは、うり科野菜のうち、きゆ

bn'8+ - L4atJ, tL\h' - ttr>ffi . &1'I4<ba
+o+,0)*L\).

10)「その他野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさ

さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり科野

せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ

たけのこ、おくら、しようが、未成熱えんどう、未成熟

′げん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハープ以

りものをいう。        '    1

1)「その他のかんきう類果実 Jとは、かんきう類果

ち、みかん、なつみかん、なつみかんの外果皮、

かんの果実全体、レモン、オレンジ、グIルプフ

. r.( J^&tj 7 t \1 7'D)^ @ +,Atr\a "

2)「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実の

いちご、ラズベリー、プラックベリー、クランベリー

ハックルベリ,以外のものをいう。
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ストロビン

食品名
残留基準備

(注 13)r

,sf:j-
tsts,lt
7r$rF
/7)\
?YJ:-
t\ylz=iz7tv*)

２
．
０

‐

０
．
３

１

‐

「
の伸 の早
=

3

べにはなの種子

綿実
か7‐ね

05
07
1

もヾネクタリン、1
果実、ぶどう、メ
カド、パイナツプ
ツ、なつめやし

'

(注 14)「その
なん、くり、ベ

(注 15)「その
わさび、わさ1
しよう力く、レ■
及びごまの層

:注 16)「その1
にら、バセリて
葉以外のもα

(注 17)「そ¢
l■u乳類に漏
′ヽう。

19)「そ
`|を しヽう。

ぎんなん

くり
ペカン
アーモンド
くるみ
をのrltの十ザソ猫∈14)

・
０

・
０

・
Ｏ

Ю

・
０

１

,ta

=*E-E
i\ya'

１０
咄
３０

その他のパ イス■
1=

み
^/1b^人
_プに16)

qF9'月力肉
豚の筋肉 :
その他の陸棲哺乳類に属する動物(瀬つの筋内
牛の脂肪
豚の脂肪
その他の陸棲哺手L類に属する動物あ脂肪
牛のIFM
隊の肝臓

阜9讐偶翼
■噂手
し類に属すぅ?物?肝

臓

隊の書臓
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓
牛の食用部位

は1°

を9宿曇遭理需乳類に属する動物あ食用部雰
乳
鶏の筋肉

そのFdlの家きル
は19の
筋肉

鶏の脂肪
その他の家きんの脂肪
鶏の肝臓  :        :

曇9像♂
き々
?「り
蔵  :

その他の家きんの腎臓
鶏の食用部位
その他の家きんの食用部位
鶏の卵
そ の納 の蒙きス′め ,日

υ.υ l
O.01

001
005
0.05

005
007
0.07

007
0.07

0.07

0107

0.07:

0.07

007
0.01

0.01

0.01

001
001
001
0.01

0.01

0111

0,01

001
0.01

介 狛

(号1和鳴2)

以外のものをいう。

のものをいう。

その他の陸攀哺乳類に属する動物」とは、陸
する動物のうちヽ 牛及び豚以外のものを

誤露機 「魔躍歌麓話、

蘊 継鰹撼

毛9腰f)認設t百確 i憑鶴稔

冨路轟覇辮 P十 |ヽ

●その他の家きんJとは、家きんのうち、藝以外の

審議の対象 農薬の食品中の残留基事の設定

経緯 農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う要請があつたもの。

構造式 二五ンら|″
用途 農薬/殺虫剤

作用機構

ビフェニル基を有するピレスロイド系の殺虫剤てありt性のピレ不
ロイド系殺虫剤と同様、昆虫の神経細胞膜のN`チャネルに作用して
これを開口し、持続的に脱分極を生じきせて神経機能を攪乱し殺虫作
用を示すと考えられている。

適用作物/適用病害虫等
適用拡大申請 :すもも/シ ンクイムシ類

エンサイ/オンブバッタ

我が国の登録状況 大豆、ばれいしよ、キャベツ、みかん等に農薬登録がなされている。

諸外国の状況

小麦、大麦、トウモロコシ、ばれいしょ、畜産物等に国際基準が設

定されている。米国においてし、ちご、あStら な科野菜、大豆、とうも

ち二し等に、Eり においてりんご、ぶどう、豆類等に、オーストラリ

アにおいてぶどう、かんきつ類等にニュージァランドでキウィに基準

値が設定されている。

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

[設定根拠]10日 開発生毒性試験 (ラ ット・強制経口投与)
無毒性量 1 0 mg/kg体重/day

安全係数 100

基準値案
別紙1の とおり。

残留の規制対象物質 :ピフエントリンとする。

暴露評価

ED1/ADI比 は、以下のとおり。
EDIノ /ADI上ヒ

(0/0)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳 以上)

DI:構 宇一 日澤 取 ted Dailv lntake)

意見聴取の状況

平成 22年 7月 8日 に在東大使館べの説明を実施

平成 22年 3月 2日～8月 31日 パブリックコメン トを実施

平成 22年 8月 9日～10月 8日 WTO通 報を実施
答申案 別紙 2のとおり。

ビフェントリン(3ifenthrin)
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農薬名 ビフェントリン (男り糸氏1)
農産物名

基準値

案 鰤昴̈
登録

有無

参考基準値

断騨
¨

基準値
作物残留試験厩演

ほうれんそう
しょうが
未成熟えんどう
未成熟いんげん

０

０

∝

０

０

０

０

０

０

021
0051

掛

国

国
国

国

国

米
米

米
米

米

【016.006】 (米国)
〔米国のばれいしよを参照】
1017～ 04911611(米 国)

〔来目の未咸熟えんどうを,照 l

の々他の野菜 Э・申 エンサイ:080.096

みかん

なつみかんの果実全体

レモン

オレンジ(ネープ

'レ

オレンジを含む)

グレァプフルーツ

ライム
そのilljのかんきつ類果実

01

2

2

2

2

2

〇

〇

〇

〇

〇

〇

∩

o006,0010
/0007.く0005
/002(:).く 001

(すだちを参照)

(すだらを参照)

(すたちを参照)

(すたちを参照)

(すたちを参照)
096(す たち)

りんご

日本なし

西洋なし
マルメロ

イド,っ

05
05
01
01

O

O
O

0

0

0059(ゆ′O043(ll
/0064111,0054111
/0117.0036
/030,018
/0201052

)074,0100/0122.019`

(日 材 しを参照)

もも        
´

ネクタリン

あんず (アプリコット給 む)

ヽ も(プルーンを含む)

ZRシら仔ェリニ希わ

０

　

　

　

　

０

01

1

1

01

○

○

○・申

1

1

オーストラリア

オーストラリア

/く001,く001

【012～036(n莉】
は―ストラリア)
011(:),005

〔く0 02rn l)'(オーストラリア)

いちご

ラズベリー

プランクベリー

その他のベリー類果実

10

10

10

10

10

○

○

】

1

l

1

米国

米国

米国

米国

1く005,026,023.028】
(米国)

【047】 (米国)
0020.く 00051/ヽスカソ/1
/【米国のラス・へ

.ツ

ーフラックヘ

ぶどう 2 2 ○
0728(3).0348

/0420,0123
00●●6 0124/0 14 0 16

ベナナ

'くパイヤ

マンゴー

∝

　

∝

　

０
．

01

0:

0〔

○

0

0

0

オーストラリア

EU

EU

/α搬∫棚∫爵114
lEUl

:ol,ooァ /o234′ 0 311EU〕

008003で あけび)

ひまわりの種子
ごまの種子
べにばなの種子

綿実

なたね
孝の4bのオイノん/~ド

01
01
01

0[

01
01
01

05

01

０
．
０．
●

０

０

ＥＵ

田

ＥＵ

糊

ＥＵ

Ｆ‐‐

IEUの大豆を参照 :

【EUの 大豆を参照】

IEUの 大豆を参照1

k躍絆毅ぶ
°

【ELの大豆を参照】
rF口の夫●を参照 1

くり
ペカン
アーモンド

くるみ

その他のナッツ類

005

005
005

005

006

０５

ヽ

Ｉ
　
ｎ

　

ｎ

０５

０５

０５

　

０５

　

０５

∝

∝

ａ
　
∝

　

α

米国

米国

米国

米国

米国

I米国のパカス

アーモンドを参照】

:く 00510例 1(米国)

〔く0054例 】(米国)

【米国のペカン、
アーモンドを参照 l

【米国のペカン
アーモンドを参照】

ヽ

υカオ豆

2[

01

２

　

０

１

〇

　
　
（

334.178く

`)/129,515/596. 195

農産物名
基準値
案 轍姉̈

録
無
登
有

作物残留試験成績四 除

基準 知動一小麦

大麦

″ 麦

とうもるこし
そl■
その 袖 の 勢 精

∝

０

　

・
Ｏ

Ю

０

０

００

¨
ω

¨
０

ｏ
同
　
　
”

Ｏ

Ю

つ

Ю

０

0 ＥＵ

ＥＵ

ＥＵ

糊

ＥＵ

ＥＵ

I:3瑠 30。
2,①

lく。。lll)(Fl)】 (ELl
c。 l rn● l】保D
Eυ?″凛参照】
tUのライ姜参昭:

大豆
小豆類
えんどう
そらまめ
らつかせい
その4hの百麺

Ю

Ю

Ｏ
．
■

01
01

Ｏ

Ｑ

Ю

Ю

Ｏ
．
ｎ

○

○
01
015
005
005
01

Ｕ

口

ｕ

Ｕ

Ｕ

［

Ｅ
米

Ｅ

Ｅ

Ｅ
平

く。01.く O01/【 002】 (EL9
くO005,く o oo5/く 001,く 00
【く0010.くo01o.く o025】 (EU
【EUのえんどうを参照】
〔Eυの大豆を参照】

|まれレヽしょ

きといも類(やつがしらを含む)
かんしょ
やましヽ (長いもをいう)
その41のぃま麺  i

α

　

∝

α

α

ｎ

0 ○ 005 005

005
005
005

国

国
国

国
南

米

米

米
米

平

/1く 005(〕,o】 (米国)
【米国のばれいしょを参照】
〔米国のばれいしょを参照】
【米国のばれいしょを参照】
【来国のぼhい i´ ),塞口I

んさい 0 0 ○
000910020/0067(0),
0018/く001,O olo

【く0 01l oトーストラリア)

にいこん類(ラディッシュを含む)の根
だいこん類 (ラ7~/ッ シュを含む)の葉
かぶ類の葉
クレソン
はくさい
キャ́ ツヽ
茅キャベツ
ケ‐ル   :
こまつな
きょうな
チングシサイ
カリフラワー
プロッコリー

その他のあぶらな科野菜

・
０

　

，

　

α

35
35
35
3:5

,005
01

. 35

0

3

0

5

5

○
○
　
　
○
○

3

3

3

3

3

国

ｕ
　

　

　

国

国

国

国

　

　

国

米

Ｅ
　

　

　

米

米

米

米

　

　

米

0.012,0.013
0_131,0.322(t)

[*Foii6L/rt]RI
larJov7723g1

0.136(t),0.00s

0.083, (0.005

lxEoi\6Ltt3Rt
Ir(Eor'5Ltt*ffi1
(*Eon'6Ltt*Rl
t)(Eor'6L*a$ffi1

I1.68, 0.85, 1.78, 2.01,
1.28,0.83,0.0?,0.19)

アーティチョーク
・

エンダイブ   ^
レタス(サラダ穀 びちしやを含む)

ねぎ(リーキを含む)

にら

アスパラガス

トマト

ピ~マン

なす

孝の納の外キヽ野立

∝
‥
卸

僚
ｍ
ｍ

ｍ
　
∝
　
ｏ．‥

∝

02
2

30

05

005

01

05

05

05

○

○

○

31

0_01

00:

01

Ｅｕ

細

　

ＥＵ

ＥＵ

　

　

糊

　

　

痴

翠織 3島}膠 )

/0022.0191(3)
【α19111/o o510/004111
/0090】 lEUl

IEUのにら3・照】

0“6,0057バニトマト
К艘 朧 9
根織調ち柵
61on beF盤

留幣
o

伐:篤∫:竪ぎ
i来国のビーマツク奎図 1

ゆうりけ―キンを含む)

.ぼちゃ(スカッシュを含む)
ろうり

いか

ロン類果実

0

0

0

0

0

○

O
O

′

‘

　

ヱ

‘

　

　

　

‘

国

　

国

国
　

　

　

国

米

　

米
米

　

　

　

米

0041・ o lo4(3)

/0052.0066

巖。

`ltlム

降っ】
(米国)

【米国のきゅうりを参墨】
〔米国のきゅうりを参照】

/く 0005111,く 0005(1)

/0005,く 0005
【米国のきゅぅりを参照】
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農産物名
基準値
案 轍新̈

登録

有無
作物残留試験成績嚇群

¨
知動
¨その他のカシス

●の||のハープ

１

■

1(
16∝ 7(み力んの果■,
1米国のからt力な 稲1

キの筋肉
医の筋内     :
この他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉
キの脂肪           .
家の脂肪
この他の隆農哺乳類に属する動物の脂肪
■の肝臓
スの肝臓

ヨ%懲霧F''乳
類IF属す
1動″
あ肝臓

家の腎臓 .   1

阜3盤霜雹跳「
乳類に属する

P4の
腎臓

家の食用部分
との他の睦議哺劇績に蔵十る勧場の0口熱谷

Ｑ
Ｏ
．
α

Ｏ
．
　

　

回
０
．０
．
０
・
０
■

０
０
．
■

ｏ

∝
α
０
０．　
　
¨
０．α
回
α
ａ
ι
∝

α
　
　
　
Ю
　
　
　
Ю

０

０
．
Ｑ

　

　

　

，
０

０

　

０

０

０

０

ｏ

国

国

国

米

米

米

オースラリア
オースゆリア

オーストラリア
オーストラリア

ト ストラリア‐
かストラリア
オースラリア
かストラリア

:L

島の筋内
この他の家きんの筋肉

001
井 ストラリ7

3の脂肪
をの他の麦きんの1旨崩 労‐ス海 リア

島の肝醸    :
この他の家きんめ肝臓

00〔 OЮ (

各の腎臓
ιの4bの麦キス′の啓蔵 キーストラリア

脅の食用部分    ,
この他の家きんの合用蔀今

0

00〔 かストラリア
議の卵
■の4bのカキス′の■,

jヽ麦粉 (全粒粉に限る:)
卜麦粉 (全粒粉を除く。)
]ヽ寿ふす主

05
02

答申 (案) (男1糸氏2)

注う「その他の穀類Jと ll、 般類のうち、米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこ
し及びそば以外のものをいう。

注2)|｀んげん、ささげ、カウタニ豆、サルタ″ 豆、パター豆、ペギア豆、ホ

フイト豆、ラ
～
豆及

"ン
ズを含む。_ _         _ _―  ―

注3)「その他の動 とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、ら

つかせい及び″シス以外のものをいう。

注0「その他のいも類」とは、υヽ 類のうち、ばれいしよ、さといも類、かんしよ、

やまぃもス●中 |ゃくVヽも以外のものをぃう。

猿:I長鶴綴筆覇織if動露馨欝男獄電?
さい、キャベッt芽キャベツ、ケール、こまつな、きような、チングンサイ、カソ
フラフー、プロッコリー及びハープ以外のものをいう.

注6)「その他のなす科野菜」とは,なす科野菜のうち,トマト・ピーマン及び

なす以外のものをいう。

注7)'その他のうり科野菜Jとは、うり科野菜のうち、きゆうり、か:=ちや、しろう

り、す つヽ、メロン類果実及びまくわうり以外のものをいう。

注8)「その他の野菜Jとは、野菜のうち、レヽ 類、てんさい、さとうきび、あぶ

らな科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科篭菜、うり科野菜、
ほうれんそう、たけのこ、″ ラ、しようが、未成熟えルとう、未成熟いル昴 、
えだまめ、きのこ類、ス′シス及びハープ以外のものをいう。

注9)fその他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん:なつ

みかん、なつみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ、
グレープフルーツ、ライム及tK2Vス以外のものをいう. (

おこ138権協鎮薯繁霙霞1鷲畢湾籍昌語宅裏議漂詔摯乱姜徴覗私アけ
た
警留値を基準値策定め督拠とした。

といも類 (やつがしらを含む)

んヽしょ
'ま Vヽも (長いもをいう)

こん類 (フ アイツシユを言む,
こん類 (ラ ディッシュを含む)

レソン

くさい

ヤベツ
キャベツ

ングンサイ
リフラフー

アーティチョーク
エンダイプ
ンタ
^(サ
ラグ莱及びちしやを含む)

ねぎ (リーキを含む)
にら
アスノヽラガス
トマト
ビーマン

Fちゃ (スカッシユを含む)

成熟いんげん

だまめ

ケか
～

なつみかんの果実全体

レンジ (ネ rブルオレンジを含む )
グレープフルーツ
ライム
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識:響ギギlギ双路湖淳硫
注11)「その他のオイルシード」とは、ヽ人

"―
ドのうち、ひまわりの種手、

ごまの種子、べにはなの種子、綿実、なたね及びル イヽス以外のものをいう。

注12)「その他のナッツ類Jとは,ナッツ類のうち,ぎは、ん,くり,べヵン,
アーモンド及びくるみ以外のものをいう。

磁 鮮 勇 番:j窮 :,鮮 饗
阜じ

'じ

饗
「
｀

注14)'その他のィヽ―ブ」とは、ハープのうち、クレンン|にら、パセリの茎:パ
セリの葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

湯況 F撃隻3籐飯舞舌』践ξttF助
どまヽ 陸棲哺

千
類に属する動

注16)「食用部分」とは、食月に供き泌 部分のうち、筋内、脂肪、肝凛及び
督臓以外の部分をいう。

注17)「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。

農薬の食品中の残留基準の設定

農薬取締法1ヒ基づく適用拡大申請に伴う要請があつたJ9,

構造式

―

する殺虫剤である。ミトコンドリアにおける酸化的

リン酸化を阻害することにより■虫作用を示すと考えられている。

適用拡大申請 :キ ウイフルーツ/キ ウイヒメヨコバイ

すもも/オウトウ′iダニ適用作物/適用病害虫等

小豆類、かんしよ、キヤベツ、みかん等に農薬登録がなされている。我が国の登録状況
国際基準は設定されていない。

米国におし`てなす科野菜に、E∪ において茶に、オーストラリアにお

いてりんご、畜産物等!こ基準値が設定されている:
諸外国の状況

許容一日摂取量 (ADI)_⊇ 026 mg/kg体 重/day

[設定根拠]1年間慢性神経毒性試験 (ラ ット・混餌)
無毒性量 2 6 mg/kg体重/day

食品安全委員会における食

品健康影響評価結果

別紙 1のとおり。

残留の規制対象物質 1タ ロルフェナピルとする。

比は、以下のとおり。
ED1/ADI比

(%)

国民平均

幼小児 (1～ 6歳〉 294

妊婦

高齢者 (65歳以上)

=n卜 締 宇一 日摂 取 量 (Estima ted Daily lntake)

一

月8日 に在京六使館への説明を

革茂22年 8月 2日 ～8月 31日パブリックョメントを実施

平成22年 3月 9甲 ～10月 8日 WTO通報を実施
n\ftfr,za Lt;L) "

i E)v7 +f tlt,(ChlorfenaPYr)

の他のスパイス

筋肉

他の陸棲哺乳類に属する動物=1つ の筋内

畠接哺乳類に属する動物の脂肪

他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓

肉          ~
その他の家きん干

r)の
筋肉

その他の家きんの肝臓

その他の家きんの食用部分

その他の家きんの

'p小麦粉 (全粒粉に限る。)
(全粒粉を除 く。)

００
●
α
¨
ｏ
，
・
０
・
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
００
¨
¨
¨
¨
¨
・
■

-103- -104-



t*4 rstv7a+?:tv 農薬名      クロルフェナピル (別紙 1)

(別紙 1)

農産物名
基準値
案 轍節̈

録
無
登
有

作物残留試験成績界
準
日
基 基準値

:といも棘tやつかしらを言む。つ
いんしよ
いまい1、

`薔

し,、をぃう:ヽ

）
Ｏ
（

5ヽし 類ヽじウ,ッシュ

“

彗● )の機
ヨ し`
'颯
ラアィッシュを含れ )の葉

:導類3異
まくさセヽ
■ ペツ
第キャベツ
ケール

=ま
つな
きような

チングンシ
カリフラフー
プロシヨリー

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０・申０
０
０
０
　
０
０
０
　
　
　
　
（

. 0.01{,0.02
0.27 ,t.12(t)

0i2,0-05(t)/0.m,0.0{
9_.60,{.65/9.s?,5.3?. 0.14,0.09

0.33,0.30
. <0.05,0.08

*rttlK
. 2,81,2.28,1.22

LA,t.86 . .

S.trrrlF. LS.0:52
0.38(l),0.15,(r)
0.r71,0.12Ua)

' |oo2.tqva.r.+y
0.38,0.2{(rF#grF+r^z)

1.62,s.m(#*$++t^yxD
0.r9,0.72eE/E?=t-, .

qs,0.95(+/<t)
0.88.r-06t+rtt+/

″́ (サラダ穀 びちしやを含a)

|の他のまでヽ 野華

0

021.0"(レタ

"758.438(サラタ菊
488,1161Ⅸ

"夕

.菊

284● 140ラレタ→
110.66ω‐ルタ

"
鳥締麟野b
039,1∞8帳 用ぎく)

包ぎ(リーキを含む
`)ウυ`ラガス

O
O

130,0,<葉 ねぎ滲)
0'0,0321a探 ね0

型駆̈
Ｏ
Ｏ
（

ン

マト
　
一
け

０
　
０

０

　

（

""
アメリカ
アメリカ

ぶ躍瀧 】
'。″よ計

)

032■0.o164

23S.09o′ o42.o27● ツトの

[。淵ぶ:鯛膝津ぷ距晰総ぃ
きゆうり(ガーキンを含む.)

'ヽ

1■ちや(本力
"生
とキL)

♂ろうり
,いか

０

０

　

０

０
（

006.Q12(3)

世Iアで1ピlξじア:r凛「
ツZ7・

く001111).く 001111)

オクラ
未威熟えんどう

その他 の野菫

０

０
058.096111D(D

みカツン
なつみかんの果実全体

オ
"●
バネニカジオレンジを含こ )

グレー/77●―ン
ライム

０

０

０

０

０

０

∩

007(:),oO"篠ゎ
く002く002(常 こ煙動

なつみ力

"参
照

なつみ力■参照
なっみかん蓼照

農産物名 動案̈ 獅節
録
無
登
有

作物残留試験成蔵
螂鮮
¨

基準値

,んご

日本なし
西洋なし
マルメロ

０
　
０

０

¨
　
¨

¨
¨

０５

］
］口”印

【013.ltXI,711Xn 101

【011■ 28111‰→I  :

ぅも
クヽタリン

鑽播砒Iビ雲キヤ

Ｏ
Ｏ
申
（

(0.01.<0.01

I0.22,{.76{iXF4l.
0_28,0.45

o.l0,o.I8

ぎどう O
O

0 08pp4/2391p.08ズ欧わ

016.027疇 )

′ヽサ

キウィ=マンゴー

Ｏ
申
Ｏ
　
ｏ

=の
他のスパイ 〇 224.074′ 3901:).1691み かん果■)

111輩
慨籠名
わ

を8栢分睦棲哺乳類
―

の筋肉

牛の脂肪

署8悔暫蓬経哺乳類議 する動物嘲 盲肪
牛の肝臓

ぞ8[:糧楼嚇 願 臨 する動物の肝臓
牛の腎臓

肇8層勝蓬接哺乳類に属する動物の腎臓
牛の食用部分
豚の食用部分

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

オーストラツ
'オーストラリ
'オーストラリ,

オーストラツ,
オーストラツ

'たストラリ,
オーストラリ,
たストラリ1
たストラツう
オーストラリ:
たストラリ;

の々他の家きんの筋肉
らの月旨肪
をの他の家きんの脂肪

書の肝臓
[の他の家きんの肝臓
場のl■臓
ヒの他の家きんの腎臓
事の食用部分
この他の家きんの食用部分

勢の

'「

レ

”

ゆ

ラ
，

”

ラ
レ

ゆ
ラ

わ
れ
わ
オ・スわ
ね
み
わ
み
わ

腱渤覇轟鶴範勒 iSI勢
を苧準野のな警とν=
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食品名
残留基準経

さとυ`も頌 ヽヽ言ついしりをfFむ。ソ
いんしよ
0゛しヽ 、r専し、せ、かぃら 、

α

α

”

にいこ～俎 フヽアイツン
ユ年百む。

'の
伏

だいこん類 (ラディッシュ冷 む。)の葉
かぶ類の根
かぶ類の葉
}まくさい
キャベツ         '
芽キャベツ
ケール
こまつな
きような
チングンサイ

犠 ζ
=

そのrthあふ薇ムか母縣立ィ注,ヽ

０・１３
幌
‐５
噺
・１
田
・０
５
‐０
・０
１
■
‐０ノタス

をの他のきく科野菜 (注 3)
laさ 、ッーャ省百け。

'′スパラガス
みの41のもり潔 軒釘 注 4ヽ

0

eer,
h.ti
F6tb^*h€(Fs/)tq
マヽト         ・
ゴーマン    1
卜す
●の 締 の か キ 叔 眸 菫 rttAヽ

1

ざゆフワ ″ヾ
~ヤンだ百む。フ

ぼヽちゃ (スカッシュを含む。)
′ろうり

ケいか         ‐
夕のrlljめ らいも 膵笠 ′津 7ヽ

0

「
タフ
tFI墓た,ス ′″う

いoみかんの果実全体
/モン
ケレンジ(ネープルオンンジを含む。)
/レープフルーツ
テイム

日本なし
西洋なし
マノンメロ

1

1

0

bゝ
ネクタリン

ヽ も(プル
=ン
給 t●。)

″

　

α

,

(J目)答申 G」紙 2)

(注 1)いんげん、きさげ、サルタニ豆、サ

確晃 γ」涙壌諾曇
ホ
7イ

:

リーみびハープ以外のものをいう。

M、撃;鰐甥贄ヂ
罫ア為夕とラ鰍沼:

h、雪翌鮫弱]
(注 5)irその他のせり科野菜」とは、せり

貫琴鶴 :壕習護舞 ぎヽ
1

ハープ以外のものをいう:

欝紹裏鮮
Lピ
・
1:場音腺紺

糠滓鞣輩戯

テ骨夕ヽ
伝及い―プ挙外のもの年

1璃鶉 ソξ課1■電ゝかん、なつみかんの外果皮、なつみかん
鱗致切鍛像共為策家源
をいう:  '

蟹 :哨頌 秀ば
｀
戦 、

西洋なし、マルメロ、びわ、もも、ネクタリ
ン、あんず、ヽ も、うめヾ おうとう、ベリー

霙璽み;蒻た権
:

めやし及び″ イ`ス以外のものをいう。

(注 11)「その他のスパイス」とは(スパイ
スのうち、西洋わさび、わさびの根茎、に
んにく、とうがらし、パプリカ、しようが、レ

モンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果

皮及びごまあ種子以外のものをいう。

(注 12)「その他のバープ」とは、ハープ

のうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセ

リの葉、セロリの茎及びセロリの葉以外の

ものをいう。

(注 13)「その他の陸棲哺浮L類に属する

動物」とは、隆棲哺乳類に属する動物の

うち、牛及び豚以外のものないう
`

(注 14)「食用部分」とは、食用に供され

る部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎

臓以外の部分をしう。

(注 15)「その他の家きん」とは 、家きんの

うち、鶏以外のものをいう。
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審議の対象 動物用医薬品の食品中の残留基準の設定

経緯 薬事法に基づく動物用医薬品の製造販市の承認申請に伴い意見聴取があった

の

・

も

一
本剤の概要 McCoy細胞培養弱毒口,ソニアイントラセルラリス B39o3株を主剤とし、シュ

クロ■スーゼラチン安定剤を使用した生ワクチン

適用動物/用途 豚/ローソニァ イントラセルラリス感染症(急性出血性腸炎型を除く)による増

体重低下の軽減   :     i
我が国の承認状況 承認されていない。(新たに承認申請がなされたもの)

諸外国の状況 米国、ヨ=ロッパ諸国、オーストラリア等で承認されてぃる。

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果   , 1等ヅ繹 感染試験Wi観 :慕濫 :よ
:選
[『磐響歩瀬LI:

ぉいて感染及び埠殖をしないことが確認されてぃぅ。本製剤の主剤である Mc
Coy細胞培章弱毒ムあ揚cellulaだs336o3株は弱毒化きれており、子蕨を用し`

た安全性試験及び臨床試験において安全性に問題はなぃとされている。さら

に、主剤の同居毬染及び病原性復帰|よ起こらないことが確認されている。.

本製剤の安定剤として使用されている添加剤IFつ しヽてはt物費め使用状況、

叩存の毒性評坪及び本製型の接種量を考慮すると、本製章Jの含有職分の摂

熟にょる健康影響は舞爆できると考えられる。

以上のFとがらt本製斉Jが導切に使用される限りにおぃては、食品を通して
ヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるも0と考えられる。

基準値案 食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定しないこととす

る。                       i
答申案 食品中の残留基準を設定しないことが適当である。

豚増殖性腸炎乾燥生ワクチン
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嫁インフルエンザ・豚丹毒混合 (油性アジュ′ヾント加)不活化ワクチン
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動物用医薬品の食品中の残留基準の設定

薬事法に基づく動物用医薬品の製造販売の承認申請に伴い意見聴取があうた

もの

NLDK,1細胞培養不活化豚インフルエンザウイルスAttHl Nl株及びNLD

k=i純胞培養不法花隊インラル三ジザヴアルスAttH3歯

'株

を乾燥ウクチジあ

主剤(安定剤及び保存剤を使用)、 豚舟毒菌CN3342株培養上清濃縮液を液状

7クテン,キ剤(否看化却、案

=斉

!ヽ堡奮斉1及び71イ1斉」を隼甲)|■,る
不活

化ワクチン

乾燥ワクチンを液状ワクチンで完全に融解して投与する。

本剤め概要

豚/豚インフルエンザの発症防御及び豚丹義の予防

承認されていない:(新たに承認申請がなされたもの)我が国の承:忍状況

米国、カナダ及びメキシヨで承認されている,

豚インフルエンザ及び豚丹毒嗜人獣共通感染症とされているが、本製剤
の

主剤には不活化されたウイルス及び細菌が使用されてぉり、いずれもヒトに対

する病原性を持たなし、

ァジュパラト等の添加斉1については、物質あ使用状況、既存の毒性評価及

び本製剤の接種量を考膚すると、杢製剤
の
貪有成分
の摂取による健康影響は

無視できると考えられる。

また、子豚を用いた安全性及びアジユバント消失確認試験において、常用量

の接種21日後における接種部位に変化は見られず、アジユバントの消失が確

認されている:               .
以上のことぶら1本製剤が適切に使用される限りにおいては、食品を通じて

ヒトめ健康 |こ影響を与える可能性は無視できるものと考えられる:

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果

食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定しないこととす

る。

食品申の残留基準を設定しないことが適当である。



鶏伝染性フラブリキウス嚢病(抗血清加)生ワクチン

審議の対象 動物用医薬品の食品中の残留基準の設定

経緯 薬事法に基づく動物用医薬品の再審査申請に伴うもの

本剤の概要 弱毒伝染性ファブリキウス嚢病ウイルス 2512G-61株及び抗伝染性ファプリキ

ウス嚢病ウイルス(I型 )鶏血清を主lllとし、安定剤及び保存剤を使用した不

活化ワクチン

適用動物/用途 鶏/鶏伝染性ファプリキウス嚢病の予防

我が国の承認状況 平成 16年 10月より動物用医薬品として承認されている。

諸外国の状況 米国、カナダ、メキショ等で承認されている。

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果 ■

再審査期間中に調査施設において認められた新たな副作用として、本製斉1

を,p内又は率下接種した1用鶏で大場菌序|こよる死亡が増加した事例が1件

報
肯
されな,こ?干

亡については、不製亨
」との因
尋関嬌
は否定Fきないず、本

製剤以外の要因の関与も除外できないと判断された。その後、同様の事例が

認められていないことから本報告は安全性IF懸念はないと判断されたもまた、

'1用

鶏における本製斉1の本全性に言及した研究報告が2例あるものの、本製

剤は大蔀分において肉用鶏IF用しちれるもあで,p用鶏に本製剤を経続使用す

る岸場は確認されず、使用成績調査でも特に安全性にもぃて問題は認められ

なかったとされている。したがつて、提出された資料の範囲において、調査期間

に本製斉1の安全性を懸念させる新たな知見の報告はなぃと考えられた:

鶏俸染性フラブリキウス嚢病にっし)ては1人獣共通感染痺とみなされていな
い?杏製剤に含まれている添加剤11ついて|よ、不製剤9含有成分の摂取|こよ
るヒトの健康に影響を与えるものとは考えられない。また、抗伝染性ファプリキ
ウス嚢病ウイルス(I型)鶏血清については、slF鶏白来の血清であることが

確認されており、本Im清を鶏卜接種することでヒトに対する安全性には問題は
ないと考えられる。     1        :
以上本り、本製剤が適切!手使用される限りにおいては、食品を通じてヒトの健

康に影響を与える可能性は無視できるものと考えられる。

基準値案 食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定しないこととす

る。     l                              i
答申案 食品中の残留基準を設定しないことが適当である。

マイコプラズマ・ハイオニューモ■工感染症(カルボキシビ
ニルポリマT

アジュバント加)不活化ワクチン

動物用医薬品の食品中の残留基準の設

=
薬事法に基づく動物用医薬品の再審査申請に伴うもQ
不活化マイコプラズマら イヽオニュTモニエP-572213株を主剤(不活化剤及び

中和剤を使用)とし、アジュバント、着色剤、保存斉1及び溶済」が使用された不活

亘
平成 20年 4月 より動物用医薬品をして承認されている。我が国の承認状況

米国、カナダ、南米、アジア諸国等で承認されている。

承認後6年間の調査期間において、MEDttNEを 含むデ
ータベース検索の結

果、安全性に関する報告は認められなかつた。
一方、調査期間中に日本国内

計12施設(390頭】こおいて調章が実施され、新|な Fり作用
として、承調

後,年
次

め調査において、1蓼の死亡が51al(接種群 :2例、非接種群
:3例 )及び1見落 (殺攣

分)ぶ1街発生したが(未製剤め接種と関連性あない癖染症
に罹患していたこと

及び本嚢斉1め接種群と非接種群において死亡烈の症萩等に導
いが認ゅぅれな

かったことから、本梨剤の接種に起因する副作用で
Iまないと考えられる,レキ

が

って、提出された資料の範囲において、承認時|ヽら再審査申請時まで
の調査

期間においそ、未製剤の安全性を懸念させる新たな知見の幸風告はな
し
)と
考えら

れる。

未製剤の主剤モあぅ
マィコプラズマ・ハイオニュTモ

ニエ P-5722「 3株 It否

活化されており、病原性を示さないと考えられる`            i
また、添加剤については、物質の使用状況:既存の毒性評価及び本製剤

の

接種量を考慮すると(本零斉1の貪有
成分の摂取によるヒトの健辱

IF影響を与え

るものとは考えられない。                  1
以上のことから、本製剤が適切に使用される限りにおぃては、食品1通じてヒ

卜の健康に影響を与える可能性は無視できるものと考ぇられる,

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果

食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定しない
こととす

食品中め残留基準を設定しないことが適当である。
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審議の対象 動物用医薬品の食品中の残留基準の設定

経緯 薬事法に基づく動物用医薬品の再審査申請に伴うもの「

本剤の概要 杯丹毒専挙,Ot。 株
N,0り抽出抗原、アクチノ′、シラス・プルロニユ

ニモニエY-1

株(血清響1型 )培養■清濃Ⅲ塙原、アクチノバ
'ラ

ス・プル占二五■モニエG=4
株(典清型 2型 )培養上清濃縮抗原及びアクチノ六シラス:プルロニュニモニェ

早「,警
(車清
響「 1型 ,措毒キ猿毒縮抗辱を主制とし、保存■

llを鯨用した否汚イし
ワクチン

適用動物/用途 豚/豚丹毒及びアクチノバシラス・プルF手ューモニユ血清型 1、 2、 5型菌感染
症の予防    ■

我が国の承認状況 平成 17年 1月より動物用医薬尋として承認されてし`る。

諸外国の状況 米国において:本製剤と類似の混合不活化ワクチンが使用されている。

食品安全委員会に

おける食品健康影

響評価結果

承認年6年間の調今期間におL｀て、
MEDLINEを 含むデータ

^―

ズ検索の結

果、安全性に関する報告は認められなかつた。一方、調査麹間中に延べ12施

設 (440頭 )にお
|ヽ
て調章力:実施され、新たな副作用|しては、準射部在の直

l長 :硬結が,lylと確認されたが:これらの発現頻度は、承認申請時|三安全性が

確認されたものと統計学的に同等であることから、安全性に問題 |まないと考え

,れる.したがもそ、提出された幕料の範Elにおいそ:承認蒔から再審査申請

けま
での調査期間Iテおし

:Fヽ
本製剤の安

拿件を懸念させぅ新たな知昇の報告
i

はないと考えられた|                l   i
.本
製剤の主剤である豚丹毒KyOtO株及びラクチノバシラス・プルロニュ∵モニ
i争Ⅲ清型菌は、不活イビされており、病辱性は宗さないとされている。
また、
不
力1利にうし)て |ま、ッ質の使用ネ澤、既存の毒件詳価表び本製剤の

接種量を考にすると、本製剤の含有成分の摂取によるビトの健康に影響を与え

るものとは考えられない。        .
以上のことから、本製剤が適切に使用される限りにおし)ては、食品を通じそヒ

トの健康に影響を与える可能性は無視できるものと考えられる。
基準値案 食品安全委員会における評価結果を踏まえギ残留基準を設定しないこととす

るど

答申案 拿品中の残留基準を設定しないことが適当である。

豚アクチノバシラス・プルロニュニモ■工(1・215型 )感染症・豚丹毒混合
(油性アジュバント加)不活化ワクチン
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冒 別 冊

食安基発 0824第 2号
平成 22年  8月 2,4日

内閣府食品安全委員会事務局評価課長 殿

食品健康影響評価に係る補足資料の提出依頼にういて (報告)

高濃度にジアシルグリセロールを含む食品に係る標記についてはく平成 21
年 8月 25日付け府食第 812号及び平成 21年 9月 4日 付け府食第858号
にオ依 1負され、平成21年 9月 17日 付け食安基発0917第 1号 (平成 2｀ 1
年 12月 1日 付け食安基発 1201第 1号及び平成 22年 6月 1日 付け食安基
発0601第 1号にて、DAG油の製造に責任を有している企業からの報告に
ちし`て報告したところです。

今般、当該企業からグリシドール脂肪酸エステルを経口摂取した場合の体内

動態試験の結果にろいて別添のとおり報告がありましたので報告いたします:

なお、当該企業からの報告のうち、ラットを用いた血中移行性に関する試験

の結果については、信頼1生及び中立性の確保を図るため、国立医薬品食品衛生

研究所の研究者を中心とした専門家による確認を実施し、妥当であるとの報告

を受けている旨申し添えます。          、
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グリシドール脂肪酸エステル の血中移行性に関する

GLP基準に適合した試験受託機関にてtグリシドールリノール酸エステル(GEL)あるいはグ
リシド●ル (G)をラットに経口投与し、血中への移行性を検討した。          :
また、花王鯛うによる自主検討として、霊長類のカニクイザルを用いたュ中移行性に関する試
験も実施し、ラットと比較することにより種間差に関する知見を得た:以下にそれぞれを報告す
る。

1.ラットを用いた血中移行性の検討

ラット(Crl:CD(SD)系 ,雄 7週齢)に GELあるいは:Gを経口投与し、投与後:5分から
'4時間までの血漿中の GELおよび Gの濃度を測定した:GELと G濃度の測定には、それぞれ

LC/MS法とGC/MS法を用いた。Gの投与量はNTPによるラット発がん性試験の最高用量で
ある75mg/kg体車、GコLはそれと等モルの341 mg/kg体重としたもGELの投与用量は、エコ
ナクジキングオイノンを摂取したヒトの一日推定曝露量の約 4600倍

*に
相当するし   1

表 1.投与群の構成 (ラット)

GELあるいはGを投与したラットの血漿中のGELは、いずれの測定時点においても定量下
限イ直(0.005μ  g/五L)未満であった。                 1
-方、GELあるいはGを投与したラットの血漿中のG濃度は、いずれも投与後30分までに
最高濃度,に至1達し、24時間には定量下限値(0。 2μ g/mL)未満まで低下したしGELあるいはё
投与群の最高G濃度は、それぞれ26.0,g/mLと 33.6μ ノmLであった。

表 2.ラットを用いた単回経口投与 血漿中グリ 濃

被験物質 投与量

(mg/k」

ヒト曝露量
*

比較 (倍率 )

投与液濃度

(n■g/mL)
採血時点 動物数

GEL 341 ×4571 68.2
投与後 5,15,30分

,

1,2,4,8,24日寺『昇

3匹/群
計 24匹

G 75 (× 4571) 15
投与後 5,15,30分

,

1,2,4,8,24日寺間

3‐匹/群

言+24[⊆

フ ツ い た 口 で の シドール 測定結果概要
―被験物質「

― ~lGEL ~G

投与量 (血 g/kgl 341 75

血漿中 G
濃度

(μ g/mL)

投与後 5分 6.74 19.8

、投与後 15分 23.7 33.6

投与後 30分 26.0 24.7

投与後 1時間 14.8 9100

投与後 2時間 6.60 2.42

投与後 4時間 1.14 0.786

投与後 8時間 0.809 0.465

投与後 24時間 BLOQ BLOQ
最高血漿中 G濃度(μ ゴmL) 26.0 33.6

BLOQ:定量下限(0.2μ g/mL)未満
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2.ラットとカニクイザルを用いた血中移行性および種間差の検討 (花ェいによる自主研究)

上記試験よりも低い用量での血中移行性、および試験に用いる動物の種間差の検討を目的
として、ラット(Crl:CD(SD)系 ,雄 5週齢)とカニクイザル(Macaca fascicularis,雄 2～ 5歳 ,投
与時体重 315～ 5.5kg)を用いて、GELあるいは G投与後 15ぐ 30分の血漿中 G濃度を
ATD‐ GC‐MS法 *を用いて検討した。

ラットに9.325mg/kg体重 (ヒト推定曝露量
`く

*の 125倍)の GELあるいは等モルのGを投与
したところ、GEL投与群の血漿中G濃度は投与後15分で0.34μ g/mL、 30分でo.43μ g/mL、
G投与群では投与後 15分で0.49μ g/mL、 30分で0.53μ  g/1■■Lであつた。
二方、カニクイザルに7.46mg/kg体重および 22.4早 g/kg体重:(ヒト推定曝露量

"く

来の 100倍
および 300倍)の GELあるいは等モルのGを投与したところ、G投与群では、低用量投与にお
いて血漿中の Gは定量下限(0.05「 g/mL)以 下であったが、高用量投与では投与後 15分で
0、 14μ g/1nL、 30分で0.16μ g/mLの Gが検出された。これに対してGEL投与群ではいずれ
の投与量とも血漿中のGは定量下限(0.05μg/mL)以下であった。

表 3投与群の構成(ラジトおよびサル )
種 被験物質 投与量

(mき′k蒼)

ヒト曝露量
**

比較 (倍率 )

投与液濃度

(mg/mL)
採血時点 動物数

***

ラ

ッ
ト

GEL

0.0746 ×1 0.0149 投与後 15,30分 6匹
(1時点3匹)

0`373 ×5 0.0746 投与後 15,30分 6匹

(1時点 3匹 )
1.87 ×25 0.373 投与後 15,30分 6匹

(1時点 3匹 )
9.33 X125 1.87 投与後 15,3o分 6匹

(1時点 3匹)

G

0.0164 (文 1) 0.00328 投与後 15,30分 6匹

(1時点 3匹)
0:0820 (× 5) 0.0164 投与後 15,30分 6匹

(1時点 3匹 )
0.410 (× 25) 0.0820 投与後 15,30分 6匹

(1時点 3匹 )
2.05 (× 125) 0_410 +k+4k 1b,Bo A 6匹

(1時点 3匹)

サ
ル

GEL
7.46 ×100 1.49 +95-1k lb,30 A 2匹
22.4 X300 4.48 投与後 15,30分 2匹

G
1.64 (X100) 0.328 投与後 15,30分 2匹
4.92 (× 300) 0.984 投与後 15,30分 2匹
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舌リパーゼに関する情報収集 (概要 )

´油月旨などの月旨肪酸エステルの消化,分解にはリパーゼが重要な役割を果たすことから、グリシ
ドこル月旨肪酸エステルの体内動態の種問差解釈に役立つと考えられる舌リパーゼに関する情
報を収集しました。

ラット、マウス等のげつ歯類は、舌漿液腺から口腔内に舌リパ‐ゼを分泌することが知られて
いますbウサギ、ブタ、ヒヒ、ヒトなどの動物種ではその酵素活性はほとんど認められず、げっ歯類
では高いことが報告されています。さらに、舌リパーゼは、ラットの胃内環境に相当するpH2.5～
6:0の範囲では活性が維持されることが報告されています。
別紙 1に示したラントと力■クイザルを用いた血中移行性に関する試験において、GЁLを
投与したラットに急速な血漿中 G濃度の上昇が認められ、サルには認められなかつたこ
とについては、脂質消化に関与する舌リパーゼの寄与が影響した可能性があると推察し
ました。すなわち、ラットでは舌リパーゼが胃で活性を持ち、そのため、GELは胃内、
の投与後速やかに脂肪酸が遊離して Gに変換し、直ちに吸収されて、その結果(Gを直
接胃内に投与した場合と同じような投与初期の血漿中G濃度の急速な上昇が認められた
ものと考えられました。下方、サルにおいてはt胃 内‐での舌リパニゼの活性が低く(GEL
からGに変換されにくかつた結果として、血漿中にGは認められなかったものと考察し
ました。

1)Ha.rloshヽ任.and Scow RO.Lingual lipase and its ro19 in thё digOstion Of dietary
hpid.J"h」 %"s152:88_95,1973
DeNigriヽ S」,:Hamosh M,KaSbё kar DK,Lee TC,and ttattOSh P Lingual and
gastric lipasesi Speё i6S differentes itti the Origln of prepttlncreatic diな esti10 1ipas6s

and in the localization Of gastric lipage.Bioむ iⅢ2 39'時S∠θぬ959138-45,1988
耳alnOsh NI.Fat oigeStibn in the stolnach:Stability oflinguallipase in the Gastric

envirbnment.力 茜 aι力σ
“
sθara/2.V0118.No3,1984

Hol五es RS,Cox LA,aid VandeBerg」Li Comparat市 e studies of ialnttalian acid
lipasosI Evidenё e for a new geno falnily in mpuse and ratt(Zゎ の.〕0呻.Bioσるわ塑´
P 銀ヽ _′ 2V015(3)217-226,2010

以上

2)

3)

41
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食品については、通常行われている調理方法に準じて調理を行うた。

このょうに各調査機関において設定したモデル献立に従って調製した試料を、食

品群ごとに均一に破砕混合し、調査対象農薬等の定量分析を行つた。なお、各農薬

等の定量分析に当たっては、公定の試験方法を参考に、各調査機関において試験法

を選定した:

② 平均一日摂取量の推定

分析の結果、いずれかの調査機関のいずれかの食品群で農薬等が検出された場

合は、検出された調査機関のその食品群についてはt分析結果を当該食品群申の
濃度とし、検出されなかった他の食品群については、各調査機関のそれぞれの検

出限界の 20%を当該食品群中の濃度と仮定して、当該食品群の重量と濃度から、
食品群ごとのその農薬等の摂取量を推定した。 I～ XⅣの各食品群における摂取
量の総和を調査機関ごとσ二日摂取量とし、それらの平均値を平抱一日摂取量と
した。こうして得られた平均一日摂取量について、これまでに我が国、」MPR五
又はJECFA市 において設定された許容二日摂取量 (AD IV)ヤこ対する占有率
(対ADI比)を求めた。
また、分析の結果、すべての調査機関でいずれの食品群からも検出されなかっ

た農薬等についてはヽ各年度とも、少なくとも4機関において分析が行われ、か
つ、これまでに我が国、 」MPR又 は JECFAに おいてADIが 設定されてい
るものに関して、各調査機関のそれぞれの検出限界の 20%の量が含まれているも
のと仮定して、上述 と同様に、平均一 日摂取量を推定 し、その対ADI比 を求め
た。

3.調査結果

(1)検出農薬等

各年度において、検出された農薬等は以下のとお りであった。

検出された農薬等の分析結果を別表 5-1～ 5-4に 示す。
平成 17年度 :

平成 18年度 :

平成 19年度 :

アゾキシストロビン、イミダク▼プリド、シメコナゾール、
ピペロニルブ トキシ ド、フルアジホップ   `
アセフェー ト、イマザリル、エ トフェンプロックス、
フェンチオン、プロシミドン、メタミドホス

アセタミプリド、アゾキシストロビン、イァザリル、

イミダク■プリド、オキサミル、クレソキシムメチル、

クロメプロップ、ク●ルプロファム、チアクロプリド、

チアベンダゾール、チアメトキサム、

チオジカルブ及びメソミル、 トルフェンピラド、ノバルロン、

ｍ̈
　
　
　
Ⅳ
　
　
　
ｖ

」oint FAO/‖10 Meeting on Pesticide Residue:FAO/WЮ 合同残留農薬専門家会議

FAO/WHO」oint Expert Committee On Food Additives:FAO/WHO合 同食品添加物専門家会議

Acceptable Daily lntake:毎 日一生涯に渡つて摂取 したとしてもf74・康に影響を生じない とされる量
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(3)平成 17年度～20年度の各調査において4機関以上で分析が行われ、いずれの食
品群からも検出されなかった農薬等のうち、これまでに我が国、」MPR又はJE
CFAにおいてADIが設定されているものに関して、分析を行った調査機関におけ
る検出限界の 20%の量がすべての食品群に含まれていると仮定してそれぞれの平均
一日摂取量 (μ g/人 /日 )を推定したところ、アルドリン及びディル ドリン以外につ
いではADIを十分に下回つており、健康に影響を生じるおそれはないものと考えら
れる。
,アルドリン及びディルドリンについては、対ADl比が 80%をわずかに超える年
があうたが、これは実際には検出されていないにもかかわらず各調査機関のそれぞ
れの検出限界の 20%の量がすべての食品群に含まれているとの仮定に基づいたもの
であつて、①これらの農薬は「残留性有機汚染物質に関する不トックホル苔条約」
(POPs条約)に よって国際的に使用が禁止されている農薬であり、各食品群中
に実際に残留している可能性は低いと考えられ、また、②ADIが比較的小さい値
(5μ g/人/日 )でありながら、二部の調査機関において分析機器等の関係から検出
限界値が大きかつたことにより計算上の摂取量が多くな、り、結果的に対ADI比の
値が大きくなったものであり、実際の日常の食事を介して健康影響を生じるおそれ
はないものと考えられる。

(4)今後とも引き続き、地方公共団体の検査機関と連携し、より数多くの農薬等につ
いてpln3査を行うことが可能となるよう、また、より微量分析が可能となるよう、試
験法の検討、開発を進めること等により、調査内容の充実を図ることとしている。

引用文献

1)佐藤大作 :食品衛生研究、44(4)、 29(1994)

2)厚生省生活衛生局食品化学課 :食品中の残留農薬、‐p.7、 日本食品衛生協会 (1996)
3)厚生省生活衛生局食品化学課 :食品中の残留農薬、p.7、 日本食品衛生協会 (1997)
4)厚生省生活術生局食品化学課 :食品中の7/A留農薬、6.7、 日本食品衛生協会 (1998)
5)厚生省生活衛生局食品化学課 :食品中の残留農薬、p.7、 日本食品衛生協会 (2000)
6)厚生労働省医薬局食品保健部基準課 :食品中の残留農薬、p.7、 日本食品衛生協会 (2001)
7)食品中の残留農薬 CD―ROM、 日本食品衛生協会 (2002)

8)食品中の残留農薬 CDTROM、 日本食品衛生協会 (2004)

9)食品中の残留農薬 厚生労働省ホームページ
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別表 2 調査対象農薬等

農薬等名

平
成

１７
年
度

平
成

１８

年

度

平
成

１９
年
度

平
成

２０
年
度

1.1-ジ クロロ=2.2-ビス (牛エテルフェニル)
エタン

O O 0

1=ナフタレン酢酸 ○ ○ O

2-(1ナ フテル)アセタミド O 0 O

トアセチルアミノー5-ニ トロチアゾール O ○ O

24-D 0 ○

■クロロフェノキシ酢酸 O O O

5,ヒ ドロキシチアベンダゾニル ○

5-プ ロピルスルホニル■lH―ベンズイミダゾニ

ルー2-ア ミン
○ ○ 0 O

BHC O ○

DDT ○ ○

EPN ○ O O O

MCPA ○ 0 0

MCPB O ○ O
TCMTB 0 O
XMC O 0 0

γ―BHC 0 ○

アイオキシニル ○ 0 0

アクリナ トリン ○ O O

アクロミド ○ ○ 0
アザコナゾール 0 0 0 0

7rf 7 -=)> 0 0

アザベロン O O ○

アザメチホス ○ ○ 〇 ○

アシフルオルフエン ○ ○

アシベンブラルーS―メチル O O 0

アジムスルフロン ○ ○

アジンホスメテル 0 0

アセタミプリド ○ 0 ○

アセ トクロール O ○

アセフエー ト ○ 0 0
アゾキシス トロビン ○ ○ ○

ア トラジン ○ O O

7=EiF7. 0 O 0 O

アバメクチン 0 O ○

アメトリン ○ ○

アラクロール ○ ○ ○

アラニカルフ ○

アラマイ ト ○ 0 0
アルジカルブ O ○ ○

アル ドキシカルブ ○ O ○

アルドリン及びディルドリン O O ○

アルベンダゾール 0

アレスリン O

アンプロリウム 0 0 ○

イオ ドスルフロンメチル 〇 ○ O

イサゾホス ○ ○ 0 O

イソウロン O

イソキサジフエンエチル ○ 0 O

イソキサチオン O ○ ○

イソキサフル トール O 0 ○

イソフエンホス 0

イソプロカルプ ○ O

イソプロチオラン 0

イプロジオン 0 ○ ○

イプロバリカルプ ○ O ○

イプロベンホス ○ O ○

イマザキン ○ ○ ○

農薬等名

平
成

１７
年
度

平

成

１８

年

度

半
成

１９
年
度

平
成

２０
年
度

イマザメタベンズメチルエステル ○ 0

イマザリル ○ 0 ○

イマゾスルフロン 0
イミダクロプリド ○ O ○

1=4>att-)V ○ ○

インダノファン 0
インドキサカルブ 0 O 0

ウエコナゾール P 0 O
TAJtrh)VJ O O
エタメッルフロンメテル O O
エタルフルラリン ○

エチオン 0 0

エディフエンホス ,o O
エトキサゾール ○ ○

エトキシキン O

エトキシスルフロン ○ ○ 0
エトパベー ト 0 0 0 0
エトフエンプロックス 0 O ○

エトフメセー ト ○ ○ O
エトプロホス 0
エトリジアゾール ○

エトリムホス ○ ○ ○ O
エプリノメクチン ○ ○ ○

エポキシヨナゾール 0 O O
エマメクチン安息香酸塩 0
エリスロマイシン 0 ○ O
エンドスルフアン 0 O O
エンドスルフアンスルファート 0 ○

エンドリン O O
エンロフロキサシン ○ ○ O
オキサジアゾン ○ 0 O 0
オキサジキシル O 0 ○ 0
オキサジクロメホン ○ ○ ○

オキサミル ○ ○ 0
オキシカルボキシン 0 0 0 O
オキシクロルデン O

オキシテトラサイクリン、クロルテトラサ
イクリン及びテ トラサイクリン

0 ○ 0

オキシデメトンメテル ○

オキシフルオルフェン ○ 0 0

オキシベンダゾール ○ ○ O
オキソリニック酸 O O ○

オフロキサシン 0 O O
オメトエー ト 0 ○

オラキンドックス ○ ○ ○ O
オリザリン ○ 0 O O
オルメトプリム O 0 ○ O
オレアンドマイシン ○ ○ O
カズサホス ○ 0

カフェンストロール ○ ○

カル′ヽリル ○ ○

カルフエントラゾンエテル 0 0 ○

カルプロパミド 0 ○ ○

カルボキシン O ○ ○

カルボフラン 0 ○ 〇

キザロホップエチル ○ O
キシラジン 0 ○ ○

キナルホス 0 ○ ○ ○

キノキシフェン ○ ○ ○
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別表2 つ

農薬等名

平
成

１７
年
庁

平
成

１８

年

虐

平
成

１９
年
虐

平
成

２０
年
麿

ゾキサミド 0 0 O

ター′ヽシル O 0 O

ダイアジノン 0 0 O

ダイアレー ト O 0 0

ダイムロン O

タイロシン 0 0 0

ダノフロキサシン O O ○

チアクロプリド 0 0 O O

チアベンダゾニル O 0 0

チアムリン 0 0 O

チアメトキサム O 0 ○

チアンフエニコール 0 ○ ○ O

チオジカルブ及びメソミル ○ ○ 0

チオベンカルブ ○ ○ ○

チオメトン O O

チジアズロン ○ 0 0

テフエンスルフロンメチル O ○ 0

チフルザミド 0 ○

チルミコシン 0 0 0

デキサメタゾン ○ O 0

テクナゼン ○

テトラクロツレビンホス O 0 ○

テトラコナゾール 0 ○

テ トラジホン 0 O O O

テニルクロール ○ 0

テブコナゾール 0 ○

テブテウロン O ○ O

テブフェノジ ド ○ O

チプフエンピラド 0 0 ○ 0

テフル トリン ○ ○ O

テフルベンズロン ○ ○ ○

デメトンーS― メチル 0

デメトンーSニ メチルスルホン O

テメホス ○

デルタメトリン及び トラロメトリン O ○ ○

テルプトリン 0 ○ ○ ○

テルプホス ○ ○ ○

トラルコキシジム 0 ○

トリアジメノール ○ O O

トリアジメホン O 0 O

トリアスルフロン ○

トリアゾホス ○ ○ O O

トリアレー ト 0 ○

トリクロピル 0

トリクロルホン ○^ 〇 ○

トリシクラゾール O O

トリジフアン ○

トリチヨナゾール 0 0 0

トリデモルフ 0 O O O

トリブホス ○ ○

トリフルスルフロンメチル O

トリフルムロン O O 0

トリフルラリン 0

トリフロキシス トrlビ ン O ○ ○

トリフロキシスルフロン O ○ ○

トリベヌロンメチル O ○ O

トリメトプリム ○ ○ 0 0

トルクロホスメテル ○ ○ . 0 ○

トルフエナム酸 ○ O ○

濃薬等名

平
成

１７

年

慮

十
成
１８
年
庸

十
成
１９
年
慮

平
成

２０

年

度

トルフエンピラド 0 ○ 0
ナイカルバジン ○ O 0 ○

ナフシリン O O ○

ナプラタム 0 O ○

ナプロアニリド 0 O ○ O
ナプロパミド O ○ 0 ○

ナリジクス酸 O O ○

ニトロキシニル ○ O ○

=Fa5-]v-('JJaC)V 0 O ○ ○

ノナクロル ○

ノパル rlン 0 0 0
ノボビオシン O
ノルフルラゾン ○ ○

′ミクロブトラゾール ○ ○ O
パミドチオン O
バラチオン ○ O O
ラヾチオンメチル ○ 0 0

ハルフエンプロツクス O ○ ○

ハロキシホップ 0
ハロスルフロンメチル 0 O
ハロフジノン ○ ○ ○

ビオアレトリン ○

ピオレスメトリン O
ピコリナフェン ○ ○ 0
ビテルタノール ○ O ○

ヒドロキシヨルチゾン O O
ビフェノックス ○ O

ビフエントリン 0 0
ピペロニルプトキシド ○ 0 ○ 0

ビベロホス O O O
ピラクロス トロビン ○

ピラクロホス 0 0 0 ○

ピラゾキシフエン 0

ピラゾスルフロンエテル O O 0

ピラゾホス O ○

ピラゾリネー ト ○ ○ 0 ○

ピラフルフェンエチル ○ 〇

ビランテル 0 O 0
ピリダフェンチオン 0 ○ 0 O
ビリダベン 0
ピリダリフレ ○

ピリフェノックス ○ O ○ O
ピリフタリド ○ ○ 0

ビリブチカルブ O

ピリプロキシフェン 0 0
ビリミカープ 0

ピリミノ′`ックメチル ○ O
ピリミホスメテル 0 O O
ピリメタニル 0 O ○

ビリメタミン O 0 0
ピレトリン O O O
ピロキロン ○

ビンクロゾリン 0 O
ファム フー ル 0

ファモキサ ドン ○ 0
フィビロニル ○

フェナミホス O ○

フェナリモル O ○ 0
フェニトロチオン 0 O O
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(別表2 つづき)

農薬等名

平
成

１７
年
麿

半
成
１８
年
慮

平
成
１９
年
度

平
成
２０
年
薩

メソスルフロンメテル O 0

メタベンズチアスロン ○ 0 O
メタミドホス ○ O 0

メタラキシル及びメフェノキサム O

メチオカルプ 0 0

メチダチオン O O ○

メチルイソチオシアネート 0

メチルプレドニゾロン ○ 0 O

メトキシクロール ○ ○ O O
メトキシフエノジド 0 ○ O

メトスラム O ○ ○

メトスルフロンメテル 0 ○ 0

メドプレン ○ ○ ○

メトミノストロピン ○ ○ O

メトラクロール ○

メパニピリム 0 O ○ O

メノ`ミゾール 〇

メビンホス ○ ○

lTztty F ○ ○

メフェンピルジエチル ○ ○ ○

メプロニル ○ ○ 0 O

メベンダゾール 0 ○ ○

モネンシン ○ 0

モノクロトホス 0

モノリニュロン O

モランテル 0 O ○

ラクトフエン 〇 0 ○

ラサロシド ○ O

リニユロン ○ ○ ○

リファキシミン O O ○

リンコマイシン O O ○

ルフェヌ ロン ○ 0
レスメトリン 〇 O 0

レナシル ○ O ○ 0
レバミゾール O ○ ○

ロベニジン O 0 ○

臭素 ○

塩酸ホルメタネー ト 0

酢酸 トレンポロン 0 O 〇 O

酢酸ヒドロコルチゾン 0
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甘辛せんべい,あられ,塩せんべい,衛生ボーロ,そばボーロ,松風,三島豆,八つ橋 ,

らくがん,麦らくがん,もろこしらくがん,小麦粉あられ

ケ早キ,ペストリー

類

シュークリーム(エクレア),不ポンジケーキ,ショートヶ―キ,デニッシュペストリ_,イー
ストドーナッツ,ケTキドーナッツ,パイ皮1アップルパィ,パターケーキ,ホ

'ト

ケーキ,
カスタードクリーム入リワッフル,ジヤム入リワッフル            ′

ビスケット類
ウエハース,オイルスプレークラッカT,ソニダクラッカー・サブレ,パフ′(ィ ,ハードビス
ケット,ソフトビスケット,プレッツェル,ロシアケーキ

キャンデー類
キヤラメル,錠菓`果汁系,ゼウーキャンデー,ゼリニビーンズ,チヤイナマープル,ドロッ
プ,バタースコッチ,ブリットル・いり落花生入り,マシュマロ

その他の菓子類

プリン・カスタードプデイング,オレンジゼリー:

一,パバロア,コーンスナック,ポテトチップス,

一卜,ホワイトチョコレ,卜 ,ミルクチョコレート,

ガム

コーヒーゼリー,ミルクゼリ■,ワインゼリ

成形ポテトチップス,カバーリングチヨコレ

マロングラッセ,板ガム,糖衣ガム,風船

Ⅳ

群

バター 有塩バター,無塩バター,発酵バター

マーガリン ソフトタイプマーガリン,フアツトスプレッドマーガリン

植物性油脂
オリープ油,ごま油,I米ぬか油,サフラワー油,大豆油,調合油,とうもろこし油,なたね

油,ひまわり油,綿実油,落花生油

動物性油Л旨 牛脂,ラ=ド

その他の油脂 パーム油,パーム核油,やし油,ショートニング

Ｖ

群

大豆 (全粒 )口加工

ロロ

大豆,ゆで大豆,大豆 (水煮缶),きな粉,ぶどう豆 (煮豆)

豆腐
木綿豆腐,絹ごし豆腐,ソフト豆腐,充てん豆腐,沖縄豆腐,ゆし豆腐,焼き豆腐,凍り

豆腐,豆腐よう,蒸し豆腐竹輪,焼き豆腐竹輪

油揚げ類 生揚げ,油揚げ,がんもどき

納 豆 糸引き納豆:挽きわり納豆,五斗納豆,寺納豆 (塩辛納豆,浜納豆)

その他の大豆加ェ

ロロ

おから,豆乳,調製豆乳,豆手L飲料,麦芽コーヒー,生湯葉,千し湯葉,金山寺みそ,ひ

しおみそ

その他の豆・加工

ロロ

羊燥あずき,ゆでぁずき,ゆであずき缶詰,こしあん,さらしあん,つぶしあん,乾燥いん

げ
～
まめ,ゆでいんげんまめlうずら豆(煮豆),いんげんまめこしあん,豆きんとん,乾

燥えんどう,ゆでえんどう,グリンピース(揚げ豆),塩豆,うぐいす豆,乾燥ささげ,ゆで

ささげ,乾燥ソラマメ,フライビーンズ(揚げそらまめ),おたら、く豆,ふき豆,乾燥たけあ

ずき,乾燥ひよこまめ,ゆでひょこまめ、フライ味付けひよこまめ,乾燥べにばないんげ
ん,ゆでべにばないんげん,乾燥らいまめ,乾燥りょくとう,ゆでりよくとう,乾燥レンズ豆

Ⅵ

群

いちご いちご

柑橘類

いよか
～
,みかん,みかん缶詰(果肉),ネーブル,バレンシアオレンジ,スイーティー,

きんかん,:グレープフルーツ,さんぽうかん,すだち(皮 ),タンゴール,タンゼロ,なつみ

かん,はっさく,ひゅうがなつ,ぶんたん,ぶんたんざばん漬,ぼんかん,ゆず(皮 ),レ宅

ン全果

バナナ バナナ,乾燥バナナ
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大根 大根 ,切 り干し大根

たまねぎ たまねぎ,赤たまねぎ

はくさい |よくさい

その他の淡色野菜

アーテイチヨーク,うど,山うど,枝豆,スナップえんどう:グリンピース,かぶ,かぶ・皮む

き,カリフラワー,かんびよう,菊 ,きくのり;くわい,コールラビ,ごばう,しかくまめ,葉し

ょうが,しょうが,しろうり,ずいき,すぐきな根,ズッキーニ,セロリー,ぜんまい1干しぜ

んまい,そらまめ,たけのこ,チコリー,つわぶき,とうがん,スイ■トコーン,クリームコ

ーン缶,ホールカーネルコーン缶詰.ヤングコーン,トレビス,なす,べいなす,にがうり,

にんにく,はつか大根!はやとうり,ビート,ら、き,ら、きのとう,ふじまめ,へちま,ホース

ラデイシュ,まこも,みょうが,みようがたけ,むかご,アルファルファもやし,大豆もやし,

ブラックマッペもやし,緑豆もやし,ゆり根,エシャロット,ルバーブ,レタス,コスレタス,

れんこん,生わさび,わらび

葉類漬け物

おおさかしろな“塩漬,かぶ葉"塩漬,かぶ葉・ぬかみそ漬,からしな 塩ヽ漬,さんとぅさ

い・塩漬,たいさい・塩漬,高菜潰.野沢菜・塩漬,野沢業(調味漬),自菜塩漬,キム

チ:ひのな。甘酢漬,広島菜“塩漬,みずかけな漬

たくあん=その他の

漬け物

から、・塩漬,かぶ・ぬかみそ漬,きゅうり・塩漬.きゅうり・しょうゆ漬,きゅうり・ぬかみそ

漬,ピクルス,ザーサイ,しょうが・酢漬,しろうり・塩漬,しろうり・奈良漬,すぐき漬,だい

こん・ぬかみそ漬,干しだいこ々 'たくあん漬,守口漬,だいこん・べうたら漬,だいこん・

みそ漬,福神漬,塩抜き塩蔵・しなちく,なす・塩漬,なす・ぬかみそ漬,なす・こうじ漬,

なす・からし漬,なす・しば漬.はやとうり・塩漬,やまごぼう・みそ漬,生らっきょう,らづき

ょう甘酢漬,わさび漬,梅漬(塩漬),梅漬(調味漬),梅千し,梅干し(調味漬け),梅びし

お,オリーブピクル不グリーン:オリーブピクルスライプ,オリープピクルススタッフド

きのこ類

えのきたけ,えのきたけ味付け瓶詰.乾燥黒きくらげ・乾燥白きくらげ,黒あわびたけ,

生しいたけ,乾しいたけ,はたけしめじ,ぶなじめじ,本じめじ,たもぎたけ,なめこ,なあ

こ水煮缶詰,ぬめりすぎたけ,うすひらたけ,エリンギ,ひらたけ,まいたけ,乾燥まいた

け,マッシュルーム,マッシュル=ム水煮缶詰,まつたけ,松茸水煮缶詰,やなぎまつた

け

海草類

干しあおさ,青のり,のり(干しあまのり),焼きのり,味付けのり1蒸し干しあらめ,すき

干し岩のり,干しえごのり,おきうと,オゴノリ(塩蔵塩抜き),干しかわのり,うみぶどう,

らうすこんSt,干しかごめ昆布,長こんぶ,松前こんぶ,まこんぶ,日高こんぶ,利尻こ

んぶ:亥1みこんぶ,削り昆布,塩昆布,昆布つくだ煮,すぃぜんじのり(干し水戻し),干

してんぐさ,ところてん,干し寒天,寒天 (ゼリー状),赤とさか (塩蔵塩抜き),青とさか

(塩蔵塩抜き),干しひじき,干しひとえぐさ,のりつくだ煮,ら、のり,干しまつも,むかでの

り(塩蔵塩抜き),沖縄もずく(塩蔵塩抜き),生わかめ(原藻),わかめ(乾燥),1わかめ

(乾燥水戻し),板わかめ,わかめ(灰干し乾燥水戻し),カットわかめ,生わかめ,茎わ
かめ (塩蔵塩抜き),生めかぶわかめ

区

群

日本酒 青酒,純米酒,本醸造種,吟醸酒,純米吟醸酒,自酒

ビ
ー ー

ル 淡色ビール,黒ビール,スタウトビール,発泡酒

羊酒・その他

白ワイン,赤ワイン,ロゼワイン ,

力,ジン,ラム,マオタイ)酉 ,梅 ,酉 ,

一ミント,ベルモット

紹興酒ずしょうちゆう,ウィスキ‐

合成清酒,薬味酒,キュラソー ,

ブランデー,ウォッ

スイートワイン,ペパ
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貝柱(干し貝柱),さくらえび(素干し),さくらえび(煮干し),えび(干しえび),かに(がん

漬),ほたるいか(くん製),するめ,いか(さきいか),ぃか(くん製),いか塩辛(赤作り),

あみ (塩辛),うに(粒うに),うに(練りうに),塩蔵塩抜きくらげ,なまこ(このわた),ほや

(塩辛 )

魚介 (缶詰)

いわし水煮缶詰,いわし味付け缶詰,いわしトマト煮缶詰,いわし泊漬缶詰,いわしかば

焼き缶詰,かつお味付け缶詰,からら、とます水煮缶詰,しのさけ水煮缶詰,さば水煮缶

詰,さばみそ煮缶詰,さば味付け缶詰,さんま味付け缶詰,さんまかば焼き缶詰,まぐろ

水煮缶請,まぐろ味付け缶詰,まぐろ油清け缶詰,あさり水煮缶詰:あさり味付け缶詰,

あわび水煮缶詰,エスカルゴ水煮缶詰,かきくん製油漬け缶詰,トップシェル味付け缶

詰,ほたて貝柱水煮缶詰,もがい味付け缶詰,ずわいがに水煮缶詰,たらばがに水煮

缶詰,いか味付け缶詰

魚介 (佃煮)

いかなご(つくだ煮),いかなご(あめ煮),かたくちいわし(田作り),かじか(つくだ煮),

かつお(角煮),はぜ(つくだ煮),はぜ(甘露煮),わかさぎ(つくだ煮),わかさぎ(あめ

煮),あさり(つくだ煮),はまぐり(つくだ煮),えび(つくだ煮),ほたるいか(つくだ煮),

か(きりいかあめ煮),いか(いかあられ),つくだ煮あみ

魚介 (練り製品)
かに風味かまばこ,昆布巻きかまばこ,す巻きかまばこ,蒸しかまばこ,焼き抜きかまぼ

こ,焼き竹輸,だて巻き,つみれ,なると,はんぺん,さつま揚げ

魚肉ハム,ソーセニ

ン
魚肉ハム,魚肉ソーセニジ

Ｘ

Ｉ

群

牛 肉
牛肉,牛舌,牛尾,日,ストビーフ:コンビーフ缶詰,牛味付け缶詰,ビーフジャーキー

スモークタン

豚 肉 豚肉「豚言,豚足ゆで,豚軟骨ゆで

ハム、ソーセ‐ジ類

骨付きハム,ボンレスハム,ロースハム,ショルダーハム,プレスハム,チョップトハム・
促成生ハム,長期熱成生ハム,ベーコン,日―スベーコン,シヨルダーベーコン,ウイン

ナーソーセージ,セミドライソーセージ,ドライソTセージァフランクフルトソーセージ,ボ
ロニアソーセージlリオナソーセージ,レバーソーセージ,`混合ソーセージ,生ソ‐セー

ジ,焼き豚

その他の畜肉
いのしし,いのぶた,うさぎ赤肉,馬肉,しか肉,マトンロース,マトンもも,ラムかた(子

羊),ラム甲~ス (子羊),やぎ赤肉

鶏 肉 鶏肉,鶏かわ,鶏軟骨,焼き鳥缶詰

その他の鳥肉
あいがも,あひる,うずら,かも皮なし,きじ皮なし,しちめんちょぅ皮なし,すずめ,はと

皮なし,ほろほろちょう皮なし    ―

肉類 (内臓)
牛心臓,牛IT臓,牛じん臓,牛第一胃,牛第二胃,牛第二胃,牛第四胃,牛小腸,牛大

腸,牛直腸,牛子宮,豚心臓,豚肝臓,豚じん臓,豚胃ゆで,豚小腸 (ゆで),豚大

腸 (ゆで),豚子宮,レバーペースト,スモ=クレバー,鶏心臓,トリオ肝臓,鶏筋胃,フォ

アグラゆで

鯨肉 くじら肉、くじらうねす、くじら本皮、くじらさらしくじら

その他の肉・加工

rtrl

いなごつくだ煮,かえる,すつぼん,はちの子缶詰

=23-



別表 4 平成 18年度国民健康 口栄養調査による地域別食品群別摂取量
1人 1日 当たり (g)

全 国 北海轟 東 北 関東 I 関東 ■ it睡 東 海 近出 I 近肛 ロ 中 国 四 国 北九州 南九州

I群

米 340 2 293 6 374 2 306 6 384_1 3977 308 6 324 9 359 2 338 7 386 6 345 7 3734

米加工品 3

I群

小麦粉類 3

バン類(菓子バンを除

く)
35 1 146 33 1 22 5 211 39 1 376 302 274 30 8 196

菓子バン類 5,7

うどん、中華めん類 38 4 44 9 357 43 1 35 1 30_7 42 3 30 1 36 9 394 363 265

即席中華めん 4 4 41 4

′くスタ 63 57 103 133 15 77

その他の小麦加工品 5 6 41 52

そば・加工品 174 107 74

とうもろこし。加工品 07 01、

その他の穀類 3 11 11 213 : 17

さつまいも・加工品 112 102

じゃがいも,加工品 29 2 422 30 6 29:7 31 2 31 9 28 1 26 6 37 7 224 304

その他のいも・力D工品 23 5 164 239 28 1 316 269 21 6 23 3 26 2 22 4 252

でんぶん・加工品 2.1 15 2 18 1

種実類 11 1 7 23 3 2 11

Ⅲ群

砂糖・甘味料類 67 67 フ 2 7 9 91 フ ア フ

和菜子類 108 118 11 3 124 11 2 111 108 105 108

ケーキ・ベストリー類 91 104 17 67

ビスケット類 17 12 2 12 1 5 2

キャンデー類 01 03

その他の菓子類 6 83 6 72 5 7

Ⅳ群

ノ`ター 1 1 11
l 1

マーガリン 1 12 1

植物性,由脂 8

動物性油脂 01 0

その他の油脂 0 0 0 0 0 0 0 0 0

V群

大豆 (全粒)・加工品 15 1 3 1 3 16 12 1 8 07

豆腐 35 2 30 7 30 5 375 332 336 32 2 30 8 41 8 53、 2 37 4 453

油揚げ類 106 77 6 109 9 6 105

納 豆 97 101 57 4
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たい、かれい類 57 フ

まぐろ、/Dヽ じき類 3 27

その他の生魚 77 115 フ 1 11 8 12 4 124

貝類 21 2

いか、たこ類 5 5

えび、かに類 3 9

魚介 (塩蔵、生干し、

乾物 )
159 26 7 125 176 22 7 122 153 138 172 123 146

魚介(缶詰) 2 18 14 1

魚介 (1田煮 ) 01 04

魚介 (練り製品) 8 139 103 168 108

魚肉ハム、ソーセ=ジ 05 04 0

XI群

牛肉 74 144 129 21 3 188 214 165 :46 127

豚 肉 30 8 30 7 29 4 342 34 1 286 34 3 24 3 28 1 32 2 299

ハム、ソーセージ類 124 146 !02 136 125 107 138 135 91 12 1

その他の畜肉 0 0 0 0

鶏 肉 211 176 21_8 19 6 167 20 2 21_5 22 4 195 183 27 7 279

その他の鳥肉 01 0 0 07 0 0 0 0 0

肉類 (内臓 ) 17 1:4 1 5 2 14

鯨肉 01 0 0 0 0 01

その他の肉・加工品 0 0 0 0 0 0 0 0 0

卵類 344 355 325 334 37 6 38 2 385 423 40 1 39_2 384 33 6

XⅡ 群

牛乳 93 5 947 99 2 982 862 993 929 94:1 983 94 9 84 7 82、 6 855

チーズ 23 14 2 15 21 17 14

発酵乳・手L酸菌飲料 213 15_8 253 17 9 16.1 25 9 207 208 26 7 176 15 7 202

その他の平L製品 41 9 711 6

その他の手L類 0  1 0 0 0 0 0

XⅢ群

ソース 13 2 2 22 27 1

しょうゆ 175 16_2 193 166 173 179 168 178 167 19 7 183

塩 14 12 15 14 13 11

塩 22

味噌 124 146 157 ‖ 9 149 144 119 10 5 183

その他の調味料 56 9 705 48 4 57 5 49 5 57 7 629 692 717 514 468 46 7

香辛料・その他 02

※ :XⅣ群の飲料水については 600mlと した。
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(別表5-3つ づき)

農 薬 名
調査機

関
注2)

分 析 結 果 (ppm)

I注
1)
Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ Ⅶ Ⅷ IX X XI XⅡ X皿 XⅣ

イマザリル

0003

(2)

(3)

(4)

イミダクロプリド
(2)

(3)

(4)

オキサミル
(2)

(3) 00011

(4)

クレソキシムメチル
(2)

(3) 0040

(4)

クロメプロップ
(2)

(3)

(4)

クロルプロファム

(2)

(3)

(4) 0024

(5)

チアクロプリド
(2)

(3) 00023 00002 00008

(4)

チアベンダゾール

0002

(2)

(3)

(4)

(5)

(6) 0023

チアメトキサム
(2)

(3) 00003

(4)

チオジカルプ及び
メソミリレ

(2) 0010

(3)

(4)

(5)

(6)

トルフェンピラド
(2)

(3)

(4) 0037

ノ′ヽルロン
(2)

(3) 00007

(4)
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別表6 いずれかの食品群において一度でも検出された農薬等の平均一日摂取量の推計

*  平成 3～ 16年度の結果1ま、それぞれ文献 1)～ 9)から
=l用
した。

**  」MPR又 はJECFAが 設定したADI

調査年度等

患 薬 等 名

平均一 日摂取 (uズ /人 /日 ) 対 ADI比 (%) ADl
(μノ人/日 )

平成 3～

:6年度 *

平成 17

年度

平成 18

年度

平成19

年度

平成20
生 産

平成 3～
16年庁 * 勁報

平成 18

生産

平成19

年席

平成20

年度

l  DDT      '
2  EPN
3 アジンホスメテル
4 アセタミプリド
5 7セ フエー ト
6 アゾキシス トロビン
7 イマザリル
8 イミダクロプリド
9 エ トフェンプロックス
10 エンドスルファン
11 オキサミル
12_ カルバリル

13 クレソキシムメテル
14 クロメプロップ
15_ク ロルデン
16  クロルピリホス
17 クロルピリホスメチル
18  クロルプロフアム

19 ジクロラン
20 ジコホール
21  シベルメトリン
22 シメコナゾ,ル
23. ジメトエー ト
24_臭素
25 チアクロプリド
26 .チアベンダゾニル

27 チアメトキサム
28 チオジカルブ及びメソミル
29  トルフェンピラド
30 ノバルロン
31 ′ヽ ミドチオン
321 ビベロニルプトキシド
33  ビリミホスメチル
34 フェナミホス
35 フェニ トロチオン
36 フェノブカルブ
37  フェンテオン
38  フェントエー ト
39 フェンパレレート
40 フルアジホツプ
41  フルフェノクスロン

42 プロシミ、ドン
43  ブロテオホス
44 プロパルギット
45 ヘプタクロル
46: ボスカリド

47 マラチオン
48  メタミドホス
49 メチダチオン
50  メ トプレン
51  ルフエヌロン

1_49 ～ 2_97

1.26 ～ 2.82

138～ 321

1.37 ～ 21.93

6 46

2:35 ～ 3 46

2 09 ～ 4 48

1_91

107～ 216
095～ 217
2.14 ^´ 4 22

189

1.17～ 242

259～ 2162

160～ 304
6,038 ～ 8,150

493

20.39

1_52

077～ 712

126～ 406

2 13 ～ 45 07

4.17～ 502

1 26 - 2_35

171

1 37

1.03～ 216

1 37 ～ 3 72

1 06 ～ 1 16

941

394

7 05

1

5 59

0_79

3 05

2 09

217

217

0 75

2_63

2 90

9 73

2 29

3 98

2 39

2.88

3 13

2 93

381

2 37

3 39

2.84

4 49

3 48

2 64

3.04

313

3 03

0 46

3 23

2 09 2_38

429

0 60 - 1 19

1 80 ～ 4.03

1.97～ 4.59

1 14 ～ 18.28

0 43

032～ 121

0.56～ 119

7 64

2 14 - 4 32

0 19 - 0 43

0 04 - 0 08

0 38

117～ 242
0_10 ‐‐ 0 36

1 60 - 3 04

12.08 ～ 16 30

010

5 22

3 80

0 31 - 2 85

168～ 541
0 24 - 5.01

023～ 0_27

1 68 - 3 13

0 34

27.40

010～ 022
457～ 1240

2 12 - 2 32

019

0 04

0 25

2 94

0 02

1

0 66

0 20

013

012

2 50

027

0 03

027

0 08

0.29

0 02

095

0 08

0 40

0 07

0 32

0 30

1 24

048

0 03

021

051

0 09

017

012

012

170

250

70

70

3.550

120

9,000

1,500**

2,850

1,550

285

1,000

375

18 000

310

25■キ

50

500■*

5.ooo

500**

100**

2.500

425

100■■

50,000料

600 ‐

5,000

900

1,500**

280

550

400

10,000,■

1.500わ |

40+*

250

600

115

75

900

500

1.850

1,750

75

500**

5Ⅲ

2.200

1,000

30

50**

5,00o

700

|

-31-



(別表 7 つづき)

調査年度崎

農 薬 等 名

平均一 日暮 m (■g/人 /日 ) 対 ADl比 (%)
ADl
(llg/人 /日 )

平成 3～

16年度 ■

威平

年 度

l 平成 18

年度

平成19

年度

平成20

年度

平成 3～

16年度
“

平成 17

年度

平成18

年度

平成 19 平成20

年度
77  ジクロトホス
78 ジクロフェンテオン
79  ジクロルポス
80  ジスルホ トン
81  シニ ドンエテル
82 シハロトリン
83  ジハロホップブチル
84 ジフェニルアミシ
85 ジフェノコナゾール
86 シフル トリン
87 シフルフ・エナミド
88 ジフルフエニカン
39.ジフルベンズロン
90 シプロヨナゾール
91: シプロジニル
92 シマジン
93  ジメタメトリン
94 ジメテビン
95  ジメテルビンホス
96 ジメテナミド
97  ジメトモリレフ
98 シメトリン
99  ジメピペレー ト
100 シラフルオフェン
101  シンメチリン
102_ スピノサ ド
103 スピロジクロフェン
104 スルファジミジン
105 ゼラノール
106 ゾキサミド
i07_ ターバシル
108  ダイアジノン
109 テアンフエニコール
110 チオベンカルブ
111  チオメトン
112 チフルザミド
113 テクナゼン
114 テクロフタラム
115 テトラクロルビンホス
116 テトラコナゾール
117 テこルクロール
118、  テブコナゾニル
119 テブフェノジド
120 テブフェンピラド
121  テフル トリン
122 テフルベンズロン
123 デメトンーS―メチル
124 デルタメトリン及び トラロメトリン
125 デルプホス
126  トリアジメノール
127  トリアジメホン
128  トリアゾホス
129  トリクロルホン
130  トリシクラゾール
131  トリブホス
132 トリフルミゾール
133_ トリフルラリン
134  トリフロキシストロピン
135_ トルクロホスメテル
136 ナイカルバジン
137 パクロプトラゾール
138 パラチオン
139 パラチオンメテル
140 ハルフェンプロックス
141  ビオレスメトリン 1

142 ビテルタノール
143  ビフェノックス
144  ビフェントリン
145  ピベロホス
146  ピラクロホス
147  ピラゾキシフiン
148 ピラゾホス
149  ピラゾリネー ト
150  ピラフルフェンエテル
151  ビリダフェンチオン

1 69

0 64 - 2 16
1 52

334
3 23

4 55

331

411
2 85

3 50

1 79

1 69

3 23

411

1 79

3 23

411

1 79

0 64 - 2 16

3 34 - 22 46
2 26 ^´ 2 42

411
081
050
1 89

3 27

3 55

3 23

2 85

2 48

2 85

3 34

074～ 242
3 55

2 68

2 42 - 3 20
3 56

17 17

3 50

0 74 ～ 3 34

3 55

2 42

105～ 216
2 29

571～ 2246
566
146～ 323
2 39

2 29

2 29

2 09

2 36

1 94

1 55

2 36

1:69

2 36

1.89

019
018
3 48

0 29

177
1 96

3 15

315

1 85

1 80

3.96

2 36

0 29

2 00

2 93

321
50 33

1 98

3 48

2 47

4 67

2.64

1 92

8 15

7 45

2 38

2 66

251
200

1 69

2 13

2 25

1 22

5 47

232

1 60

8 32

571
2 58

1 67

210

221
121

4 60

6 86

221
3 38

3 28

3 74

11 82

344

1 70

1 12

2 30

2 40

2,57

1136

2 87

6 48

241
1 79

242

2 77

3_30

219

298
4 27

2.95

184
2 76

2_21

4 02

231
3 08

6 62

3_28

2_32

1 40

2 95

0 58

２

■

３
．

1 93

293

163
219
2 86

1 84

9 54

2 82

2 04

2 85

321
276

1_73

2_80

12 45

179
2 85

286

2 84

2 07

2 96

3 69

3 38

1139

8 06

1 82

314

2 98

2_48

2.82

3.88

4_98

2 00

2 68

2 46

2 50

3130

261
1 96

2 75

051

1.77

2 57

1

l.95

2_69

2_75

1 88

2 72

251

3_26

2 47

2 00

2 48

1 80

2 73

2 70

2 45

3 36

2 47

2 03

3 63

2 63

1 35

0 32 ～ 1_08
1013

0 33

2 69

0.95

017

0.46

0 48

071

2`75

0 36

017
0 07

3 58

0 06

0 20

0 03

5 39

014
026～ 086

074～ 499
1151～ 161
041
0 08

0 02

0 95

1 64

010
0 22

0 36

0 99

0 57

067

247～ 807
0 24

018

242～ 320
0 24

1 86

0 29

0 02 ～ 0 10

0 36

121
0.70 ～ 1.44

1 53

1_14～ 449
016
029～ 065
1328

174
0.06

0 19

0 78

0_43

0_29

001
0 72

001

012
0 39

131
0 32

0 05

2 25

5 25

0 12

1.80

0 16

0=07

013

0 08

6 42

6711
0 99

8 19

1 98

31 13

026
160

1 70

0 37

026

054

386
0 43

085
0.11

04:
2 44

0 42

0.93

036
5_55

0 57

026

0841

2 22

16.07

0.28

0.32

017
0_11

0.50

0.86

0 22

2 83

0 59

0_12

0.07

4:62

0 06

0 55

0 50

001
0_11

118
0.23

0 97

1.47

011
0 27

2 72

0 74

101

0 56

6 80

0 19

0.21

4 60

0 07

0.08

0 25

0.90

1 90

191

0

041
16 44

7 38

1_13

0 02

7 20

1

0 89

1 29

013

257
0 98

0.67

8 23

014
0 24

4.38

0 08

0.08

0 28

0 94

181
1 67

0 65

0 49

1611
496

0 02

6 42

3

125

20oゎ

15お

500

1,000ゎ

120

4,0∞ ゎ

480

2.00oゎ

2,050

900

600

495

1,350

65

470

1,000*|

200

1,900

5.500

550

50

5.500

2′ 100

1.20o

650

2,500

25

24,00o

l,300

25o*■

250

450

150**
1,000 _

1,000キ*

2,90o

200

200

3.40o

l,45o

800

105  1

25o

50o  
‐

15**|

|

「
―――
「
―
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
劇
樹
―

＊＊―
「
ｌ
Ｊ
「
―
―
―
―
―
―
―

３０

‐

，

５００

‐

，

５００

６０

‐００

‐

・

５００

１００

９２５

‐

‐

２００

２

，

５００

３

．

５００

２０

，

０００

‐

，

０００

２００

１５０

‐５０

‐
‐
５００

５００

３

．

５５０

５００

‐８

５０

７５

２００

３００

８

，

５００

４３
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(別表7 つづき)

農 菫 笙 夕

~~｀
｀｀｀

調
・
年度箸 平 均一 日怪取 (uE/人 /日 ) 対 ADl比 (%)

ADI
(μg/人 /日 )

平成 3-
16年 度 十

平成 17

年度

平成 18

年は 年度 年度

平成 3～
16年度 奉

平成 17 平成 !8

年庁

平成 19

年度

銃̈ホレー ト

ミクロブタニル

ミルベメクチン

メカルパム

メソミル

メタベンズチアズロン

メタラキシル及びメフェノキサム

メチオカルプ

メテダチオン

メトキシクロール

メトキシフェノジド

メトミノス トロビン

メトラクロール

メトリブジン

メパニピリム

メビンホス

メフェナセット

メフェンピルジエテル

メプロニル

モノクロトホス

レスメトリン

レナシル

レバミゾール

２２７
２２３
２２９
２３０
２３‐
２３２
２３３
２３４
２３５
２３６
２３７
２３８
２３９
２４０
２４‐
２４２
一２４３
躍
２４５
２４６
４
２４８
２４９

1

321
●65

1 79

3_91

4 76

3 23

386～ 491

0 99

4.56

4 56

1_57

11 23

236

1.77

1 67

236

1:77

0.19

3 62

2 92

2 49

112

311
1.24

218

3_27

614
543
240

2 23

8.89

2_19

3.38

1.41

2、 69

2.19

218

3 80

2 69

215
2 22

2.35

1_43

2 53

1 86

2 75

2 79

381

2 47

2.47

2 59

1_84

0 15

0.23

0 23

0_16

0 33

0.60

0 07
0 54 ～ 0 79

2_48

1 30

0_19

4

0 05

051
0 12

0 09

0 03

0 06

3.62

0 27

4_98

0 02

0 39

0 03

0 62

013
20 47

0 36

0 04

411
0 19
0 59

0 08

2 82

2 82

0 05

0 04

027

0 32

6.73

015
0 09

0 16

0 02

b.11
021

372
0 06

0_35

9 53

018
010

017
0 03

3b*'
1,200
1.500

100"
1,400

2,900

1,100

120

50相

5,000詢

4,900

800

4.850

625

1,200

40*|

350

1,400

2.500

30ネ
"

1,500料

6,000

300

*  平成 3～ 16年度の結果は、それぞれ文献 1)～ 9)か ら引用した。
す十  」MPR又 はJEoFハ が設定したADI
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<表2ダイオキシン類,日摂取量の地域別年次推移>
:pgTEQ bw/日

地域 嘩嚇
東北地万 1也フ
tJLA Jミ 1じ B ヨ東A 関 東 B 関 果 C 甲測

`A
】部B 甲部 C

HFJ 2.43 10 184 184 70
半 厩 11 1.10 1.40 333 1.43 1.46 1.35 _37 208

0.72 095 1.10 1.23 24 150
十 厩 13年 I 0.57 088 1.70 44

平成 14年度
0.74 0.97 0.76 0.52
0.80 2.02 095 0.57
.23 1.75 2.30 2.99

平成 15年度
0.71 060 0.67 0.75 086 0.49
0.92 0.75 163 086 0.92 .30 0.96
13 .13 Zb 1,74

平成 16年度
0.41 0.41 1.42 0.88 052
0.85 070 1.49 1.46 0.76 058
2.15 246 164 2.04

平成 17年度
0.59 053 047 0.59 0.59 040
1.54 099 068 050
3.06

平成 18年度
0.33 U.40 051 0.68 0.58 0.40
0.39 090 081 0.87 076 0.62
1.50 1.22 0.87 1101

平成 19年度
0.92 0.40 068 0.70 0.68 0.35
28 0.60 089 0.85 0.76 0.45
.34 0.68

平成 20年度
05 0.13 0.48 U.bl じ60 0.63
ZZ U/0 124 0.78 0.96 0.69
90 0.85 1.70 1.10

平成 21年度
U_3ノ U.bノ U.28 068 0.70 0.36
0.92 0.48 0.77 0.44
:ZU 1_33 0.69 1.39 0.91 096

(単位

地域
関西地方 中国四国地方 九 り1 LtL方

関 山 A 関 西 B 関西C 中四国A 甲 四 国 B 甲四国C 九州A 九 り1l B
平成 10` ZZ 1.75

半 成 11 5.93 .60 3.06 1.04
平 成 12` 1.73 122 0.85 0.72
半 灰 13年 076 2.89

平成 14年度
U.U」 069 063 0.47

081 1_00
Z.3b 103

平成 15年度
0.67 053 090 0.73
098 106 0.90

平成 16年度
1.14 U.bZ
1.62 1.20 084

107

平成 17年度
0.58 056
0.70 0.91

147 1.24

平成 18年度
0.86 082

0.92 0.56
1.54 1.64 138

平成 19年度
064 067 037
032 0.90 103
108 1.17

平成 20年度
057 0.61 054
0.61 064 060

平成 21年度
υ.0」 U bU 0.57
097 081 108

:4U 1.45

(注)平成 21年度調査において各地方でのサンプリングを実施した自治体は以下のとおり。
表の左から、北海道地方 :北海道 東ヾ北地方 :宮城県、関東地方 :埼玉県:横浜市、中部地方 :石川県・名古屋市、関西地方 :

大阪府、中国四国地方 :香川県、九州地方 :福岡県

なお、数値は各地方毎の食品別一日摂取量であり、平成 10～ 10年度の数値についても、過去の研究報告書から引用し、
WH0 2005 TEFを 用いて再計算したものである。
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【用語説明】

ダイオキシン類 :

ダイオキシン及びコプラナニPCB
―      ―      「 ~~ ~ ~~~~―  :          j    =

ダイオキシン:             ‐
ポリ塩化ジベンゾー′iラージオキシン(PCDDs)
ポリ塩化ジベンゾフラン(PCDFs)      .           ´

コプラナーPCB(Co― PCBs):                      :
PCDDs及びPCDF,と類似した生理作用を示す二群のポリ塩化ビフ■三ル(PCB)類

卜■タルダイエツト不タディ:          ́ : 
特定の物質がどの程度実際に摂取されるかを把握    ・通常の食生活においてt食品を介して化学物質等の 1

´ するための調査方法。飲料水を含めた全食品を 14群に分け、国民栄養調査による食品摂取量に基づき、
小売店等から食品を購入し、必要に応じて調理した後、各食品群ごとに化学物質等の分析を行い国民 1  、

′

人あたりの平均的な 1日摂取量を推定するものし                       ′

,  ・TEF(毒性等価係数 ):´   .                 ■

ダイオキシン類は通常混合物として環境中に存在するため、様々な同妹体のそれぞれの毒性強度を1最
も毒性が強いとされる 2,3,7,8-TёDDの毒1性を,とした毒性等価係数 (TEF:丁 o対 9 Equ拉alency FaCt6r)を用
いて表す。なお、:今回は 2005年に WHOで再評価された丁EFを用いている。       1

TEQ(毒性等量): `
ダイオキシン類は通常、毒性強度が異なる同族体の混合IImとして環樟中に存在するので、摂取したダィォ  ‐
キシン類め量は、各同族体の量にそれぞれのTEFを乗じた値を総和した毒性等量(TEQ:To対c Equ～宮leit
iQuanJty)と して表す。  ｀

TDl(耐容一日摂取量):

長期にわたり体内に取り込むことにより健康影響が懸念される化学物質にっいて、その量まではヒトが二

生涯にわたり摂取しても健康に対する有害な影響がηれないと判断される■日当たりの摂取量。ダイォキ  |'
シン類の TDlについては、1999年 6月 に厚生省及び環境庁の専門家委員会でt当面 4 pgTEQ/kg tw/日

(1日に体重lkを当たり4 pgTЁ Qの意味。体重50 kgの人であれば、4 pgTEQ× 50 kgで計算し、TDIは 200     '
pgTEQとなる。)とされている。               ‐
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１
一
ユ
ー

分科会 分 類 剤 名 ノ`ブリックコメントの状況 WTO通報の状況 備考

6月 2日 農薬 C!)i7.)vzTi 平成22年 6月 9日 γ
'平成22年7月 8日

意見なし
平成22年 6月 14日 ～

平成22年 8月 13日
コメントなし

1-メチルシクロプロペン
平成22年 6月 9日 ～

平成22年 7月 8日
意見なし

平成22年 6月 14日 ～

平成22年 8月 13日
コメントなし

プロチオコナゾール
平成22年 6月 9日 ～

平成22年 7月 8日
意見なし

平成22年 6月 14日 ん

平成22年 3月 13日
コメントなし

プロパモカルブ
SFI2246E 9 E :

+Fr.z2+7 EaE 意見あり
'平成22年 6月 14日 ～
:平成22年 3月 13日

コメントあり
基準値 (案 )
の変更はな

メトラクロール
平成22年6月 9日 ～
平成22年 7月 8日

意見なし
平成22年 6月 30日 ～
平成22年 8月 29日

コメントなし

ピリプロキシフェン
平成22年 6月 9日 ～

平成22年 7月 8日
意見あり

平成22年 6月 14日 ～
平成22年 8月 13日

コメントなし
基準値 (案 )
の変更はな
|

フルシラゾニル
平成22年 6月 9日 ～
平成22年 7月 8日

意見なし
平成22年 6月 30日

～平成22年 8月 29日
コメントなし

ペントキサゾン
平成22年 6月 9日 ん

平成22年 7月 8日
意見あり

平成22年 6月 14日 ～
平成22年 8月 13日

コメントあち
墨午 lEヽ果ノ

の変更はな
|

フレフェヌロン
平成22年 6月 9日 ん

平成22年 7月 8日
意見あり 平成22年 6月 14日 ～

平成22年 3月 13日
コメントなし

基 準 慎 果ヽ

'の変更はな

スピロメシフェン
平成22年 6月 9日 ～
平成22年 7月 8白

意見あり
平成22年 6月 14日

～‐平成22年 8月 13日
コメントなし

基準値 (栗 )
の変更はな
|

クロメプロップ
平成22年 6月 9日 ～
平成22年7月 8日

意見あり
平成22年 6月 14日 ～

平成22年 8月 13日
コメントあり

基 準 lE t果 ,

の変更はな
1

イミベンコナプニル
平成22年 6月 9日 ～

平成22年 7月 8日
意見なし

平成22年 6月 30日～
平成22年 8月 29日

コメントあり
基準 1直 (栗

'の変更はな
|.

アジムスルフロン
平成22年 6月 9日 ～
平成22年 7月 8日

意見あり
^平
成22年 6月 14日 ～
平成22年 8月 13日

コメントなし
基準値 (案 )
の変更はな
l´

シフルフエナミド
平成22年 6月 9月

～平成22年 7月 8日
意見あり

平成22年 6月 14日 ～

平成22年 8月 13日
コメントあり

基準値 (案 )
の変更はな
|_

クロフェンセット
平成22年 6月 9日

～平成22年 7月 8目
意見あり
平
撃蟹舞眠旨尾百コメントあり

7:邑 s21F:lEヽ 果ノ
の変更はな

プロファム パブリックコメントの対象外 WTO通報の対象外




